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は じ め に 

 

 

 図書館年報「令和６年度版」をここに発行いたします。 

 

 令和 3 年度に導入した電子図書館は、朝の読書の時間を中心に小中学校の利

用が定着してきたことにより、閲覧ベースでの利用状況が年々増加傾向にあり

ます。一方で市民の認知度はまだまだ低く、その利用状況も横ばいの状態が続

いております。そこで今年度は「東大阪市立図書館」及び「ひがしおおさか電

子図書館」の認知度を向上させるべく、図書館の外へと飛び出し、東大阪市民

ふれあい祭りや東大阪市民文化芸術祭などの会場での電子図書館体験会の実

施に注力しました。10 月には東大阪市文化創造館まちライブラリーとの共催

で植本祭での出張図書館を初めて開催できました。 

 コロナ禍において図書館から離れていた利用者だけでなく広く市民に対し

て電子図書館および東大阪市立図書館の認知度を向上させ、市内において様々

な図書館サービスを享受できることを周知し、引き続き市民の生活がより豊か

になるよう図書館サービスを提供してまいります。 

 

令和７年９月 
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１ 概要・沿革 
 
（１）東大阪市の概要 

 ≪東大阪市の誕生≫ 

   東大阪市は、昭和４２年２月１日、布施市(昭和１２年西部６町村合併)・河内市 

(昭和３０年中部５町村合併)・枚岡市(昭和３０年東部４町村合併)の３市合併により、 

誕生した。当時の人口は 462,891 人で、その後、昭和４９年の 525,032 人をピークに 

減少し、令和 7 年 3 月 31 日現在で、477,481 人（252,490 世帯）である。 

 市の木として「クスノキ」、花として「ウメ」、市民の花として「キキョウ」が制 

定されている。 

 

 ≪東大阪の歴史≫ 

 旧石器時代、市域には大きく海が浸入し生駒山地の麓まで入り込んでいたが、時代

と共に湖と湿地帯へと変化していった。そのころの遺跡から、山麓を中心に１００以

上の集落や古墳が作られたことがわかっている。律令国家が整えられた大化の改新以

降には渋川・若江・河内に、郡役所が置かれたと考えられている。 

 鎌倉時代には、真言宗の道場として山寺が栄え南北朝時代には南朝方の拠点となり、 

楠木一族の活躍が伝えられている。室町時代には、河内国の争奪戦が繰りひろげられ、 

若江の地は畠山氏に継ぎ三好氏が治めていたが、後に織田信長に攻撃され滅ぼされた。 

大坂冬の陣・夏の陣では、小坂や若江は激戦地となり、豊臣方の木村重成など多くの 

将兵が討死し、河内の農村も大きな被害をもたらされた。 

 江戸時代、幾度となく氾濫を繰り返していた大和川は、中甚兵衛らの努力が実を結 

び、堺までの付け替えが行われた。埋め立てられた旧川床や池沼地は、新田として開 

墾し綿が栽培され、貝原益軒が「南遊紀行」に記したように良質の河内木綿として全

国に知られるようになった。大阪の豪商鴻池善右衛門が開発した鴻池新田には、豪壮

な会所がのこっている。一方、生駒山麓では水車を利用した製米・製麦・絞油、また

現在にもつながる鉄針金製造・真鍮針金など地域産業が発達した。生駒山麓を南北に

走る東高野街道と大阪から奈良に向かう暗峠越えの奈良街道は、重要な交通路であっ

た。文化面では、松尾芭蕉や上田秋成などが句や作品を残し、文化文政時代から幕末

にかけては国学・和歌・俳諧などが盛んで、庄屋層を中心として河内文芸が華を咲か

せた｡ 

 明治になり、１８８１年大阪府が置かれ、３国に分かれていた郡制も１８９６年に

は中河内郡となった。１８８９年に大阪鉄道（現ＪＲ関西線）、１８９５年に浪速鉄

道（現ＪＲ学研都市線）、１９１４年には大阪電気軌道の大阪上本町と奈良間（現近

鉄奈良線）、ついで１９２４年には布施－八尾間（現近鉄大阪線）が開通し、農村の

景観が次第に商工業地域の顔に変わってきた。特に第二次世界大戦後、工場進出が目

覚しく、大阪府下東部工業地帯の一中心地となり、中小企業の街として知られるよう

になった。       ＜“東大阪市のプロフィール”、「大阪府の地名」（平凡社）より＞ 

                                         

1



 

 ≪位置・地勢・気候≫ 

   市域は、河内平野のほぼ中央部に位置し、西は大阪市、南は八尾市、北は大東市に 

接し、東は生駒山地で奈良県と境を接している。市の面積は、61.78ｋ㎡（東西 11.2

㎞、南北 7.9 ㎞、周囲 44.8km）である。 

   地形は、生駒山地と平野部の２つに大別できる。生駒山頂は海抜 642.27m、平野部

は、おおむね標高５ｍ前後になっている。市の北部には、淀川水系の一つである寝屋

川が流れ、南から恩智川、第二寝屋川、長瀬川などの河川が流れこんでいる。 

   気候は比較的温暖で、大阪の平均気温は 18.4 度、年間降水量は 1,590.0mm である。       

（『大阪府の気象 2024 年（令和 6 年）年報』[大阪管区気象台]による） 

 

（２）東大阪市立図書館の沿革 

  昭和２２年 ４月 布施市長栄寺 2 丁目 18 番地の中央公民館内に市立図書館を併設。 

職員数２名で開館準備をはじめ、同年１１月開館。 

           自由閲覧式（開架式）を採用。蔵書数 1,805 冊。 

  昭和２３年１２月 布施市ＣＩＥ図書館（連合軍軍政部民間情報教育局）別棟設置。 

  昭和２４年１２月 布施市立図書館条例・施行規則を公布。 

           市立図書館蔵書数 6,000 冊。ＣＩＥ図書館蔵書数 1,457 冊。 

  昭和３２年 ２月 布施市高井田 1313 番地に移転。（旧永和図書館）。 

図書館延床面積 444.2 ㎡。 

        ３月 公民館より独立開館。延床面積 659 ㎡に拡大。 

  昭和３３年 ７月 軽読書室を開設。（テレビ設置） 

  昭和３５年 ５月 児童図書室開設。（開架式） 

  昭和３８年 ２月 公民分館内に巡回文庫設置。 

  昭和３９年 ８月 書庫を一階に増築改装し一般閲覧室を拡充。 

  昭和４１年 ６月 移動図書館（１号車）巡回開始。（２０箇所・グループ貸出式） 

           併せて巡回文庫も担当。 

  昭和４２年 ２月 三市合併による東大阪市誕生で、東大阪市立図書館（東大阪市高 

井田元町二丁目 9 番 23 号）と改称。 

        ８月 東・中地区への移動図書館巡回開始。（３０箇所） 

        ９月 児童への館外貸出を実施。 

  昭和４３年 １月 【東大阪読書友の会】結成。 

        ４月 一般への館外貸出を開始。 

  昭和４４年 ９月 移動図書館（２号車）増設。 

  昭和４５年 ７月 移動図書館車庫完成。 

  昭和４６年１０月 移動図書館（３号車）増設。 

  昭和４７年 ７月 移動図書館、グループ貸出から家族貸出へ変更。 

  昭和４９年 ５月 移動図書館（４号車）増設。 

  昭和５１年１２月 移動図書館巡回場所が６４箇所に増設。 

  昭和５２年 ５月 永和図書館改装。 事務室改装及び書庫棟を建設。 
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  昭和５３年 １月 【図書館協議会】が発足。 

        ８月 第１回緑陰図書館を実施。 

        ９月 移動図書館において個人への貸出開始。 

  昭和５４年 ２月 図書館協議会『東大阪市立図書館サービスのあり方について』 

           答申。 

        ４月 東公民館内に東分室開設（延床 50 ㎡）。 

           移動図書館巡回場所３箇所廃止。 

        ７月 図書返却ポストを市内１０箇所に設置。 

  昭和５５年 ９月 永和図書館内、児童室・一般閲覧室をワンフロア化。 

       １０月 文化会館内に中分室開設（延床 91.4 ㎡）。 

       １２月 『東大阪市総合計画基本計画』策定。 

           ＜中央図書館・地区図書館・分館・分室・移動図書館が、一体と 

なった図書館サービスの確立＞ 

  昭和５７年 ３月 移動図書館５号車（3,900 冊）購入を機に愛称を募集。  

市民の花「キキョウ」（３号車）・市の花「ウメ」（４号車）・ 

市の木「クスノキ」（５号車）に決定。 

  昭和５８年 ２月 東大阪市・八尾市・柏原市≪図書館に関する基本協定≫締結。 

  昭和５９年 ９月 移動図書館キキョウ号（６号車）更新。（積載約 3,000 冊） 

       １０月 石切公民分館内に石切分室開設（延床 90.4 ㎡）。 

移動図書館巡回場所２箇所廃止。 

図書館協議会へ『花園地域に建設される図書館の建設計画につい 

て』『当面の東大阪市図書館整備計画のあり方について』諮問。 

  昭和６０年 ６月 『花園地域に建設される図書館の建設計画について』中間答申。 

       １１月 『当面の東大阪市図書館整備計画のあり方について』中間答申。 

  昭和６１年 ３月 『東大阪市における図書館整備計画基本構想』 図書館協議会 

           最終答申。 

  昭和６３年 ３月 『東大阪市における地域別計画策定にかかる基本的考え方』 

           東大阪市都市問題研究会答申。 

  平成 元年 ２月 『仮称東大阪市立花園図書館建築計画書（案）』（社会教育部） 

        ３月 『東大阪市図書館整備計画に関する調査報告書』（日本図書館 

           研究会）＜７館構想をもりこむ＞ 

        ８月 移動図書館車ウメ号（７号車）更新（積載約 3,400 冊） 

  平成 ２年１１月 １１月７日大蓮分室開設（延床 548.74 ㎡） 

移動図書館巡回場所４箇所廃止。 

平成 ３年 ２月 『東大阪市総合計画新基本計画』策定。 

           ＜花園図書館の早期設置、中央館と５地区図書館の設置及び、 

新府立図書館とのネットワーク化＞ 

  平成 ４年 ６月 花園図書館開設（延床 2,301.87 ㎡。吉田四丁目 7 番 20 号）。 

移動図書館巡回場所４箇所廃止。「図書情報システム」（日立）
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花園図書館で稼動。 

  平成 ４年 ９月 永和図書館移動図書館車庫建替完成。 

  平成 ５年 ７月 花園図書館（木曜日）の夜間開館開始［試行］。 

        ８月 東分室拡張（床面積 100 ㎡）。 

  平成 ６年 ２月 『東大阪市総合計画・新基本計画第二次実施計画』策定。 

           ＜永和図書館の整備と今後の図書館網のあり方について検討＞ 

  平成 ７年 ２月 移動図書館車クスノキ号（８号車。全国初の高機能型移動図書館

車。積載約 3,000 冊･身障害用リフト･ビデオ内蔵型テレビ・発電

設備装備）を更新。同時に老人施設３箇所の福祉巡回を開始。 

        ８月 『新図書館網整備計画基本構想』策定。 

        ９月 花園図書館（水曜日）の夜間開館を追加開始［試行］。 

  平成 ８年 ８月 移動図書館キキョウ号を鹿児島県西之表市（種子島）に贈与。 

           （榎木修市長・鮫島安豊館長来阪） 

           移動図書館車キキョウ号(９号車)更新（積載約 3,000 冊リフト・

ビデオ内蔵型テレビ・発電空調設備装備）。 

       １２月 永和図書館中分室及び東分室閉室（６月末に休室）。 

  平成 ９年 １月 新｢図書情報システム」（富士通）花園及び旭町図書館で稼動。 

           旭町図書館開設（延床面積 880 ㎡）。 

           旭町図書館の窓口でＣＤの貸出（１人１点）及び予約サービスを 

           開始。 

花園図書館の夜間開館を本格実施。 

        ４月 旭町図書館（水・木曜日）夜間開館・永和図書館（火曜日）の夜 

間開館を開始［試行］。 

        ７月 図書のリサイクル実施、小・中・高等学校・幼稚園・保育園・ 

           文庫・団体等に贈与。 

       １１月 「図書リサイクルフェア」実施 (一般市民対象) 。 

  平成１０年 ４月 大蓮分室敷地内に大蓮行政サービスコーナー設置される。 

（敷地面積 1,767 ㎡から 1,601.87 ㎡に変更)  

同時に、開室時間を午前１０時に繰り上げ実施（水・木・土曜日）。 

        ６月 近畿視覚障害者情報サービス研究協議会作成のＮＬＢ目録に、 

           市所蔵の録音図書を登録し録音図書の公貸借を開始。 

平成１１年 ７月 『永和図書館建替え調査』委託。 

        ８月 永和図書館（水曜日）夜間開館を追加開始［試行］。 

           移動図書館ウメ号を鹿児島県中種子町（日高實町長）に贈与 

           （羽生昌弘教育長来阪）。 

           移動図書館車ウメ号（１０号車）更新（積載約 3,000 冊リフト・

ビデオ・発電空調設備装備）。 

       １０月 『永和図書館建替え調査報告書』提出。 

１１月 『東大阪市政世論調査報告』(市立図書館についての調査)実施。 
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平成１２年 ４月 少子化関連図書の充実化。 

（少子化対策臨時特例交付金事業予算 20,000 千円） 

  平成１２年 ７月 『永和図書館建替え基本計画調査』委託。         

 ８月 子ども読書年講演会①を関係団体との共催事業として実施。 

 ９月 子ども読書年講演会②を関係団体との共催事業として実施。 

     １０月  『永和図書館建替え基本計画調査報告書』提出。 

平成１３年 １月 「社会参加促進費補助費」（文部科学省）の交付により石切分室・

大蓮分室・移動図書館のＯＡ化を実現。 

           学校図書館関係者との協議を実施。 

 ８月 街頭端末機による蔵書検索システム開始。書誌情報の街頭端末 

機サーバへの提供開始。花園･永和･旭町館に街頭端末機設置。 

平成１４年 １月 新「図書情報システム」（富士通）稼動。 

３月 花園図書館､大蓮分室に｢子ども放送局｣開設。(「子ども放送局」 

設備整備事業費補助金事業） 

少子化対策臨時特例交付金事業による少子化関連図書の充実化。 

（予算額 5,731 千円） 

       １１月 永和図書館大蓮分室の床全面改修。 

       １２月 年末２８日（土曜日）臨時開館。 

  平成１５年 １月 年始５日（日曜日）臨時開館。 

        ２月 『東大阪市第２次総合計画』策定。 

           ＜永和図書館建替え整備・各分室の施設設備の充実・ＯＡ化情報

ネットワークの整備・図書館資料の拡充＞ 

        ４月 教育委員会社会教育部に図書館総務室を設置。 

           永和図書館ＯＡ化準備のため「既存図書資料マーク化事業」実施。 

           永和図書館建替に関わる調査として「市民会館との複合（総合） 

文化施設の適合可能性調査」を実施（社会教育室主管）。 

        ７月 ＜東大阪市立図書館の運営基本方針＞＜東大阪市立図書館資料収 

集方針＞及び＜選書基準＞について見直しを開始（～１１月）。 

           図書館の休館日の見直し、永和･旭町図書館の夜間開館を本格実施。 

  平成１６年 ３月 ＜東大阪市立図書館運営基本方針＞＜東大阪市立図書館資料収集

方針＞及び＜東大阪市立図書館選書基準＞を図書館協議会に提示

し、協議。 

        ４月 花園図書館に起業サポート情報ステーション開設（ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援）。      

１０月 永和図書館で「図書情報システム」稼動開始（市立図書館のＯＡ

化完成）。 

花園図書館のビデオブースを改修（～平成１７年１月）。 

  平成１７年 ２月 「東大阪市立図書館運営基本方針」「東大阪市立図書館資料収集 

方針」及び「東大阪市立図書館選書基準」改訂。 

        ４月 永和図書館整備事業費予算化。 
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  平成１８年１２月 図書館協議会へ『これからの東大阪市立図書館のあり方』諮問。 

  平成１９年 ２月 自動車排出ガス規制により移動図書館クスノキ号を廃車。移動図

書館２台で運用。 

        ３月 新「図書情報システム」（富士通）に更新（５月本稼動）。 

           大阪商業大学図書館と「東大阪市立図書館と大阪商業大学図書館

との相互協力覚書」の取り交わし（４月１日施行）。 

       １０月 インターネット蔵書検索サービス開始。  

新しい図書館ホームページ運用開始。 

  平成２０年 １月 年始５日（土曜日）と７日（月曜日）臨時開館。 

        ３月 大阪府立中央図書館の図書横断検索システムに参加。 

        ５月 新刊マーク活用による“収書（発注）システム”稼動。 

           ５日（月曜日・祝日）と６日（火曜日・休日）臨時開館。 

        ６月 図書館協議会から『これからの東大阪市立図書館のあり方』答申。 

        ７月 大東市立図書館と「図書館の相互利用に関する協定書」の取り交

わし (８月１日施行) 。 

       １０月 花園図書館の開館時間拡大及び祝日開館の実施［試行］。 

  平成２１年 ３月 大阪市立図書館と「図書館の相互利用に関する協定書」の取り交 

わし（４月１日施行）。 

        ６月 特別図書整理休館を４日間に短縮し、実施。 

        ８月 大阪樟蔭女子大学と「インターンシップに関する協定書」の取り

交わし（８月２５日施行）。 

  平成２２年 ３月 駐車場狭隘により移動図書館ステーション「川中岡崎医院南」を 

廃止（全４８箇所）。 

        ６月 インターネット予約等サービスを開始。利用者登録更新を開始。 

  平成２３年 ３月 『東大阪市子ども読書活動推進計画』策定。 

           民間駐車場廃止により移動図書館ステーション「中鴻池町２丁 

目・三島温泉前」を廃止（全４７箇所）。 

        ４月 永和図書館・移動図書館・大蓮分室・石切分室の窓口でＣＤの貸

出（１人１点）及び予約サービスを開始。 

  平成２４年 １月 花園図書館の窓口でＣＤの貸出（１人１点）及び予約サービスを

開始。 

        ２月 花園図書館開館時間、1 時間延長（閉館２１時）を実施。 

        ７月 大阪狭山市・河内長野市・富田林市・羽曳野市・藤井寺市・松原

市と「図書館の相互利用に関する協定書」の取り交わし（７月１

日施行）。 

       １１月 永和図書館（高井田元町二丁目）移転準備の為、１１月１日より

休館。 

       １２月 ２２日に永和図書館（暫定施設）をヴェルノール布施３階（長堂

一丁目）にて開館。移転に伴い開館時間９時～閉館時間２１時を
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実施。移動図書館は大蓮分室へ移転。 

平成２５年 ８月 ブックスタート事業を本格的に実施（計６４回）。 

１１月 移動図書館ステーション「東大阪養護老人ホーム」を「上六万寺

児童公園」に名称変更・移設。 

１２月 花園図書館休館日を月曜日から火曜日に変更。同時に月末休館日 

を廃止・開館。 

平成２５年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 

平成２６年 ２月 平成２５年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

 移動図書館ステーション「ＮＴＴ社宅（善根寺町４）」を廃止 

（全４６箇所）。 

 ５月 平成２６年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 

      ６月 新「図書情報システム」（富士通）更新。 

      ８月 平成２６年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

１２月 平成２６年度第３回東大阪市図書館協議会を開催。 

平成２７年 ２月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

      ３月 『東大阪市立図書館基本構想』策定。 

         平成２６年度第４回東大阪市図書館協議会を開催。 

 ４月 東大阪市立図書館「雑誌スポンサー制度」導入。 

      ５月 東大阪市指定管理者制度運用会議を開催（選定方針の決定。行財  

政改革室）。 

      ６月 東大阪市指定管理予定候補者選定委員会に東大阪市立図書館の指 

定管理者について諮問。東大阪市立図書館指定管理予定候補者選  

定部会を設置。 

      ７月 第１回市立図書館指定管理予定候補者選定部会開催。 

      ８月 東大阪市立図書館指定管理者を募集（募集要項等の配布：8 月 1 

日～21 日。市立図書館指定管理者への申請受付：9 月 11～18 日）。 

１０月 第２回市立図書館指定管理予定候補者選定部会開催。  

           指定管理予定候補者選定委員会に指定管理予定候補者を報告。  

           指定管理予定候補者選定委員会から答申。  

       １１月 定例教育委員会で指定管理予定候補者を決定。  

     １２月 第４回定例会で東大阪市立図書館指定管理者ＮＴＴデータグルー  

         プ・ヒバリヤ書店共同企業体を指定（指定期間：平成 28 年 4 月 1 

         日～平成 33 年 3 月 31 日まで）。  

平成２８年 ２月 平成２７年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。  

           ブックスタートボランティア研修会実施。  

３月 『新永和図書館整備基本計画』策定。  

           旭町図書館（旭町 1 番 1 号）が『（仮称）四条図書館』(南四条町

1 番 1 号)へ移転準備のため３月３１日に閉館。 

        ４月 指定管理者による管理運営開始。 
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・開館日数（祝日開館実施、年末年始休館の廃止）や開館時間（閉

館時間変更）を大幅に拡大。 

・ヒバリヤ書店店頭での図書返却開始。 

・貸出冊数を８冊から１０冊に増加。 

５月 花園図書館に除菌ボックス導入。 

   花園図書館、永和図書館、四条図書館にインターネット端末導入。  

   花園図書館、永和図書館、四条図書館にて無線ＬＡＮサービス開

始。  

   全館に読書通帳導入。  

   四条図書館開設に向けて内覧会実施。  

６月 ６月１日四条図書館開設。  

   花園図書館にて新刊図書現地装備開始。  

平成２８年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。  

        ７月 花園図書館に貸出ロッカーを設置し、２４時間貸出サービスを開 

           始。 

           花園図書館照明ＬＥＤ化工事完了。 

        ９月 近鉄バス車内にて図書館所在の案内放送開始。 

       １２月 永和図書館に就労・ビジネス支援コーナー新設。 

           四条図書館に子育て支援コーナー新設。 

           花園図書館、永和図書館、四条図書館年末年始期間中も開館。 

  平成２９年 １月 図書館間協力貸出のインターネット予約を開始。 

        ２月 平成２８年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

           ブックスタートボランティア研修会実施。 

        ３月 旧大蓮行政サービスコーナーを書庫として運用開始。 

        ６月 平成２９年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 

図書返却ポスト「旧旭町庁舎北側」を「東体育館玄関前」に名称

変更・移設。 

        ９月 移動図書館ステーション「東体育館前」を増設（全４７箇所）。 

  平成３０年 １月 ＣＤの貸出点数を１人１点から２点に増加。 

        ２月 平成２９年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

        ３月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

        ４月 障害者向け資料宅配サービスを開始。 

           新着お知らせメールサービスを開始。 

        ８月 平成３０年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 

       １０月 平成３０年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

  平成３１年 ２月 視覚障害者情報提供ネットワーク(サピエ)の運用を開始。 

           平成３０年度第３回東大阪市図書館協議会を開催。 

        ３月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

 『第２次東大阪市子ども読書活動推進計画』策定。 
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  令和元年 １０月 令和元年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 

       １２月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

図書返却ポスト「イズミヤ若江岩田店駐車場横」を「楠根リージ

ョンセンター入口」に名称変更・移設。 

           移動図書館ステーション「イズミヤ若江岩田店」を「岩田公園」

に名称変更・移設。 

令和２年  １月 ８日、ヴェルノール布施３階（長堂一丁目）の永和図書館（暫定

施設）が東大阪商工会議所会館 1 階（永和二丁目）に移転の為、

閉館。移転期間中の１月２４日から２月２８日まで、市民多目的

センターにて臨時貸出を実施。 

新「図書情報システム」（富士通）更新。 

２月 令和元年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

３月 ２日より新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全館臨時休館。 

 休館に伴い、７日に予定していた永和図書館の開館は延期。 

 学校の臨時休校を受け、留守家庭児童育成クラブ向けに緊急の団

体貸出を実施（２１校 １,７３０冊）。 

 ブックスタートボランティアによる読み聞かせ中止。 

４月 石切分室の開室日増加（月末日の水曜日及び日曜日を開室）。 

６・７日、花園図書館、永和図書館、四条図書館で予約資料の貸

出と返却資料の受付を実施（９時～１７時） 

８日より国の緊急事態宣言を受け全館臨時休館。返却ポストの利

用中止（５月２１日まで）。 

１４日よりインターネット予約サービスを停止（５月２１日まで） 

５月 ２２日、永和図書館を東大阪商工会議所会館１階（永和二丁目）

にて開館。永和図書館にオンラインデータベース（日経テレコン

21、JRS 経営情報サービス）導入。永和図書館、四条図書館に除菌

ボックス導入。 

２２日より一部サービスを縮小して全館開館（開館時間９時から

１７時、３０分入替制、館内閲覧中止、ＣＤ・ビデオの館内視聴

中止、対面朗読サービス中止）。 

東大阪市指定管理者制度運用会議を開催。（選定方針の決定） 

６月 １日より通常開館時間にて開館。（閲覧席は一部撤去、滞在時間

は３０分程度、ＣＤ・ビデオの館内視聴中止、対面朗読サービス

中止、おはなし会等の定例行事再開）。 

東大阪市指定管理予定候補者選定委員会に東大阪市立図書館の指

定管理者について諮問。東大阪市立図書館指定管理予定候補者選

定部会を設置。 

７月 東大阪市立図書館デジタルアーカイブ公開。 

第１回市立図書館指定管理予定候補者選定部会開催。 
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『東大阪市第３次総合計画』策定。 

８月 令和２年度第１回東大阪市図書館協議会を書面開催。 

ＳＮＳ『ｎｏｔｅ』の運用開始。 

東大阪市立図書館指定管理者を募集（募集要項等の配布：８月１

日～２１日。市立図書館指定管理者への申請受付：９月７日～1４

日）。 

９月 郵送貸出サービス開始。 

国立国会図書館デジタル化資料送信サービス利用開始。 

１０月 １日より滞在時間を１時間程度に拡大。 

第２回市立図書館指定管理予定候補者選定部会開催。 

１１月 １日より対面朗読サービス再開。人数制限の上、定例以外の行事

再開。 

指定管理予定候補者選定委員会に指定管理予定候補者を報告。 

指定管理予定候補者選定委員会から答申。 

定例教育委員会で指定管理予定候補者を決定。 

１２月 第４回定例会で東大阪市立図書館指定管理者株式会社図書館流通

センターを指定。（指定期間：令和３年４月１日～令和８年３月

３１日まで） 

令和３年  １月 １３日より国の緊急事態宣言を受け花園図書館、永和図書館、四

条図書館の開館時間を９時から２０時に変更。 

図書返却ポスト「三菱ＵＦＪ銀行花園支店前」を「瓜生堂会館正

面入口」に移設・名称変更。 

        ２月 令和２年度第２回東大阪市図書館協議会を書面開催。 

        ３月 １日より花園図書館、永和図書館、四条図書館を通常の開館時間

にて開館。 

４月 新しい指定管理者による第２期指定管理運営を開始。 

１日より大蓮分室と石切分室の開館日数を増加。（大蓮分室は日

曜日、石切分室は土曜日を開室） 

大蓮分室と石切分室にて無線ＬＡＮサービスおよびインターネッ

ト閲覧端末の館内利用を開始。 

「ひがしおおさか電子図書館」（電子書籍の貸出サービス）を開

始。蔵書数約３万４千点。 

２５日より新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全館臨時休

館。（～６月２０日まで） 

５月 １９日より臨時的措置として利用カードをお持ちでない方向けに

休館中のみ利用可能な電子図書館用のＩＤとパスワード発行を実

施。 

６月 ひがしおおさか電子図書館の学校利用開始。 

１日より全館で臨時休館中の特別措置として、日時指定での予約
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本の引き渡しを開始。 

２１日より全館開館。 

７月 令和３年度第１回東大阪市学校司書連絡会出席。（西堤小学校） 

８月 デジタルアーカイブ資料（古地図・映画チラシ）をひがしおおさ

か電子図書館にて公開。（映画チラシはウェブサイトにも公開） 

令和３年度第１回東大阪市図書館協議会を書面開催。 

１１月 出張図書館（布施駅前市民プラザ、楠根市民プラザ）開始。 

       １２月 令和３年度第３回東大阪市学校司書連絡会出席。（花園図書館） 

令和４年  １月 令和３年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

        ３月 令和３年度第４回東大阪市学校司書連絡会出席。（花園図書館） 

           読書手帳に新デザインを追加。２種類の配布開始 

           図書のリサイクル譲渡会を実施。東大阪市立小学校へ譲与。 

        ４月 令和４年度第１回東大阪市学校司書連絡会出席。（花園図書館） 

           ひがしおおさか電子図書館に読み放題コンテンツを導入。 

        ５月 東大阪市電子申請システムによる図書館の新規利用申込を開始。 

           永和図書館２周年記念イベントを開催。 

           花園図書館３０周年記念イベントを開催。 

           四条図書館６周年記念イベントを開催。 

        ６月 四条図書館６周年記念として、生活情報雑誌ミニ譲渡会を実施。

市民に譲与。 

        ７月 令和４年度第２回東大阪市学校司書連絡会出席。（教育センター） 

        ８月 令和４年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

       １０月 財政援助団体等監査を実施。 

       １１月 ５日～６日、花園ラグビー場にて開催の「HANAZONO EXPO」に参加。 

           図書館の新規利用登録や、電子図書館・電子申請体験会等を実施。 

           図書館システムネットワーク機器のアップデートを実施。 

           松山大学図書館情報学講演会にて「ひがしおおさか電子図書館」

の事例報告。 

       １２月 令和４年度第３回東大阪市学校司書連絡会出席。（教育センター） 

           第７０回大阪公共図書館大会にて「ひがしおおさか電子図書館」

の事例報告。 

令和５年  １月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

           令和４年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

           雑誌のリサイクル譲渡会を実施。市民に譲与。（四条図書館） 

           図書のリサイクル譲渡会を実施。市民に譲与。（花園図書館） 

           近畿大学短期大学部公開講座にて「コロナ禍におけるひがしおお
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さか電子図書館と学校連携」講演。 

令和４年度大阪府社会教育振興協議会研修会にて「東大阪市にお

ける電子図書館の活用について」講演。 

２月 図書のリサイクル譲渡会を実施。市民に譲与。（四条図書館） 

法定電源点検により永和図書館臨時休館。 

ブックスタートボランティアによる読み聞かせを再開。 

        ３月 花園中央公園円形広場にて、図書館の新規利用登録や、電子図書

館・電子申請体験ができる出張図書館を実施。 

令和４年度第４回東大阪市学校司書連絡会出席。（花園図書館） 

４月 令和５年度子供の読書活動優秀実践図書館として文部科学大臣表

彰を受賞。 

５月 令和５年度第１回東大阪市学校司書連絡会出席。（花園図書館） 

体育館空調用カード自動販売機設置。 

        ６月 大阪樟蔭女子大学にて「公共図書館ミニ講座」を実施。 

        ７月 令和５年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

 ボランティア団体向け勉強会「Zoom 講座」を開催。（大阪商業大

学） 

雑誌のリサイクル譲渡会を実施。市民に譲与。（永和図書館） 

        ８月 花園図書館外壁その他改修工事開始。 

令和５年度第２回東大阪市学校司書連絡会出席。（弥栄小学校） 

９月 第三者モニタリングを実施。 

令和５年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

１０月 第１回東大阪市図書館を使った調べる学習コンクール表彰式開催。

（花園図書館） 

令和５年度第３回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

１１月 令和５年度第３回東大阪市学校司書連絡会出席。（教育センター） 

１８日、「地域ふれあいのつどい」に参加。電子図書館体験とバ

リアフリー資料の展示を実施。（東大阪アリーナ） 

１２月 １日～７日、館内空調工事のため花園図書館臨時休館。 

令和６年  １月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

小中学校司書を対象とした学校司書研修会の開催。（教育センタ

ー） 

２月 令和５年度第４回東大阪市図書館協議会を開催。（社会教育セン

ター） 

図書のリサイクル譲渡会を実施。学校園へ譲与。（花園図書館） 

３月 令和５年度第４回東大阪市学校司書連絡会出席。（教育センター） 
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図書のリサイクル譲渡会を実施。市民へ譲与。（四条図書館） 

東大阪市民文化芸術祭にて電子図書館体験会を実施。（文化創造

館） 

市立図書館で活動するボランティア団体向けの読み聞かせ研修を

実施、講師は絵本作家の谷口智則氏、キーボード奏者のかっぱ氏。

（花園図書館） 

『第３次東大阪市子ども読書活動推進計画』策定。 

『第二次図書館基本構想』策定。 

５月 図書のリサイクル譲渡会を実施。市民へ譲与。（花園図書館） 

令和６年度第１回東大阪市学校司書連絡会出席。（東大阪市教育

センター） 

７月 図書のリサイクル譲渡会を実施。市民へ譲与。（永和図書館） 

８月 令和６年度第２回東大阪市学校司書連絡会出席。（東大阪市教育

センター） 

９月 令和６年度花園空調修繕工事順次開始。 

１０月 令和６年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。（社会教育セン

ター） 

まちライブラリーとの共催の植本祭にて出張図書館と電子図書館

体験会を実施。（文化創造館） 

１１月 第２回東大阪市図書館を使った調べる学習コンクール表彰式開催。

（花園図書館） 

花園図書館内空調工事（地下・１～３階)及び、防火シャッター工

事を実施。 

１２月 令和６年度第３回東大阪市学校司書連絡会出席。（東大阪市教育

センター） 

令和７年  １月 図書のリサイクル譲渡会を実施。学校園及び公共施設へ譲与。（四

条図書館） 

ブックスタートボランティア研修会実施。 

２月 令和６年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

図書のリサイクル譲渡会を実施。市民へ譲与。（四条図書館） 

３月 令和６年度第４回東大阪市学校司書連絡会出席。（若江小学校） 
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２　図書館施設　（令和7年3月31日現在）

（１）施　設
≪永和図書館≫ 開設：２０２０（令和２）年５月

所 在 地  永和２丁目１番１号 ［施設内容］

（東大阪商工会議所会館１階部分） 　一般開架  児童開架  新聞・雑誌  郷土・行政資料　ＣＤ

延 べ 床 面 積  １,３００.４７㎡ 　塚本邦雄コーナー　慈雲尊者コーナー　

 鉄 骨 　ビジネス支援コーナー　録音室兼対面朗読室　その他

（地上４階） 　

○ 開 館 時 間 ：午前９時～午後９時

○ 休 館 日 ：図書整理期間

※布施市立図書館開設：１９４７（昭和２２）年１１月 　　　※永和図書館開設：１９５７（昭和３２）年２月

※永和図書館（暫定施設）開設：２０１２（平成２４）年１２月

≪花園図書館≫ 開設：１９９２（平成４）年６月

所 在 地  吉田４丁目７番２０号 ［施設内容］

敷 地 面 積  ２,７１９.４６㎡ 　一般開架  児童開架  新聞・雑誌  郷土・行政資料

延 べ 床 面 積  ２,３０１.８７㎡ 　ビデオ・ＣＤ  司馬遼太郎コーナー  録音室

 鉄筋コンクリート 　対面朗読室  視聴覚室　その他

（地上３階／地下２階）

○ 開 館 時 間 ：午前９時～午後９時

○ 休 館 日 ：毎週火曜日（但し、その日が国民の祝日等（※）の場合は開館）

 図書整理期間
※「国民の祝日に関する法律」で規定する休日  以下同様

≪四条図書館≫ 開設：２０１６（平成２８）年６月

所 在 地  南四条町１番１号 ［施設内容］

（東部地域仮設庁舎１階部分） 　一般開架  児童開架  新聞・雑誌  郷土・行政資料  ＣＤ

延 べ 床 面 積  ６８９.３㎡ 　安岡正篤コーナー　子育て支援コーナー　その他

 鉄筋コンクリート

（地上５階）

○ 開 館 時 間 ：午前９時～午後９時

○ 休 館 日 ：毎週月曜日（但し、その日が国民の祝日等の場合は開館）

 図書整理期間

※旭町図書館開設：１９９７（平成９）年１月

≪石切分室≫ 開設：１９８４（昭和５９）年１０月

 北石切町１番７号 毎週水・土・日曜日

（石切公民分館内） ○開館日及び (但し、国民の祝日等､公民分館休館日､年末年始は除く)

延 べ 床 面 積  ９０㎡ 　開館時間 各曜日とも、午前９時～午後５時

構 造  鉄筋コンクリート（地上２階）

≪大蓮分室≫ 開設：１９９０（平成２）年１１月

所 在 地  大蓮北４丁目３番２５号 毎週水・木・土・日曜日

敷 地 面 積  １,９５８.０６㎡ ○開館日及び (但し、国民の祝日等､月末日､年末年始は除く)

延 べ 床 面 積  ６２６.５㎡ 　開館時間 各曜日とも､午前９時～午後５時

構 造  鉄 骨 平 屋

≪移動図書館≫ 開設：１９６６（昭和４１）年６月

車　　名 図書積載冊数 及び 設備 購　入　年

キ キ ョ ウ 号  ３,０００冊   リフト １９９６年

ウ メ 号  ３,０００冊   リフト １９９９年

構 造

構 造

構 造

所 在 地

○市内４７ステーションを月２回巡回
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（３）図書情報システム 

① 図書情報システムの動向 

 東大阪市立図書館の図書情報システムは、１９９２（平成４）年６月に開館した花園図書館で

初めて導入された。当初花園図書館のみのコンピュータ化であったが、順次各図書館の情報

システム化を進め、２００４（平成１６）年に全図書館の情報システム化が完成した。２０２０（令

和２）年 1 月に更新した図書情報システム（富士通株式会社製）は第六世代目となる。 

 

２０２０.１.８～１.１４   新図書情報システム更新のため全館休館 

２０２０.１.１５       新図書情報システム本稼働 

                ・iLisfieraV3（富士通㈱製） 

                ・通信回線は光専用線（㈱オプテージ製）を使用 

                ・スマートフォン向けＯＰＡＣを追加 

 

② 図書情報システムの概念図 

 

 

光

回

線 

光

回

線 

光回線 光回線 

業務端末機 業務端末機 

業務端末機 業務端末機 

業務端末機・基幹サーバ 

利用者 

その他 
市外図書館 

学 校 

オフライン業務 

花園図書館 

石切分室 大蓮分室 

移動図書館 

永和図書館 四条図書館 

インターネット 
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３　組織・機構　（令和7年3月31日現在）

(1)社会教育委員、生涯学習、図書館に関することなど

統括館長【1】　館長【1】　統括館長補佐【1】　館長補佐【1】

常勤【25】 非常勤【6】

(1)図書館事業の企画及び調査研究、連絡調整に関すること

(2)市立図書館の管理運営の総括に関すること

(3)永和図書館及び大蓮分室の資料の収集及び整備に関すること

(4)永和図書館及び大蓮分室の資料の貸出及び閲覧に関すること

(5)永和図書館及び大蓮分室の行事等の企画、立案及び実施に関すること

(6)永和図書館に係る他の図書館等との連絡調整及び資料の相互利用に関すること

(7)自動車文庫の資料の収集及び整備に関すること

(8)自動車文庫の資料の貸出及び閲覧に関すること

(9)永和図書館に係る読書会等の団体の育成に関すること

(10)図書館協議会に関すること

大蓮分室

移動図書館

館長【1】　館長補佐【1】　常勤【20】　非常勤【5】

(1)花園図書館の資料の収集及び整備に関すること

(2)花園図書館の資料の貸出及び閲覧に関すること

(3)花園図書館の行事等の企画、立案及び実施に関すること

(4)花園図書館に係る他の図書館との連絡調整及び資料の相互利用に関すること

(5)花園図書館に係る読書会等の団体の育成に関すること

館長【1】　館長補佐【1】　常勤【14】　非常勤【3】

(1)四条図書館及び石切分室の資料の収集及び整備に関すること

(2)四条図書館及び石切分室の資料の貸出及び閲覧に関すること

(3)四条図書館及び石切分室の行事等の企画、立案及び実施に関すること

(4)四条図書館に係る他の図書館等との連絡調整及び資料の相互利用に関すること

(5)四条図書館に係る読書会等の団体の育成に関すること

石切分室

(　)内は司書有資格者

花園図書館

教育委員会事務局

社会教育部

社会教育課

東大阪市立図書館指定管理者　株式会社図書館流通センター（TRC）

永和図書館

四条図書館

職員数 常勤 非常勤 合　計

35 (30)

(19)

(16)

花園図書館 22 (17) 5 (2) 27

永和図書館 29 (27) 6 (3)

(65)

四条図書館 16

合　計 67 (58) 14 (7) 81

(14) 3 (2) 19

17



４ 指定管理者制度の導入 

 

平成 15 年に地方自治法が改正されたことに伴い、「公の施設」の管理を指定管理者に任せることが可

能となったことから、東大阪市では、公共サービスの実施主体の基本的な考えとして、民間が担うことがで

きるものは民間に委ねるなど、最適な担い手の選択を柔軟に行うとの考え方にたち、指定管理者制度の

導入が効率的・効果的と判断される場合は、指定管理者に移行していくことといたしました。 

平成 24 年度には図書館を対象にした事務量調査が実施され、図書館業務を細分化し、それぞれの最

適な担い手を分析した結果、正規職員の有効活用によるコストの削減とともに、行政サービスの高度化・

効率化が図れると報告がありました。 

この報告や他市での指定管理者制度の導入状況も踏まえ、平成 25 年 5 月、東大阪市立図書館の指

定管理者による図書館運営の方向性が、東大阪市指定管理者制度運用会議で承認されました。 

そして、東大阪市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成 25 年 7 月制定）に基づき、

民間事業者の独自の視点や手法を取り入れ、豊富なノウハウの活用及び全館一括運営のスケールメリッ

トによる運営費用の削減、開館時間や開館日の拡充などサービスの向上を図り、より多くの市民に利用し

ていただける図書館を目指すため、平成 27 年 3 月に東大阪市立図書館条例を改正し、平成 28 年度より

指定管理者による図書館運営を開始しました。1 期目の指定管理者として、ＮＴＴデータグループ・ヒバリ

ヤ書店共同企業体が、平成 28 年度から令和 2 年度までの 5 年にわたり図書館運営を行ってきました。 

そして、令和 3 年度以降の指定管理者について、令和 2 年 8 月に募集した結果、2 者の応募があり、

東大阪市指定管理者制度運用会議及び東大阪市指定管理予定候補者選定委員会での検討を経て候

補者を選定し、令和 2 年 12 月の議会において株式会社図書館流通センターを 2 期目の指定管理者と

することが決定されました。 

 

１．指定管理者（2 期目） 

  株式会社 図書館流通センター 

 

２．指定期間 

令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで（５年間） 

 

３．選定理由 

募集要項及び仕様書で示した内容に沿った提案であり、収支計画の内容や適格性、実現の可能

性及び安定した財務基盤、さらには施設の管理運営に係る経費について、他の団体よりも優れた

提案であったため。 

 

４．指定管理者募集要項に示した管理運営方針 

①図書館の設置目的を最大限に発揮する。 

②施設の効率的・弾力的な運営を行う。 

③適切な広報を行うなど、施設の利用促進を積極的に図る。 

④利用者にとって快適な施設であることに努める。 
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⑤魅力ある事業を実施し、市民サービスの向上に努める。 

⑥個人情報の保護を徹底する。 

⑦管理経費の削減に努め、産み出した経費で図書館サービスの充実に努める。 

⑧公の施設として、利用者に良質のサービスを提供する。 

⑨地元貢献に努める。 

⑩東大阪市立図書館基本構想の実現に向け、市とともに努める。 

⑪公共図書館の指定管理者としての明確な企業理念を持つ。 

 

５．指定管理業務の範囲 

①図書館管理に関する業務 

②図書等整理に関する業務 

③移動図書館に関する業務 

④ブックスタートに関する業務 

⑤その他に関する業務 

 

６．選定基準（公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例施行規則第 4 条） 

①平等な利用の確保及びサービスの向上が図られること。 

②事業計画書に沿った管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有していること

又は確保できる見込みがあること。 

③事業計画書の内容が管理を行わせる公の施設の効用を最大限に発揮するものであるとともに、管理

経費の縮減が図られるものであること。 

④市民の声が反映される管理が行われること。 

⑤その他市長が必要と認める基準 

 

７．指定にいたるまでの経過 

令和 ２年 ５月 ２７日 指定管理者制度運用会議の開催（選定方針の決定） 

  ６月 ２２日 指定管理予定候補者選定委員会へ諮問 

  ７月 ３日 指定管理予定候補者選定委員会の開催（部会の設置等） 

  ７月 １６日 第一回東大阪市立図書館指定管理予定候補者選定部会の開催 

    （募集要項案・評価基準案等への意見聴取） 

  ８月 １日 募集要項等の配布（～８月２１日） 

  ８月 ２５日 現地説明会を開催（参加：５団体） 

  ９月 ７日 申請書類等の受付（～９月１４日。申請：２団体） 

 １０月 ６日 第二回東大阪市立図書館指定管理予定候補者選定部会の開催 

    （ヒアリング、評価等） 

 １１月 ２日 指定管理予定候補者選定委員会から予定候補者・次点候補者を答申 

 １１月１２日  指定管理者制度運用会議を開催 

 １２月 ２１日 令和２年第４回定例会で指定管理者として株式会社図書館流通センター 

    の指定を議決 
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５　予算・決算

（１）市の一般会計当初予算及び図書館の予算（補正予算を含む）
（千円）

　　　内容 市の当初予算 図書館の

 館名 (一般会計) 予算総額 資料購入費 その他

社会教育課 192,980 32,600 160,380

永和図書館 35,565

花園図書館 18,932

四条図書館 11,136

合　計 602,989 98,233 504,756

（２）図書館の決算額の推移
（千円）

図書費 雑誌 視聴覚資料 新聞等

社会教育課 158,451 55,000 55,000 - - - 103,451

永和図書館 30,499 23,355 2,570 377 4,197

3年度 花園図書館 20,134 16,328 2,069 694 1,043

四条図書館 15,000 12,430 1,292 868 410

合　計 568,451 120,633 107,113 5,931 1,939 5,650 447,818

社会教育課 230,205 119,980 119,980 - - - 110,225

永和図書館 34,490 31,207 2,431 300 552

4年度 花園図書館 18,982 15,902 2,110 350 620

四条図書館 13,342 11,246 1,339 392 365

合　計 640,205 186,794 178,335 5,880 1,042 1,537 453,411

社会教育課 259,608 - - - - - 259,608

永和図書館 35,898 32,525 2,563 292 518

5年度 花園図書館 18,357 15,161 2,124 350 722

四条図書館 12,627 10,456 1,348 393 430

合　計 669,318 66,882 58,142 6,035 1,035 1,670 602,436

社会教育課 182,995 32,600 32,600 - - - 150,395

永和図書館 36,763 33,375 2,560 298 530

6年度 花園図書館 18,928 15,698 2,139 348 743

(見込) 四条図書館 11,134 8,961 1,376 358 439

合　計 592,963 99,425 90,634 6,075 1,004 1,712 493,538

※花園資料購入費には、家庭文庫費を含む。

※資料購入費には、電子書籍を含む。

※図書費＝一般書＋児童書＋備品＋家庭文庫+電子書籍+法規集　／　新聞等＝新聞＋官報＋選書資料

　　内　　　訳
備　　考

221,516
百万円

資料購入費：花園図書
館に家庭文庫の資料購
入費（633千円）を含
む。

410,009 344,376

409,710 342,828

409,968 343,143

年　度 図書館 決算総額 資料購入費
内　　　　　　訳

その他

410,000

410,000

343,186

344,367
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６　利用状況

（１）各種指標

市　民　利　用　率 　②利用者数／①人口×１００ ＝ 6.6 ％

利用者１人当りの貸出件数 　③貸出件数／②利用者数 ＝ 52.1 件

市民１人当りの貸出件数 　③貸出件数／①人口 ＝ 3.4 件

市民１人当り蔵書資料数 　④蔵書資料数／①人口 ＝ 1.7 件

市民１人当りの資料費 　⑥資料費／①人口 ＝ 208.2 円

市民１人当りの図書費 　⑦図書費／①人口 ＝ 189.8 円

市民１人当りの図書館費 　⑧図書館運営費／①人口 ＝ 1,241.9 円

購入図書の平均単価 　⑦図書費／⑤年間購入冊数 ＝ 3,441.8 円/冊

蔵　書　回　転　率 　③貸出件数／④蔵書資料数 ＝ 2.0 回/件

市民１人当りのサービス効果 ※３ ＝ 10,532.3 円

（平均単価×③貸出件数－⑧図書館運営費）／①人口

② 利 用 者 数 31,369  人

① 人 口 477,481  人
令和7年3月31日現在
(市政だより5月1日号より）

年度内有効登録者数
                    ※１

③ 貸 出 件 数 1,633,408  件
図書・雑誌・視聴覚資料
(電子書籍等は除く)

⑤ 年 間 購 入 冊 数 26,333  冊
図書等（雑誌・視聴覚資料・
新聞・電子書籍等は除く）

④ 蔵 書 資 料 数 823,328  件
図書・雑誌・視聴覚資料
(電子書籍等は除く)

⑦ 図 書 費 90,634  千円
図書等（雑誌・視聴覚資料・
新聞は除く）

⑥ 資 料 費 99,425  千円
図書・雑誌・視聴覚資料・
新聞・電子書籍等

※１　当該年度内で1回でも利用のあった登録者の数。

※２　図書館運営費＝図書館指定管理委託料＋図書館費（市）

※３　図書館の貸出サービスを、図書館がなくて市民1人ひとりがその図書を購入したものと仮定して金額に換算したもの。

⑧ 図 書 館 運 営 費 592,963  千円
                     ※２
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（２）利用統計

永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

利用者数(人) 12,984 9,120 5,726 829 1,642 1,068 31,369
（内児童）　※ １ (1,507) (1,535) (762) (175) (335) (177) (4,491)

貸出件数(件) 595,179 469,836 258,659 67,872 116,560 125,302 1,633,408
（内児童書） (198,678) (156,143) (83,151) (27,155) (44,481) (48,953) (558,561)

貸出人数(人) 169,200 108,124 73,525 15,493 23,152 20,491 409,985
（内児童） (12,195) (10,990) (6,163) (2,144) (3,009) (2,124) (36,625)

予約入力数(件) 227,312 118,822 73,660 27,499 34,636 50,458 532,387

（内Web）　※ 2 (184,960) (99,823) (57,693) (21,527) (25,268) (32,986) (422,257)

開館日数(日) 358 302 317 143 191 177 -

蔵書件数(件) 180,644 370,276 105,101 21,008 114,076 32,223 823,328
（内児童書）　※ 3 (50,807) (118,889) (25,921) (9,057) (50,270) (13,113) (268,057)

（内ＣＤ等
視聴覚資料） (3,884) (8,228) (8,523) (0) (0) (0) (20,635)

※1 当該年度内で1回でも利用のあった登録者の数。
※2 予約入力数は、予約カード受付分のうち、所蔵資料に対する予約入力件数。
　　　(WEB予約：平成22年6月より実施)
※3 花園図書館蔵書件数の「内児童書」には、家庭文庫用資料を含む。

≪家庭文庫用資料、読書会用資料及び録音図書所蔵件数及び登録団体数≫

団体数
文庫用
資料

団体数

文　庫 5 12,956冊 テープ 5,849巻

ＤＡＩＳＹ 687枚

団体数

読書会 1

朗読ボランティア

やまびこ

録音図書

1

その他
団体数

163団体

永和図書館

595,179件 36%

花園図書館

469,836件 29%

四条図書館

258,659件 16%

石切分室

67,872件 4%

大蓮分室

116,560件 7%

移動図書館

125,302件 8%
令和６年度貸出件数

22



（３）月別貸出件数
（件）

　　 館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計
 月 （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書）

49,125 38,517 21,591 5,299 10,447 10,779 135,758
(15,962) (12,399) (6,641) (2,063) (4,169) (4,394) (45,628)

49,637 39,705 21,774 5,324 9,318 10,525 136,283
(16,008) (12,177) (6,612) (2,127) (3,263) (4,285) (44,472)

50,441 41,678 21,239 6,175 10,346 11,702 141,581
(17,128) (14,009) (6,682) (2,522) (3,892) (4,589) (48,822)

51,295 40,637 22,329 5,911 10,177 10,713 141,062
(18,826) (14,882) (8,004) (2,551) (4,310) (4,330) (52,903)

52,441 42,339 22,742 5,662 10,333 5,683 139,200
(18,966) (15,269) (8,311) (2,454) (4,387) (2,015) (51,402)

50,518 41,063 21,270 6,012 10,768 11,434 141,065
(16,742) (13,702) (6,958) (2,408) (4,330) (4,414) (48,554)

49,883 43,429 21,902 5,674 9,661 10,933 141,482
(16,285) (13,908) (6,875) (2,086) (3,442) (4,448) (47,044)

50,981 26,731 20,739 5,256 8,144 11,087 122,938
(17,229) (9,052) (6,667) (2,111) (2,912) (4,297) (42,268)

43,048 38,306 21,526 5,563 10,283 12,802 131,528
(13,753) (12,567) (6,889) (2,230) (4,048) (5,157) (44,644)

48,359 38,253 21,219 5,238 8,919 9,373 131,361
(15,359) (11,901) (6,308) (1,930) (3,294) (3,575) (42,367)

46,711 37,246 20,874 5,194 8,243 10,516 128,784
(14,851) (12,188) (6,533) (2,122) (2,719) (3,806) (42,219)

52,740 41,932 21,454 6,564 9,921 9,755 142,366
(17,569) (14,089) (6,671) (2,551) (3,715) (3,643) (48,238)

595,179 469,836 258,659 67,872 116,560 125,302 1,633,408
(198,678) (156,143) (83,151) (27,155) (44,481) (48,953) (558,561)

合計

10

11

12

1

2

3

9

4

5

6

7

8

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

件

月

令和６年度月別貸出件数 永和図書館 花園図書館

四条図書館 石切分室

大蓮分室 移動図書館
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（４）月別貸出人数 　　　　
（人）

　　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

　月 (内児童） (内児童） (内児童） (内児童） (内児童） (内児童） (内児童）

13,968 8,974 6,189 1,206 1,911 1,722 33,970
(982) (882) (499) (165) (240) (179) (2,947)

14,177 9,531 6,311 1,172 1,903 1,802 34,896
(1,016) (901) (489) (151) (218) (194) (2,969)

14,492 9,769 6,153 1,447 2,102 1,982 35,945
(1,088) (1,016) (554) (232) (291) (198) (3,379)

14,586 9,499 6,172 1,383 1,949 1,867 35,456
(1,234) (1,170) (631) (229) (292) (189) (3,745)

14,871 9,761 6,384 1,285 2,115 777 35,193
(1,334) (1,215) (677) (221) (372) (79) (3,898)

14,403 9,525 6,036 1,396 2,112 1,737 35,209
(1,069) (963) (499) (202) (301) (168) (3,202)

14,358 9,389 6,291 1,342 2,017 1,741 35,138
(996) (834) (424) (171) (251) (163) (2,839)

13,858 5,434 5,286 1,207 1,694 1,847 29,326
(869) (522) (409) (149) (221) (205) (2,375)

11,789 8,860 6,052 1,136 1,784 2,089 31,710
(773) (848) (484) (148) (198) (273) (2,724)

13,911 9,035 6,243 1,200 1,768 1,559 33,716
(884) (780) (498) (142) (203) (152) (2,659)

13,656 8,665 6,059 1,206 1,748 1,694 33,028
(915) (841) (479) (146) (181) (149) (2,711)

15,131 9,682 6,349 1,513 2,049 1,674 36,398
(1,035) (1,018) (520) (188) (241) (175) (3,177)

169,200 108,124 73,525 15,493 23,152 20,491 409,985
(12,195) (10,990) (6,163) (2,144) (3,009) (2,124) (36,625)

合　計

4

5

6

7

8

2

3

9

10

11

12

1

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

人

月

令和６年度月別貸出人数 永和図書館 花園図書館

四条図書館 石切分室

大蓮分室 移動図書館
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（５）月別予約件数
(件)

    館名 

 月

4 17,782 9,491 6,405 2,346 2,878 4,345 43,247

5 19,060 9,942 6,341 2,281 2,944 4,458 45,026

6 19,217 10,402 6,076 2,383 3,124 4,618 45,820

7 19,214 10,161 6,162 2,255 2,939 4,397 45,128

8 18,598 9,948 5,757 2,221 3,044 2,818 42,386

9 19,662 10,342 6,243 2,170 3,051 4,533 46,001

10 19,402 11,224 6,406 2,523 3,024 4,450 47,029

11 20,349 7,388 6,109 2,204 2,693 4,561 43,304

12 17,176 9,866 6,038 2,093 2,858 4,383 42,414

1 18,718 10,275 6,116 2,132 2,845 3,963 44,049

2 18,495 9,608 5,982 2,307 2,542 4,138 43,072

3 19,639 10,175 6,025 2,584 2,694 3,794 44,911

合計 227,312 118,822 73,660 27,499 34,636 50,458 532,387

(内 Web) (184,960) (99,823) (57,693) (21,527) (25,268) (32,986) (422,257)

計永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

永和 花園 四条 石切 大蓮 ＢＭ

過去５年間の予約件数の推移 R2 R3 R4 R5 R6
件数
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（６） 協力貸出

（６）－１．資料公貸借状況
（件）

永 和 花 園 四 条 石切 大蓮 BM 合 計 永 和 花園 四条 合 計

1 大阪府立図書館 673 342 403 33 181 95 1,727 40 40

2 大阪市立図書館 108 73 54 5 127 102 469 291 291

3 茨木市立図書館 78 66 74 14 23 6 261 96 96

4 柏原市立図書館 4 1 7 6 3 21 46 46

5 堺市立図書館 85 37 10 1 3 7 143 286 286

6 吹田市立図書館 57 51 57 6 9 13 193 319 319

7 高槻市立図書館 56 51 4 1 17 129 75 75

8 豊中市立図書館 19 7 3 20 1 3 53 56 56

9 枚方市立図書館 123 89 61 117 18 74 482 67 67

10 松原市民図書館 75 52 30 7 38 19 221 106 106

11 八尾市立図書館 95 68 29 3 12 3 210 87 87

12 岸和田市立図書館 60 38 50 3 1 7 159 43 43

13 羽曳野市立図書館 73 41 4 1 1 120 48 48

14 摂津市民図書館 27 21 1 2 51 37 37

15 泉南市立図書館 8 1 9 75 75

16 四條畷市立図書館 5 4 9 26 26

17 富田林市立図書館 32 16 4 4 8 64 179 179

18 大東市立図書館 71 43 10 22 1 3 150 205 205

19 寝屋川市立図書館 90 41 45 4 6 4 190 84 84

20 高石市立図書館 38 6 2 1 47 30 30

21 交野市立図書館 36 9 3 1 49 96 96

22 門真市立図書館 25 3 22 4 8 62 19 19

23 河内長野市立図書館 87 29 4 1 2 123 108 108

24 貝塚市民図書館 1 1 2 4 52 52

25 藤井寺市立図書館 35 3 1 1 1 41 103 103

26 守口市立図書館 16 1 5 6 5 33 18 18

27 能勢町立図書館 0 35 35

28 豊能町立図書館 3 3 35 35

29 池田市立図書館 8 1 1 1 11 72 72

30 箕面市立図書館 60 78 5 1 2 146 38 38

31 島本町立図書館 9 1 10 23 23

32 大阪狭山市立図書館 15 3 18 25 25

33 和泉市立図書館 55 18 1 1 5 14 94 73 73

34 泉大津市立図書館 23 10 2 4 6 2 47 42 42

35 熊取町立熊取図書館 12 1 13 36 36

36 阪南市立図書館 5 1 6 107 107

37 泉佐野市立図書館 1 1 2 95 95

38 太子町立図書館 6 6 80 80

39 千早赤阪村くすのきホール図書室 3 3 70 70

40 河南町立図書館 1 1 2 4 4

41 忠岡町立図書館 1 1 20 20

42 田尻町立公民館図書室 1 1 57 57

合計 2,180 1,198 898 266 454 387 5,383 3,404 0 0 3,404

No 府内図書館
借　数 貸　数
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永和 花園 四条 石切 大蓮 BM 合 計 永和 花園 四条 合 計

1 国立国会図書館 1 1 2 0

2 神奈川県立図書館 1 1 0

3 滋賀県立図書館 1 1 0

4 広島県立図書館 1 1 0

5 徳島県立図書館 6 1 7 0

6 オーテピア高知図書館 2 2 3 3

7 福岡県立図書館 0 1 1

合計 7 4 0 0 3 0 14 1 3 0 4

永和 花園 四条 石切 大蓮 BM 合 計 永和 花園 四条 合 計

1 千葉県・千葉市中央図書館 1 1 0

2 滋賀県・大津市立図書館 0 5 3 1 9

3 滋賀県・東近江市立八日市図書館 0 1 1

4 滋賀県・近江八幡市立図書館 0 2 2

5 滋賀県・愛荘町立愛知川図書館 0 1 1

6 滋賀県・甲賀市水口図書館 0 2 1 3

7 滋賀県・守山市立図書館 0 1 1

8 滋賀県・栗東市立図書館 0 1 1

9 京都府・八幡市立八幡市民図書館 0 7 7

10 奈良県・大和郡山市立図書館 0 1 2 3

11 奈良県・大淀町立図書館 0 1 1

12 奈良県・三郷町立図書館 0 2 2

13 奈良県・広陵町立図書館 0 1 1

14 奈良県・橿原市立図書館 0 6 6

15 兵庫県・三木市立中央図書館 0 2 1 1 4

16 兵庫県・三木市立青山図書館 0 1 1

17 兵庫県・加東市中央図書館 0 1 1

18 岡山県・倉敷市立中央図書館 0 2 2

19 岡山県・吉備中央町かもがわ図書館 0 6 6

20 鳥取県・日吉津村図書館 1 1 0

21 神奈川県・横浜市立中央図書館 1 1 0

合計 0 2 0 0 1 0 3 21 27 4 52

永和 花園 四条 石切 大蓮 BM 合 計 永和 花園 四条 合 計

1 大阪公立大学 1 1 0

計 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

永和 花園 四条 石切 大蓮 BM 合 計 永和 花園 四条 合 計

2,188 1,204 898 266 458 387 5,401 3,426 30 4 3,460

No 国・都道府県立図書館
借　数 貸　数

総合計

借　数 貸　数

No 府外市町村立図書館
借　数 貸　数

No 大学図書館
借　数 貸　数
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（６）－２．録音図書・点字図書公貸借状況

永和 花園 四条 合計 永和 花園 四条 合計

＜　大阪府内　＞

1 0 1 1

＜　大阪府外　＞

2 11 11 0

0 11 0 11 1 0 0 1合　　　　　計

No 施　　　　設　　　　名
借　　　数 貸　　　数

摂津市民図書館

奈良県視覚障害者福祉センター
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（７）過去５年間の貸出件数の推移

（件）

　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

 年度 （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書）

551,917 479,207 246,444 59,257 115,059 126,312 1,578,196

(186,630) (156,931) (77,197) (23,421) (50,683) (54,800) (549,662)

553,089 478,657 245,375 65,576 120,215 121,424 1,584,336

(186,829) (165,355) (80,342) (26,633) (53,202) (52,295) (564,656)

631,635 532,760 278,360 71,424 132,600 142,001 1,788,780

(210,488) (180,370) (85,748) (27,835) (53,843) (61,014) (619,298)

611,774 498,443 274,402 70,306 126,059 133,502 1,714,486

(202,731) (166,775) (91,982) (28,530) (49,628) (56,231) (595,877)

595,179 469,836 258,659 67,872 116,560 125,302 1,633,408

(198,678) (156,143) (83,151) (27,155) (44,481) (48,953) (558,561)

R2

R3

R4

R5

R6

永和 永和
永和 永和 永和

花園 花園

花園
花園

花園

四条 四条

四条
四条

四条

石切 石切

石切
石切

石切
大蓮 大蓮

大蓮
大蓮

大蓮
移動 移動

移動
移動

移動

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000
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件

年度

過去５年間貸出件数推移 永和 花園 四条

石切 大蓮 移動
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（８）過去５年間の貸出人数の推移

（人）

　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

 年度 （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童）

145,387 104,851 67,675 13,596 21,416 22,067 374,992

(13,687) (12,005) (6,694) (2,290) (3,951) (3,284) (41,911)

148,860 103,607 67,110 14,705 22,307 20,066 376,655

(13,655) (12,568) (7,168) (2,776) (4,076) (2,768) (43,011)

172,409 118,218 77,226 16,532 25,601 22,600 432,586

(15,214) (13,056) (7,243) (2,457) (3,989) (3,109) (45,068)

169,538 113,066 77,327 16,018 24,637 21,098 421,684

(13,543) (12,253) (7,367) (2,247) (3,579) (2,469) (41,458)

169,200 108,124 73,525 15,493 23,152 20,491 409,985

(12,195) (10,990) (6,163) (2,144) (3,009) (2,124) (36,625)
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（９）過去５年間の利用者数の推移

（人）

　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

 年度 （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童）

12,048 8,883 6,197 740 1,482 1,402 30,752

(1,568) (1,684) (909) (180) (337) (317) (4,995)

12,169 9,275 6,048 814 1,647 1,290 31,243

(1,683) (1,833) (901) (192) (418) (268) (5,295)

12,692 9,592 6,116 859 1,667 1,262 32,188

(1,668) (1,779) (887) (194) (356) (253) (5,137)

12,743 9,315 5,950 826 1,630 1,150 31,614

(1,589) (1,642) (849) (194) (333) (216) (4,823)

12,984 9,120 5,726 829 1,642 1,068 31,369

(1,507) (1,535) (762) (175) (335) (177) (4,491)

※ 当該年度内で1回でも利用のあった登録者の数。
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（１０）視聴覚資料利用状況

（１０）－１.　花園図書館ビデオブース利用状況

年度 所蔵数 利用回数 ＊ブース数＝3席

R2 1,263 0
R3 1,265 0
R4 1,265 28
R5 1,264 316
R6 1,263 155

（１０）－２.　花園図書館ＣＤチェア利用状況

年度 所蔵数 利用回数 ＊ＣＤチェア＝１０席

R2 6,461 0
R3 6,645 24
R4 6,737 262
R5 6,828 858
R6 6,909 1,146

※令和２年３月より、新型コロナウイルスの感染防止対策としてビデオブースおよびCDチェアの利用を休止。

※令和４年１月より、席数を制限してCDチェアの利用を再開。

※令和５年３月より、席数を制限してビデオブースの利用を再開。
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（１０）－３.　過去５年間のＣＤ貸出状況と所蔵数

（件）

      　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

 年度 （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数）

18,349 15,827 14,832 626 877 576 51,087

(2,956) (6,461) (8,189) (0) (0) (0) (17,606)

15,858 13,067 13,555 612 592 546 44,230

(3,070) (6,645) (8,433) (0) (0) (0) (18,148)

16,965 16,426 14,591 736 831 475 50,024

(3,139) (6,737) (8,530) (0) (0) (0) (18,406)

15,404 16,129 13,373 530 645 666 46,747

(3,116) (6,828) (8,623) (0) (0) (0) (18,567)

13,886 13,439 11,866 542 645 659 41,037

(3,191) (6,909) (8,523) (0) (0) (0) (18,623)
R6

R5

R2

R3

R4
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（１１）移動図書館利用状況
＜西地区＞

STNo

1 三ノ瀬公民分館 1,751 339

2 金岡公園 7,006 1,197

3 はすの広場(近江堂)北側 4,733 701

4 新家西町第２公園 1,545 202

5 西堤神社境内 1,847 259

6 稲田公園 5,559 990

7 大和公園 3,442 517

8 市営鷺島住宅集会所前 1,723 300

9 新喜多公園 4,240 535

10 川俣処理場東側 1,244 181

12 八戸ノ里公園相撲場西側 7,081 883

24 柏田公園 1,053 151

25 岸田堂南公園 2,001 333

31 五百石公園（御厨東２） 7,098 1,131

38 御厨天神社境内 1,614 218

53 市営島町住宅 3,051 465

　　　小　　　　　計 54,988 8,402

※移動図書館巡回時の貸出とは別に、ＢＭ事務所内での貸出として、30件、11人。

※布施駅前市民プラザ・楠根市民プラザで出張図書館を実施。（上記件数には含まれない）
布施駅前市民プラザ：87件、49人　楠根市民プラザ：214件、44人

　　　　ス テ ー シ ョ ン 名 貸出件数 貸出人数

（ＢＭ事務所内での貸出とは、巡回当日の事前貸出と特別養護老人ホームヴェルディ八戸ノ里、
及び他市図書館への団体貸出等をいう。）
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＜中地区＞

STNo

14 寺島公園 11,735 2,223

19 鴻北公園西側 2,772 512

30 花園西町公園 1,585 355

32 ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ東大阪（岩田町６） 2,168 232

34 府営東鴻池第二住宅 744 154

35 府営東大阪玉串住宅 1,212 248

36 若江本町北公園 6,729 1,231

39 春光園（横枕） 1,414 215

40 東楠風荘公園(稲荷神社横) 9,130 1,291

41 玉串西団地集会所前 1,860 294

46 加納アメリア集会所前 2,216 424

48 府営加納住宅集会所前 828 72

51 角田総合老人センター 977 133

52 ﾗｲｵﾝｽﾞﾏﾝｼｮﾝ（若江東町２） 2,910 494

55 メープルコート（島之内１） 465 108

59 岩田公園 3,821 781

　　　　小　　　計 50,566 8,767

※布施駅前市民プラザ・楠根市民プラザで出張図書館を実施。（上記件数には含まれない）

ス テ ー シ ョ ン 名 貸出件数 貸出人数
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＜東地区＞

STNo

13 日下町丹波神社西側 589 75

15 六万寺桜井児童遊園 575 51

17 瓢箪山稲荷神社東駐車場 969 113

18 豊浦公民分館 1,918 282

22 新池島児童遊園 2,434 465

23 大池公園 342 90

29 マンハイム石切（日下町４） 3,427 586

37 ＪＡ孔舎衙（日下６丁目） 2,527 519

45 駅前公園（上石切町２） 997 162

47 シャルマンコーポ枚岡公園 268 56

49 横小路町メイ・トーラス 468 45

50 上六万寺児童遊園 0 0

56 オーク新石切（西石切町７） 510 101

57 ダイアパレス横（西石切町２） 2,498 314

58 東体育館前 1,895 359

　　　小　　　　計 19,417 3,218

※布施駅前市民プラザ・楠根市民プラザで出張図書館を実施。（上記件数には含まれない）

ス テ ー シ ョ ン 名 貸出件数 貸出人数
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（１２）ベスト・リーダー及びベスト・リクエスト

（１２）－１.　よく読まれた本

書　　　　　　名 著　者 出版社 書　　　　　　名 著　者 出版社

1 三千円の使いかた 原田 ひ香 中央公論新社 1 くもをさがす 西 加奈子 河出書房新社

2 成瀬は天下を取りにいく 宮島 未奈 新潮社 2 窓ぎわのトットちゃん　続 黒柳 徹子 講談社

3 透明な螺旋 東野 圭吾 文藝春秋 3 買わない暮らし。　片づけ、節約、ム
ダづかい…シンプルに解決する方法

筆子 大和出版

4 汝、星のごとく 凪良 ゆう 講談社 4 ジェイソン流お金の増やし方
コレだけやれば貯まる!

厚切りジェイソン ぴあ

5 白鳥とコウモリ 東野 圭吾 幻冬舎 4 行きつ戻りつ死ぬまで思案中 垣谷 美雨 双葉社

6 クスノキの番人 東野 圭吾 実業之日本社 6 71歳、年金月5万円、あるもの
で工夫する楽しい節約生活

紫苑 大和書房

7 変な家　1 雨穴 飛鳥新社 7 母という呪縛 娘という牢獄 齊藤 彩 講談社

7 ブラック・ショーマンと名もなき
町の殺人

東野 圭吾 光文社 8 嫌われる勇気
岸見 一郎
古賀 史健

ダイヤモンド社

9 52ヘルツのクジラたち 町田 そのこ 中央公論新社 9 70歳が老化の分かれ道　若さを持続
する人、一気に衰える人の違い

和田 秀樹 詩想社

10 風に立つ 柚月 裕子 中央公論新社 10 書いてはいけない
日本経済墜落の真相

森永 卓郎 三五館シンシャ

11 魔女と過ごした七日間 東野 圭吾 KADOKAWA 11 本当の自由を手に入れるお金の大学
両@リベ大学
長

朝日新聞出版

12 契り橋
あきない世傳金と銀 特別巻上

高田 郁 角川春樹事務所 12 ある行旅死亡人の物語
武田 惇志
伊藤 亜衣

毎日新聞出版

13 あなたが誰かを殺した 東野 圭吾 講談社 13 九十八歳。戦いやまず日は暮れず 佐藤 愛子 小学館

14 希望の糸 東野 圭吾 講談社 14 ザイム真理教　それは信者8000
万人の巨大カルト

森永 卓郎 三五館シンシャ

15 成瀬は信じた道をいく 宮島 未奈 新潮社 14 しんがりで寝ています 三浦 しをん 集英社

16 もう別れてもいいですか 垣谷 美雨 中央公論新社 16 老いの福袋　あっぱれ!ころばぬ
先の知恵88

樋口 恵子 中央公論新社

17 ブラック・ショーマンと覚醒する
女たち

東野 圭吾 光文社 16 人生が変わる紙片づけ!　お金が貯ま
る!時間も増える!

石阪 京子 ダイヤモンド社

18 八月の御所グラウンド 万城目 学 文藝春秋 18 ゆるりより道ひとり旅 おづ まりこ 文藝春秋

19 図書館のお夜食 原田 ひ香 ポプラ社 19 電通マンぼろぼろ日記　ゴルフ・料亭・
×××接待、クライアントは神さまです

福永 耕太郎 三五館シンシャ

20 財布は踊る 原田 ひ香 新潮社 20 BLANK PAGE　空っぽを満たす旅 内田 也哉子 文藝春秋

順
位

一　　般　　書　（小　説） 順
位

一　　般　　書　（小説以外）
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書　　　　　　名 著　者 出版社 書　　　　　　名 著　者 出版社

1 「ノラネコぐんだん」シリーズ 工藤 ノリコ 白泉社 1 「かいけつゾロリ」シリーズ 原 ゆたか ポプラ社

2 「アンパンマン」シリーズ やなせ たかし フレーベル館 2 「おばけずかん」シリーズ 斉藤 洋 講談社

3 「ノンタン」シリーズ キヨノ サチコ 偕成社 3 「ほねほねザウルス」シリーズ
カバヤ食品株式会
社／原案・監修

岩崎書店

4 「ちいさなちいさなポコポコえほん」
シリーズ

さかい さちえ 教育画劇 4 「おしりたんてい」シリーズ トロル ポプラ社

5 「100かいだてのいえ」シリーズ いわい としお 偕成社 5 「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」シリーズ 廣嶋 玲子 偕成社

6 「おしりたんてい」シリーズ トロル ポプラ社 6
「ようかいとりものちょう」
シリーズ

大崎 悌造 岩崎書店

7 「いちにち」シリーズ ふくべ あきひろ PHP研究所 7 「四つ子ぐらし」シリーズ ひの ひまり KADOKAWA

8 「しろくま」シリーズ 柴田 ケイコ PHP研究所 8 「にじいろフェアリーしずくちゃん」
シリーズ

友永 コリエ 岩崎書店

9 「パンどろぼう」シリーズ 柴田 ケイコ KADOKAWA 9 「鬼滅の刃　ノベライズ」シリーズ
吾峠 呼世晴／
原作

集英社

10 「へんしん」シリーズ あきやま ただし 金の星社 10 「おばけマンション」シリーズ むらい かよ ポプラ社

11 「11ぴきのねこ」シリーズ 馬場 のぼる こぐま社 11 「5秒後に意外な結末」シリーズ
桃戸 ハル／編
著

Gakken

12 「絵本はたらく細胞」シリーズ 清水 茜／原作 講談社 12 「放課後ミステリクラブ」シリーズ 知念 実希人 ライツ社

13 「だるまさん」シリーズ かがくい ひろし ブロンズ新社 13 「ミルキー杉山のあなたも名探偵」
シリーズ

杉山 亮 偕成社

14 「アニマルバス」シリーズ あさの ますみ／文
こてら しほ／絵

ポプラ社 14
「おもしろい話、集めました。」
シリーズ

KADOKAWA

15 「大ピンチずかん」シリーズ 鈴木 のりたけ 小学館 14 「虹の島のお手紙つき」シリーズ
ジュリー・サ
イクス／原作

Gakken

16 「おばけのやだもん」シリーズ ひらの ゆきこ 教育画劇 16 「星のカービィ」シリーズ 高瀬 美恵 KADOKAWA

17 「ピヨピヨ」シリーズ 工藤 ノリコ 佼成出版社 17 「時間割男子」シリーズ 一ノ瀬 三葉 KADOKAWA

18 「おいしいもり」シリーズ さとう めぐみ PHP研究所 18 「ルルとララ」シリーズ あんびる やすこ 岩崎書店

19 「どんぐりむら」シリーズ なかや みわ Gakken 19 「ノラネコぐんだん」シリーズ 工藤 ノリコ 白泉社

20 「できたよ!アンパンマン」シリーズ やなせ たかし／原作 フレーベル館 20 「ハリーポッター」シリーズ J.K.ローリング 静山社

順
位

児　童　書　（絵　本）
順
位

児　童　書　（よみもの）
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書　　　　　　名 著　者 出版社 書　　　　　　名 著　者 出版社

1 「科学漫画サバイバル」シリーズ 朝日新聞出版 1 ONE PIECE 尾田 栄一郎 集英社

2 「どっちが強い 」シリーズ KADOKAWA 2 名探偵コナン 青山 剛昌 小学館

3 「世界史探偵コナン」シリーズ
青山 剛昌／原
作

小学館 3 呪術廻戦 芥見 下々 集英社

4 「日本史探偵コナン」シリーズ
青山 剛昌／原
作

小学館 4 しずくちゃん ぎぼ りつこ 岩崎書店

5 「ドラえもん探究ワールド」シリーズ
藤子・F・不二
雄／まんが

小学館 5 鬼滅の刃 吾峠 呼世晴 集英社

6
「歴史漫画タイムワープ」シリー
ズ

朝日新聞出版 6 キン肉マン ゆでたまご 集英社

7
「どっちが強い!?からだレス
キュー」シリーズ

ホットブラッド
ソウルズ／まん
が

KADOKAWA 7 ドラえもん
藤子・F・不二
雄

小学館

8
「ドラえもん科学ワールド」シ
リーズ

藤子・F・不二
雄／まんが

小学館 8 おしりダンディ ザ・ヤング
トロル／原
案・監修

集英社

9 「ざんねんないきもの事典」シリーズ
今泉 忠明／監
修

高橋書店 9 ハイキュー!! 古舘 春一 集英社

10 「実験対決」シリーズ 朝日新聞出版 10 暗殺教室 松井 優征 集英社

11
「科学クイズサバイバル」シリー
ズ

朝日新聞出版 11 SPY×FAMILY 遠藤 達哉 集英社

11
「ドラえもん科学ワールド
special」シリーズ

藤子・F・不二
雄／まんが

小学館 12 大長編ドラえもん
藤子・F・不二
雄

小学館

13
「ドラえもん学びワールド」シ
リーズ

藤子・F・不二
雄／まんが

小学館 13 とっておきドラえもん
藤子・F・不二
雄

小学館

14
どうやってできるの?チョコレー
ト

ひさかたチャイルド 14 ドラえもんプラス
藤子・F・不二
雄

小学館

15 ドラえもん社会ワールド世界がわかる
地政学

藤子・F・不二
雄／まんが

小学館 15 名探偵コナン　犯人の犯沢さん かんば まゆこ 小学館

16 恐竜最強王図鑑　No.1決定トーナメ
ント!!

實吉 達郎／監
修

Gakken 16 ハニーレモンソーダ 村田 真優 集英社

17 危険生物
塩見 一雄ほか
／指導・執筆

小学館 17 ドラゴンボール 鳥山 明 集英社

18 ヘアアレンジパーフェクトBOOK
モデルみたいにかわいくなれるっ 

馬場 麻子／監
修

新星出版社 18 ワンパンマン ONE／原作 集英社

19
異種最強王図鑑　No.1決定トー
ナメント!!

實吉 達郎／監
修

Gakken 19 夏目友人帳　30 緑川 ゆき 白泉社

19
声に出してマンガでおぼえる1年
生の漢字

齋藤 孝 岩崎書店 20
4コマまんが!よりぬきしずくちゃ
ん

ぎぼ りつこ 岩崎書店

順
位

児　童　書　（よみもの以外）
順
位

児　童　書　（まんが）
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タ　イ　ト　ル 演奏者 レーベル 雑誌タイトル 出版社

1 ＳＴＲＡＹ ＳＨＥＥＰ 米津 玄師
ソニー・ミュー
ジックソリュー
ションズ

1 オレンジページ オレンジページ

2 ユーモア
back
number

ユニバーサル
ミュージック

2 婦人公論 中央公論新社

3 ここにいるよ 中島 みゆき
エイベックス・エ
ンタテインメント

3 きょうの料理 ＮＨＫ出版

4
水木一郎／ベスト
デビュー４０周年記念

水木 一郎
コロムビアミュー
ジックエンタテイ
ンメント

4 クロワッサン マガジンハウス

5 ANTENNA
Mrs.GREEN
APPLE

ユニバーサル
ミュージック

5 ＥＳＳＥ フジテレビジョン

6
MISIA THE GREAT HOPE
BEST

MISIA
Sony Music
Labels

6 暮しの手帖 暮しの手帖社

7
ＨＯＭＥ ＧＲＯＷＮ
～ＡＬＬ ＯＦ ＴＨＥ ＢＥＳＴ

ハウンド・
ドッグ

イーストウエス
ト・ジャパン

7 すてきにハンドメイド ＮＨＫ出版

7 バラッド
ｔｈｅ ａｌｂｕｍ ｏｆ ＬＯＶＥ ３

サザンオール
スターズ

ビクターエンタテ
インメント

8 サンキュ！ ベネッセコーポレーション

9
ゴールデンＪポップ・ザ・ベスト
ハウンド・ドッグ　２枚組

ハウンド・
ドッグ

ソニーレコード 9 ＬＤＫ 晋遊舎

10 ＢＯＯＴＬＥＧ 米津 玄師
ソニー・ミュー
ジックマーケティ
ング

10 レタスクラブ KADOKAWA

10 「高橋」開店50周年 高橋 真梨子
JVCケンウッド・
ビクターエンタテイ
ンメント

11 あまから手帖 クリエテ関西

12 瞬間的シックスセンス あいみょん
ソニー・ミュー
ジックマーケティ
ング

12 ＳＡＶＶＹ 京阪神エルマガジン社

12 ターンテーブル 竹内 まりや
ソニー・ミュージッ
クソリューションズ

13 天然生活 扶桑社

12
【限定盤】おいしいパスタがある
と聞いて

あいみょん
ソニー・ミュージッ
クソリューションズ

14 きょうの料理ビギナーズ ＮＨＫ出版

12
Ｂ’ｚ Ｔｈｅ Ｂｅｓｔ ⅩⅩⅤ
１９８８ １９９８

Ｂ’ｚ Ｂｅｉｎｇ 15 きょうの健康 ＮＨＫ出版

16
走れ！歌謡曲４５ｔｈ
～あなたと日本の歌謡曲～

オムニバス
ユニバーサル
ミュージック

16 日経ＷＯＭＡＮ 日経ＢＰ社

17 Ａｔｔｉｔｕｄｅ
Mrs.GREEN
APPLE

ユニバーサル
ミュージック

17 日経ＰＣ２１ 日経ＢＰ社

18 エクスプレッションズ 竹内 まりや
ワーナーミュー
ジック・ジャパン

18 Ｍｅｅｔｓ Ｒｅｇｉｏｎａｌ 京阪神エルマガジン社

18 狂言 Ado
ユニバーサル
ミュージック

19 ゆうゆう 主婦の友社

20 ザ・ビートルズ　1967年～1970年 ザ・ビートルズ
ユニバーサル
ミュージック

20 文藝春秋 文藝春秋

20 ひみつスタジオ スピッツ
ユニバーサル
ミュージック

20 SEKAI NO OWARI
SEKAI NO
OWARI

TOY'S
FACTORY

順
位

Ｃ　　　　　Ｄ
順
位

雑　　　　　　　　誌
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（１２）－２.　予約の多かった本

順位 書　　　　　名 著　　者 出 版 社

1 成瀬は天下を取りにいく 宮島 未奈 新潮社

2 架空犯 東野 圭吾 幻冬舎

3 クスノキの女神 東野 圭吾 実業之日本社

4 成瀬は信じた道をいく 宮島 未奈 新潮社

5 書いてはいけない 森永 卓郎 三五館シンシャ

6 人魚が逃げた 青山 美智子 PHP研究所

7 赤と青のガウン 彬子女王 PHP研究所

8 禁忌の子 山口 未桜 東京創元社

9 定食屋「雑」 原田 ひ香 双葉社

9 俺たちの箱根駅伝　下 池井戸 潤 文藝春秋

11 俺たちの箱根駅伝　上 池井戸 潤 文藝春秋

12 ツミデミック 一穂 ミチ 光文社

13 白鳥とコウモリ　下　（文庫） 東野 圭吾 幻冬舎

13 気の毒ばたらき 宮部 みゆき PHP研究所

15 C線上のアリア 湊 かなえ 朝日新聞出版

16 透明な螺旋 東野 圭吾 文藝春秋

17 わたしの知る花 町田 そのこ 中央公論新社

18 恋とか愛とかやさしさなら 一穂 ミチ 小学館

19 仮面山荘殺人事件 東野 圭吾 講談社

20 心に効く美容 MEGUMI 講談社

21 婚活マエストロ 宮島 未奈 文藝春秋

22 白鳥とコウモリ　上　（文庫） 東野 圭吾 幻冬舎

22 十字屋敷のピエロ 東野 圭吾 講談社

24 spring 恩田 陸 筑摩書房

25 青い壺 有吉 佐和子 文藝春秋

26 藍を継ぐ海 伊与原 新 新潮社

26 生殖記 朝井 リョウ 小学館

28 あいにくあんたのためじゃない 柚木 麻子 新潮社

28 カフネ 阿部 暁子 講談社

30 暗殺 柴田 哲孝 幻冬舎

30 小鳥とリムジン 小川 糸 ポプラ社

32 迷惑な終活 内館 牧子 講談社

32 月収 原田 ひ香 中央公論新社

34 変な家　2 雨穴 飛鳥新社

35 変な家　1 雨穴 飛鳥新社
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順位 書　　　　　名 著　　者 出 版 社

36 ミステリと言う勿れ　14 田村 由美 小学館

37 その復讐、お預かりします 原田 ひ香 双葉社

38 ゆびさきに魔法 三浦 しをん 文藝春秋

39 娘が巣立つ朝 伊吹 有喜 文藝春秋

40 宙わたる教室 伊与原 新 文藝春秋

40 キングダム　72 原 泰久 集英社

42 水車小屋のネネ 津村 記久子 毎日新聞出版

43 きみのお金は誰のため 田内 学 東洋経済新報社

43 地雷グリコ 青崎 有吾 KADOKAWA

43 謎の香りはパン屋から 土屋 うさぎ 宝島社

46 休養学 片野 秀樹 東洋経済新報社

46 難問の多い料理店 結城 真一郎 集英社

48 白鳥とコウモリ 東野 圭吾 幻冬舎

49 傲慢と善良 辻村 深月 朝日新聞出版

50 ブラック・ショーマンと覚醒する女たち 東野 圭吾 光文社
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７　電子図書館
（１）過去５年間の推移（令和３年４月サービス開始） ※各年度末時点

年度 閲覧件数 貸出件数 貸出人数 新規登録 蔵書件数

R2

（内学校利用）

R3 528,737 221,926 111,573 31,115 46,991

（内学校利用） (434,008) (187,339) (92,983) (26,765) -

R4 567,452 231,129 125,229 5,121 69,046

（内学校利用） (478,471) (198,508) (107,993) (3,294) -

R5 899,142 228,800 125,931 4,953 50,573

（内学校利用） (797,821) (190,888) (105,829) (3,376) -

R6 989,481 174,637 101,938 4,480 49,545

（内学校利用） (883,284) (139,250) (82,197) (2,938) -
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（２）月別利用状況

月 閲覧件数 貸出件数 貸出人数 新規登録

4月 71,523 13,657 7,917 1,141

5月 100,723 15,065 9,088 989

6月 94,225 13,487 8,181 474

7月 85,470 13,414 7,737 349

8月 45,456 11,740 5,777 229

9月 96,386 16,370 9,617 313

10月 98,196 16,689 10,037 198

11月 85,471 15,214 9,252 150

12月 78,300 14,624 8,759 141

1月 81,114 16,555 9,248 143

2月 77,904 14,325 8,582 138

3月 74,713 13,497 7,743 215

合計 989,481 174,637 101,938 4,480
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（４）電子図書館　展示一覧

種　別 展　示　タ　イ　ト　ル 実　施　期　間

特別展示 「科学道100冊　電子図書館編」 3月1日(金)～4月30日(火)

一般書展示 「エイプリルフールに騙されない！」 4月1日(月)～4月30日(火)

児童書展示 「読書(どくしょ)しよう！」 4月1日(月)～4月30日(火)

追悼展示 「宗田理」 4月18日(木)～4月30日(火)

一般書展示 「休日の過ごし方を考えよう」 5月1日(水)～5月31日(金)

児童書展示 「ぼうけんしよう！」 5月1日(水)～5月31日(金)

特別展示 「【SDGs】知ろう、考えよう、ごみ問題」 5月28日(火)～6月30日(日)

一般書展示 「健康予防月間はじめます！」 6月1日(土)～6月30日(日)

児童書展示 「生き物たちのはてな？」 6月1日(土)～6月30日(日)

一般書展示 「お金のこと知ってる？」 7月1日(月)～7月31日(水)

児童書展示 「夏休みおたすけ本」 7月1日(月)～8月31日(土)

特別展示 「【読書感想文におすすめ】過去の課題図書」 7月1日(月)～8月31日(土)

特別展示 「【戦争の本展】平和について考えよう」 7月1日(月)～8月31日(土)

一般書展示 「大人なハンドメイド」 8月1日(木)～8月31日(土)

追悼展示 「矢玉四郎」 8月21日(水)～8月31日(土)

一般書展示 「あなたの わたしの 理想の老後」 9月1日(日)～9月30日(月)

特別展示 「おつきみ」 9月1日(日)～9月17日(火)

児童書展示 「ヒーローになるとき、それは今」 9月1日(日)～9月30日(月)

一般書展示 「暮らしを整えよう！」 10月1日(火)～10月31日(木)

児童書展示 「トリック！ハロウィン」 10月1日(火)～10月31日(木)

特別展示 「ディスレクシアってなあに？」 10月1日(火)～10月31日(木)

特別展示 「【ノーベル平和賞】日本被団協の受賞が決まりました」 10月12日(土)～10月31日(木)

一般書展示 「オトナ部活のススメ」 11月1日(金)～11月30日(土)

児童書展示 「楽しいクリスマスを☆」 11月1日(金)～12月25日(水)

追悼展示 「谷川俊太郎」 11月19日(火)～11月30日(土)

一般書展示 「簡単に過ごす」 12月1日(日)～12月31日(火)

特別展示 「『源氏物語』を愉しむ」 12月1日(日)～12月31日(火)

特別展示 「巳年(みどし)はじまるよ」 12月27日(金)～1月7日(火)

一般書展示 「ココロもカラダもぽっかぽか♪」 1月1日(水)～1月31日(金)

児童書展示 「初夢(はつゆめ)はなんだった？」 1月1日(水)～1月31日(金)

特別展示 「【せつぶん】おにはそと、ふくはうち！」 1月20日(月)～2月2日(日)

一般書展示 「耳で聞こう！聞く本特集」 2月1日(土)～2月28日(金)

児童展示 「ニャンとかわいいネコだいしゅうごう！」 2月1日(土)～2月28日(金)

特別展示 「【司馬遼太郎展示】～菜の花忌に寄せて～」 2月1日(土)～2月28日(金)

特別展示 「ルンルン、ひなまつり♪」 2月17日(月)～3月3日(月)

一般書展示 「スッキリ」 3月1日(土)～3月31日(月)

児童書展示 「はるだ！さくらだ！カメラでとるぞ！」 3月1日(土)～3月31日(月)

特別展示 「お助け、お弁当づくり！」 3月17日(月)～3月31日(月)

50



実　施　日 回数 参加人数

7月16日(火)～9月6日(金)

11月4日(月)

1月21日(火) 3回 22校

1月22日(水) 2回 10校

1月23日(木) 1回 5校

1月24日(金) 1回 3校

1月28日(火) 1回 5施設

1月29日(水) 3回 4施設

10月19日(土)

12月1日(日) 1回 121人

８　行事等の実施状況

のりもの展　図書館deのりものフェスティバル

あのとき　あのうた～若林美樹さんといっしょに～
9月1日(日) 1回 20人

　出演：若林美樹氏

南極シェフが語る！氷の世界～南極観測越冬隊の1年間～
9月29日(日) 1回 29人

　講師：北田克治氏

四条寄席
第2木曜日 12回 356人

　出演：桂紋四郎氏

恐竜発掘レポート
4月29日(月) 1回 22人

　講師：林昭次氏

学校・園向け　リサイクル図書譲渡会

公共施設向けリサイクル図書譲渡会

（４）出張図書館

植本祭
（出張図書館、電子図書館体験会）

参加者計22人

（５）指定管理者自主事業

読み聞かせ講座 6月25日(火)、7月2日(火)、
7月9日(火)、7月16日(火)

4回 30人
　講師：土居安子氏

（３）図書リサイクル事業

受賞作品レプリカ展示

永和　12月26日(木)～1月31日(金)

花園  12月25日(水)～1月27日(月)

四条  12月26日(木)～1月26日(日)

大蓮  12月4日(水)～1月30日(木)

（２）イベント

【全館共通】

行　事　内　容　[団体名]

（１）第2回東大阪市図書館を使った調べる学習コンクール

作品応募 19校108作品

表彰式（開催場所：花園図書館3階視聴覚室） 参加者49人
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実　施　日 回数 参加人数

第1土曜日 10回 105人

第1水曜日 12回 52人

第3日曜日 12回 152人

第3日曜日 7回 96人

第4土曜日 12回 199人

4月20日(土)、7月20日(土)、
10月19日(土)、1月18日(土)

4回 75人

9月10日(火) 1回 15人

3月12日(水) 1回 27人

4月14日(日)、6月9日(日)、
8月25日(日)、10月6日(日)、
2月9日(日)

5回 64人

5月20日(月) 1回 14人

5月25日(土)～5月26日(日) 2回 8人

7月1日(月)～7月7日(日) - 131人

7月28日(日) 1回 12人

8月5日(月)～8月17日(土) - 111人

8月22日(木) 1回 37人

9月21日(土) 1回 9人

1月1日(水) - 61人

2月15日(土) 1回 9人

3月23日(日) 1回 44人

7月20日(土)～8月31日(土)

8月3日(土) 1回 15人

12月21日(土) 1回 14人

7月20日(土)、7月21日（日） 2回 220人

手遊び、読み聞かせ、工作（クリスマスツリーのランプシェード
の飾りつけ）

（５）図書リサイクル事業

リサイクル・ブックフェア

春の読書ウィーク連動企画　折り紙教室

（３）戦争の本展

戦争に関する資料の展示（本の展示） 展示冊数：282冊

戦争の本展おはなし会

（４）冬の子どもまつり

貸本福袋

大人の工作教室 布のブックカバーを作ろう！

アドベンチャーボーイスカウト　ロープ結びで釣りゲーム
2月23日(日) 1回 21人

共催：ボーイスカウト東大阪第4団

本のフィルムコート装備体験

頭の体操！作ってみよう「ライフプラン表」
10月12日(土) 1回 13人

　講師：石坂廣人氏

図書館de謎解き 怪盗Xからの予告状

夏休み工作教室 プラスチックミラーで万華鏡をつくろう

ピノキオ絵本で遊ぼう会　工作展示
9月15日(日)～9月22日（日） - -

　展示：ピノキオ絵本で遊ぼう会

（２）イベント

英語の絵本とカルタであそぼう！

大人のダンボール機織り機でコースター作り

一日図書館員

七夕（笹飾り）

調べる学習ワークショップ ひらけ！百科事典

おはなしパーティ　　　　　　　［REIWA絵本クラブ］

えいごのえほんでたのしくあそぼう[えほんｻｰｸﾙきらりっこ]

えほんはともだち   　　　 　　［コッコ絵本の会］

おとなもこどももよっといで　 　[わくわく絵本の会]

大人が楽しむ絵本　　　　　　　［おはなしドア］

おはなしの世界へようこそ！　　［おはなしドア］

【永和図書館】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし

おはなしのじかん　　　　 OSAKA PAGE ONEｷｬﾝﾍﾟｰﾝ協賛

親子でたのしむえほんとわらべうた[東大阪おはなしの会 ねっこぼっこ]
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6月7日(金)、6月10日(月) 2回 65人

10月15日(火） 1回 65人

11月11日(月)、11月13日(水) 2回 59人

2人

2人

2人

2人

2人

2人

5月28日(火)～10月22日(火) 6回 1人

11月5日(火)～1月28日(火) 7回 1人

5月29日(水)～1月22日(水) 11回 1人

8月20日(火)、8月22日(木)、
8月26日(月)、8月27日(火)、
8月28日(水)、8月30日(金)

6回 1人

関連展示 「海を渡ったやきもの」 2023年11月1日(水)～4月30日(火)

児童書展示 「春がきた！」 3月1日(金)～4月30日(火)

一般・児童書展示 「『であい』と『わかれ』」 4月1日(月)～4月30日(火)

追悼展示 「宗田理」 4月16日(火)～5月2日(木)

ビジネス展示 「職業図鑑」 4月1日(月)～5月31日(金)

CD展示 「まずはコレから！“コンピ”特集」 4月1日(月)～5月31日(金)

一般・児童書展示 「お母さん」 5月1日(水)～5月31日(金)

一般書展示 「YAって何？」 5月1日(水)～5月31日(金)

児童書展示 「えいわどうぶつえん」 5月1日(水)～5月31日(金)

一般・児童書展示 「雨をたのしもう」 6月1日(土)～6月30日(日)

児童書展示 「しとしとざーざー」 6月1日(土)～6月30日(日)

関連展示 「Save the Earth～できることを考えよう～」 6月1日(土)～6月30日(日)

関連展示
「はぐくみホーム（養育里親募集）パネル展示関
連展示」

6月1日(土)～6月30日(日)

ビジネス展示 「ビジネススキルを手に入れよう！」 6月1日(土)～7月31日(水)

CD展示 「梅雨remix」 6月1日(土)～7月31日(水)

一般書展示 「海外古典ミステリ特集」 7月1日(月)～7月31日(水)

一般書展示 「アウトドアを楽しもう」 7月1日(月)～7月31日(水)

児童書展示 「ちきゅうとうちゅう」 7月1日(月)～7月31日(水)

児童書展示 「夏のおたすけ本」 7月20日(土)～8月31日(土)

児童書展示 「過去の課題図書」 7月20日(土)～8月31日(土)

一般・児童書展示  「夏がきた！～まだまだ夏は終わらない！～」 8月1日(木)～8月31日(土)

追悼展示 「大崎善生」 8月7日(水)～8月21日(水)

合計 2 校

（９）展示

新喜多中学校 1月23日(木)～1月24日(金)

合計 6 校

（８）実習・インターンシップ

【デュアル実習】布施北高等学校

【東大阪大学連絡協議会インターンシップ】
大阪樟蔭女子大学

上小阪中学校 10月24日(木)～10月25日(金)

楠根中学校 10月30日(水)～10月31日(木)

高井田中学校 11月6日(水)～11月8日(金)

八戸の里小学校（2年生）

合計 3 校

（７）職業体験学習

布施中学校 9月12日(木)～9月13日(金)

長栄中学校 9月26日(木)～9月27日(金)

（６）図書館見学

荒川小学校（2年生）

高井田東小学校（2年生）
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追悼展示 「矢玉四郎」 8月21日(水)～9月2日(月)

ビジネス展示 「副業はじめました」 8月1日(木)～9月30日(月)

CD展示 「推しが見つかる！アイドルの世界」 8月1日(木)～9月30日(月)

一般・児童書展示 「『銀』～シルバーウィークより～」 9月1日(日)～9月30日(月)

一般書展示 「わが家の防災再点検！」 9月1日(日)～9月30日(月)

児童書展示 「月といっしょに」 9月1日(日)～9月30日(月)

一般・児童書展示 「よるをよむ」 10月1日(火)～10月31日(木)

一般書展示 「空」 10月1日(火)～10月31日(木)

児童書展示 「おいしい秋」 10月1日(火)～10月31日(木)

追悼展示 「中川李枝子」 10月18日(金)～10月29日(火)

追悼展示 「せなけいこ」 10月29日(火)～11月12日(火)

追悼展示 「谷川俊太郎」 11月20日(水)～12月3日(火)

ビジネス展示 「仕事に役立つSNS」 10月1日(火)～12月31日(火)

CD展示 「ドライブドライブ」 10月1日(火)～12月31日(火)

一般・児童書展示 「雪・風・花」 11月1日(金)～12月31日(火)

一般書展示 「建物探訪～建築のお話いろいろ～」 11月1日(金)～12月31日(火)

児童書展示 「クリスマス」 11月1日(金)～12月25日(水)

CD展示 「クリスマス」 12月1日(月)～12月25日(水)

一般・児童書展示 「ほっと一息」 1月1日(水)～1月31日(金)

一般書展示 「お宮巡り」 1月1日(水)～1月31日(金)

児童書展示 「今月のおすすめ」 1月1日(水)～1月31日(金)

CD展示 「和の音を楽しむ」 1月1日(水)～1月31日(金)

追悼展示 「いわむらかずお」 1月24日(金)～2月4日(火)

一般・児童書展示 「あなたは猫派？犬派？」 2月1日(土)～2月28日(金)

一般書展示 「温かい生活」 2月1日(土)～2月28日(金)

児童書展示 「もこもふふわ」 2月1日(土)～2月28日(金)

特別展示  「司馬遼太郎展示～菜の花忌に寄せて～」 2月1日(土)～2月28日(金)

関連展示  「商工会議所開催セミナー関連展示門田隆将」 2月13日(木)～2月20日(木)

関連展示 「アドベンチャーボーイスカウト関連資料展示」 2月23日(日)～3月2日(日)

ビジネス展示 「カスタマーハラスメント」 1月1日(水)～3月31日(月)

CD展示 「歌姫」 1月1日(水)～3月31日(月)

一般・児童書展示 「はるじたく」 3月1日(土)～3月31日(月)

一般書展示 「音を楽しむ」 3月1日(土)～3月31日(月)

児童書展示 「やさいばたけ」 3月1日(土)～3月31日(月)

追悼展示 「曽野綾子」 3月5日(水)～3月20日(木)

実　施　日 回数 参加人数

第1土曜日 12回 137人

第1日曜日 11回 92人

第1・3水曜日 22回 164人

第2・4水曜日 23回 169人

紙芝居会   　　              [紙芝居会］

そらとぶじゅうたん おはなし会[そらとぶじゅうたん]

えほんだいすき！でんでん太鼓 [でんでん太鼓］

【花園図書館】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし

おはなしのへや 　　　　　　 ［東大阪おはなしの会 ねっこぼっこ］

54



第2金曜日 ※7月までは第4金曜日も開催 13回 27人

第3木曜日 11回 74人

第4土曜日 9回 220人

7月29日(月) 1回 31人

12月2日(月) 1回 17人

7月27日(土) 1回 37人

第1土曜日 12回 74人

5月11日(土) 1回 17人

6月29日(土)～7月7日(日) - 452人

7月21日(日) 1回 4人

1月1日(水)～1月3日(金) - 70人

2月12日(水) 1回 10人

7月31日(水)～8月26日(月)

8月3日(土) 1回 3人

12月21日(土) 1回 51人

5月4日(土)、5月5日(日) 2回 194人

10月9日(水) 1回 17人

11月29日(金) 1回 55人

2人

2人

2人

2人

2人

5月29日(水)～1月22日(水) 11回 1人

4月24日(水) 1回 19人

5月16日(木) 1回 17人岩田公民分館

合計 5 校

（８）実習・インターンシップ

【デュアル実習】布施北高等学校

合計 1 校

（９）出前講座

つどいの広場キッズステーション

枚岡中学校 10月30日(水)～10月31日(木)

孔舎衙中学校 12月11日(水)～12月12日(木)

若江中学校 2月12日(水)～2月13日(木)

合計 2 校

（７）職業体験学習

縄手北中学校 7月4日(木)～7月5日(金)

池島学園後期課程 10月24日(木)～10月25日(金)

クリスマスの絵本に関連したゲーム

（５）図書リサイクル事業

リサイクルブックフェア

（６）図書館見学

英田南小学校（2年生）※ききとり学習

玉美小学校（2年生）

第3回 健康情報講座

（３）戦争の本展

戦争に関する資料の展示（本の展示） 展示冊数：125冊

戦争の本展おはなし会

（４）冬の子どもまつり

絵本作家サトシンさん講演会「絵本よみまショー」
9月21日(土) 1回 36人

　講師：サトシン氏

貸本福袋 2025年

七夕イベント

調べる学習ワークショップ
～みんなで調べてギモンを解決！～

夏の工作～しかけ絵本をつくろう！～
8月24日(土) 1回 14人

　講師：嵐田康平氏

親子で楽しむおはなし会   　 ［東大阪おはなしの会 ねっこぼっこ］

大人が楽しむおはなし会   　 ［東大阪おはなしの会 ねっこぼっこ］

怖いおはなし会

（２）イベント

書庫見学ツアー　　　　OSAKA PAGE ONEｷｬﾝﾍﾟｰﾝ協賛

セラピードッグに絵本を読もう！

おやこであそぼ　う・ふ・ふ  ［東大阪おはなしの会 ねっこぼっこ］

えほんであそぼうきらりっこ  ［えほんｻｰｸﾙきらりっこ］

はなぞのワクワクどようび
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関連展示 「松原宿」 2023年12月21日(木)～6月30日(日)

特別展示 「科学道100冊」 2月28日(水)～4月29日(月)

児童書展示 「おはなしピクニック」 3月27日(水)～4月29日(月)

児童書展示 「JBBYが選んだおすすめ！こどもの本」 3月27日(水)～4月29日(月)

健康情報展示 「心のメンテナンス」 3月27日(水)～5月27日(月)

児童書展示 「5月の本」 5月1日(水)～5月27日(月)

一般・児童書展示 「スタッフのオススメ本」 5月1日(水)～5月27日(月)

一般書・CD展示 「こどもの頃に歌った懐かしのうた」 5月6日(月)～5月27日(月)

児童書展示 「雨の日に」 5月29日(水)～6月17日(月)

関連展示 「SDGs（環境月間展示）」 5月29日(水)～6月24日(月)

健康情報展示 「災害から命を守る」 5月29日(水)～7月29日(月)

CD展示 「あのとき　あのうた　企画中！」 6月12日(水)～7月8日(月)

児童書展示 「夏限定！！こわい本あつめました」 6月19日(水)～7月29日(月)

児童書展示 「なかやみわさん 絵本あつめました」 6月19日(水)～7月29日(月)

一般・児童書展示 「旅にでよう！」 6月26日(水)～7月29日(月)

一般・児童書展示 「みんな大好き！近鉄電車」 7月3日(水)～9月2日(月)

児童書展示 「ものづくりに挑戦しよっ！」 7月31日(水)～8月26日(月)

健康情報展示 「暑さに負けないカラダをつくる！」 7月31日(水)～9月23日(月)

児童書展示 「花園に「サトシンさん」がやってくる」 8月28日(水)～9月21日(土)

児童書展示 「ボローニャ・ブックフェア」 8月28日(水)～9月23日(月)

児童書展示 「推し探を見つけよう！」 8月28日(水)～9月23日(月)

一般書展示 「I ラグビー」 8月28日(水)～11月4日(月)

児童書展示 「だいすき！おふろ」 9月25日(水)～10月28日(月)

児童書展示 「秋ってこんなにたのしい」 9月25日(水)～11月4日(月)

一般書展示 「本のある暮らし in 花園（東大阪）」 9月25日(水)～11月4日(月)

健康情報展示 「身体のメンテナンス」 9月25日(水)～11月25日(月)

一般・児童書展示 「星空を楽しもう」 11月20日(水)～12月23日(月)

児童書展示 「クリスマスのおくりもの」 11月20日(水)～12月23日(月)

一般・児童書展示 「のりもの大集合　～夢が乗り乗り～」 11月20日(水)～12月23日(月)

関連展示 「河内木綿～織と染～関連展示」 11月20日(水)～6月23日(月)

健康情報展示 「風邪予防」 11月27日(水)～1月27日(月)

児童書展示 「お菓子なせかい」 12月25日(水)～1月27日(月)

一般書展示 「司馬遼太郎展示 ～菜の花忌に寄せて～」 1月29日(水)～2月24日(月)

児童書展示 「春はまだかな」 1月29日(水)～2月24日(月)

健康情報展示 「腸元気！」 1月29日(水)～3月24日(月)

児童書展示 「もうすぐ2025年大阪・関西万博」 2月26日(水)～3月24日(月)

児童書展示
「グローバルマネーウイーク(Global Money
Week)」

3月1日(土)～3月24日(月)

一般・児童書展示 「スタッフのおすすめ本」 2月26日(水)～4月21日(月)

児童書展示 「占いの館」 3月26日(水)～4月21日(月)

健康情報展示 「マイサプリ」 3月26日(水)～5月19日(月)

CD展示 「春に聴きたい応援ソング！」 3月26日(水)～5月19日(月)

（１０）展示
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実　施　日 回数 参加人数

第1土曜日 12回 76人

第2金曜日 5回 20人

第3日曜日 12回 81人

第4水曜日 10回 135人

第4土曜日 10回 72人

第3木曜日 12回 92人

8月11日(日) 1回 26人

8月28日(水) 1回 4人

10月31日(木) 1回 11人

12月25日(水) 1回 8人

第2・4水曜日 24回 387人

第2水曜日 12回 172人

8月18日(日)、11月16日(土)、2
月9日(日)

3回 41人

8月18日(日) 1回 3人

11月16日(土) 1回 17人

2月9日(日) 1回 16人

第3水曜日 8回 98人

5月3日(金) 1回 17人

5月6日(月) 1回 31人

6月23日(日) 1回 10人

7月28日(日) 2回 31人

8月11日(日) 1回 2人

1月13日(月) 1回 68人

1月18日(土)、1月19日(日) 2回 6人

7月15日(月)～8月25日(日)

（３）戦争の本展

戦争に関する資料の展示（本の展示） 展示冊数：104冊

10月13日(日) 1回 8人
　講師：野口武悟氏

雑誌付録配布会

子ども1日司書体験

つくってあそぼう　はらぺこあおむし

おはなしの部屋であそぼう

しらべてみよう！～おやこdeちょうせん～

かがくであそぼう！！

読書感想文の「コツ」教えます

図書館で知るディスレクシア
～読みたい！を読めた！にする方法～

四条ワークショップ　クラフトバンドで小物入れを作ろう
3月19日(水) 1回 15人

　講師：佐藤順子氏

人形劇がやってきた！
4月29日(月) 1回 20人

　出演：人形劇サークル「きらりっこ」

9月18日(水) 1回 15人
　講師：東大阪市危機管理室職員

四条ワークショップ　絵手紙を描こう
12月18日(水) 1回 13人

　講師：永重信江氏

ベビータイム(特別編)

ベビータイム　きょうはとくべつなひ
第1回赤ちゃん絵本の選び方

ベビータイム　きょうはとくべつなひ
第2回家族みんなのベビータイム

ベビータイム　きょうはとくべつなひ
第3回 リトミックであそぼう！

四条ワークショップ

四条ワークショップ　図書館で知ろう！災害への備え方

ベビータイム　夏のおはなし会

ハロウィンおはなし会

ベビータイム　冬のおはなし会

（２）イベント

ベビータイム

ベビータイム　図書館でハッピーバースデー

英語であそぼう　　 　　　　　［おはなしドア］

お話大好きおむすびころりん　 ［おむすびころりん］

おはなしのとびら0・1・2 　　 ［東大阪おはなしの会ねっこぼっこ］

おはなしのへや　　　 　　　　［東大阪おはなしの会ねっこぼっこ］

いっしょに脳活！！大人のお話会 [ボランティア有志]

こわいおはなし会

【四条図書館】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし

キュ～たんおはなし会　 　  　［キュ～たんおはなし会］
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12月1日(日) 1回 36人

2月22日(土)、2月23日(日) 2回 453人

11月28日(木) 1回 52人

3月6日(木) 1回 48人

2人

2人

2人

2人

2人

1人

9月10日(火)～9月11日(水) 2回 1人

特別展示 「科学道100冊　傑作選」 2月27日(火)～4月21日(日)

児童書展示 「卒園・入学おめでとう」 3月5日(火)～4月9日(火)

一般書展示 「四条図書館　春のパン祭り」 3月26日(火)～4月21日(日)

追悼展示 「さとうわきこ」 4月9日(火)～4月21日(日)

追悼展示 「宗田理」 4月16日(火)～4月29日(月)

児童書展示 「わん！だふるでいず」 4月10日(水)～5月6日(月)

一般・児童書展示 「キャンプしたい！」 4月23日(火)～5月26日(日)

一般書展示 「気ママに読書！」 4月23日(火)～5月26日(日)

一般・児童書展示 「『おしごとそうだんセンター』パネル展」 5月8日(水)～5月21日(火)

一般書展示 「雨の降る日はお部屋の中で」 5月28日(火)～6月23日(日)

関連展示 「エコなくらし（環境部コラボ展示）」 5月28日(火)～6月23日(日)

一般・児童書展示 「夏だ！パリだ！オリンピックだ！」 6月25日(火)～7月28日(日)

一般・児童書展示 「幣！Come on！新たな紙幣たち」 6月25日(火)～7月14日(日)

児童書展示 「たなばた」 6月25日(火)～7月7日(日)

児童書展示 「学年別オススメの本」 7月15日(月)～8月31日(土)

児童書展示 「夏の宿題応援団」 7月15日(月)～8月31日(土)

児童書展示 「恐竜ぬりえ」 7月18日(木)～8月30日(金)

一般・児童書展示 「暑さに抗え！涼みの極意」 7月30日(火)～8月25日(日)

一般書展示 「ようこそ、あなたの旅へ」 8月27日(火)～9月29日(日)

児童書展示 「オツキミ」 8月27日(火)～9月17日(火)

一般・児童書展示 「防災　～災害への備え方～」 9月12日(木)～9月29日(日)

一般書展示 「眠る前に」 10月1日(火)～10月27日(日)

【インターンシップ】布施北高等学校

合計 1 校

（９）展示

花園中学校 11月19日(火)～11月20日(水)

縄手中学校 12月10日(火)～12月11日(水)

合計 6 校

（８）実習・インターンシップ

池島学園後期課程 10月24日(木)～10月25日(金)

枚岡中学校 10月30日(水)～10月31日(木)

玉川中学校 11月14日(木)～11月15日(金)

縄手北小学校（2年生）

縄手小学校（2年生）

合計 2 校

（７）職業体験学習

縄手北中学校 7月4日(木)～7月5日(金)

マジック、大型絵本読み聞かせ、工作

（５）図書リサイクル事業

リサイクルブックフェア

（６）図書館見学

（４）冬の子どもまつり
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一般・児童書展示 「Happy halloween party」 10月1日(火)～10月31日(木)

特別展示 「ディスレクシアってなあに？」 10月1日(火)～10月31日(木)

児童書展示 「ねないこだれだ　おばけのぬりえ」
※10/30～追悼「せなけいこ」さんも同時に展示

10月9日(水)～11月12日(火)

追悼展示 「中川李枝子」 10月18日(金)～10月31日(木)

一般書展示 「東大阪の偉人　安岡正篤」 10月29日(火)～12月13日(金)

児童書展示 「あにまるツリーに雪がふる」 11月1日(金)～12月25日(水)

追悼展示 「谷川俊太郎」 11月26日(火)～12月8日(日)

一般・児童書展示 「2024年も残りわずか！」 12月14日(土)～12月31日(火)

一般書展示 「美しい」 12月26日(木)～1月26日(日)

児童書展示 「巳年はじまるよ」 12月26日(木)～1月7日(火)

児童書展示 「おにはそと！」 1月22日(水)～2月2日(日)

追悼展示 「いわむらかずお」 1月24日(金)～2月6日(木)

一般・児童書展示 「みんなにLOVEを伝えちゃおう」 1月28日(火)～2月28日(金)

特別展示 「本が泣いています」 1月28日(火)～2月23日(日)

一般書展示 「司馬遼太郎展示～菜の花忌に寄せて～」 1月28日(火)～2月23日(日)

児童書展示 「ひなまつり」 2月18日(火)～3月2日(日)

一般・児童書展示 「こども達に寄り添う本を揃えました」 2月24日(月)～3月30日(日)

一般書展示 「お金は大事だよ」 3月1日(土)～3月30日(日)

追悼展示 「曾野綾子」 3月5日(水)～3月18日(火)

一般・児童書展示 「卒園＆入学おめでとう」 3月4日(火)～4月6日(日)

実　施　日 回数 参加人数

第1日曜日 10回 24人

第2水曜日 12回 70人

8月17日(土) 1回 36人

12月8日(日) 1回 42人

一般・児童書展示 「春、決戦の時」 3月27日(水)～4月28日(日)

一般・児童書展示 「石切分室音楽会」 5月1日(水)～5月29日(水)

一般・児童書展示 「『おしごとそうだんセンター』パネル展」 5月26日(日)～6月8日(土)

一般・児童書展示 「気持ちを上手く伝えたい！」 6月1日(土)～6月29日(土)

一般・児童書展示 「わらって　ふるえて」 6月30日(日)～7月27日(土)

児童書展示 「この夏、オススメの本」 7月17日(水)～8月31日(土)

児童書展示 「恐竜ぬりえ」 7月20日(土)～9月1日(日)

一般・児童書展示 「夏といえば・・・」 7月28日(日)～8月31日(土)

一般・児童書展示 「天たかくうまこゆる秋」 9月1日(土)～9月28日(土)

一般・児童書展示 「enjoy a spooky night!」 9月29日(日)～10月30日(水)

一般・児童書展示 「石切分室40th Anniversary!」 10月2日(水)～10月30日(水)

一般・児童書展示 「サンタさんといっしょ♪」 11月6日(水)～12月25日(水)

おはなしのへや　　　 　　  ［ねっこぼっこ］

お話大好きおむすびころりん ［おむすびころりん］

こわいおはなし会

（２）冬の子どもまつり

マジック、大型絵本読み聞かせ、工作

（３）展示

【石切分室】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし
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一般・児童書展示 「福はなんぼあってもええですから」 1月5日(日)～1月22日(水)

一般・児童書展示 「わがはいは○○である」 1月25日(土)～2月26日(水)

一般・児童書展示 「春に向けて発進準備！」 3月2日(日)～3月26日(水)

一般・児童書展示 「花まつり」 3月29日(土)～4月30日(水)

実　施　日 回数 参加人数

第1土曜日 11回 59人

第4土曜日 11回 50人

5月11日(土) 1回 4人

5月18日(土) 1回 26人

5月18日(土)～8月29日(木) - 57人

7月20日(土) 1回 26人

9月21日(土)、11月16日(土) 2回 20人

10月12日(土) 1回 31人

12月21日(土) 1回 15人

12月14日(土)～12月28日(土) - 60人

12月11日(水)～12月28日(土) - 92人

1月25日(土) 1回 10人

3月15日(土) 1回 14人

7月17日(水)～8月29日(木)

21人

6月5日(水)、6月12日(水)、6月
20日(木)

3回 121人

11月14日(木)、11月20日(水)、
11月27日(水)

3回 121人

一般書展示 「入門書特集」 4月3日(水)～4月28日(日)

児童書展示 「学校てどんなとこ？」 4月3日(水)～4月28日(日)

児童書展示 「やさい」 4月3日(水)～4月28日(日)

一般書展示 「梅しごとと花と緑のある生活」 5月1日(水)～5月30日(木)

児童書展示 「おとうさん、おかあさんだいすき」 5月1日(水)～5月30日(木)

児童書展示 「おべんとう持ってどこへ行く？」 5月1日(水)～5月30日(木)

一般書展示 「トトノエル」 6月1日(土)～6月30日(日)

児童書展示 「きょうりゅうもかいじゅうもみんなあつまれー」 6月1日(土)～6月30日(日)

合計 1 校

（６）展示

（４）図書館見学

長瀬西小学校 11月7日(木)

合計 1 校

（５）学校連携

【ブックトーク】大蓮小学校

雑誌のふろくくじびき

こま回し大会

春の工作教室(飛び出す紙コップロケット作り)

（３）戦争の本展

戦争に関する資料の展示（本の展示） 展示冊数：35冊

花と緑いっぱいになあれ(観察ノート)

夏の工作教室(ペットボトルでキラキラドーム作り)

えほんとおりがみ

おおはす図書館であそぼ！

冬の工作教室(動く紙コップ人形作り)

貸本福袋

（１）おはなし

えほんでわくわく　　　　　  ［わくわく絵本の会］

おはなしのへや　　　　　　　［東大阪おはなしの会 ねっこぼっこ］

（２）イベント

初心者向けカメラ教室

花と緑いっぱいになあれ(植え付け)

【大蓮分室】

行　事　内　容　[団体名]
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児童書展示 「てんきの絵本」 6月1日(土)～6月30日(日)

児童書展示 「ようかい・おばけの絵本」 7月3日(水)～7月18日(木)

一般書展示 「コミックエッセイあつめました」 7月3日(水)～7月28日(日)

児童書展示 「夏がはじまる」 7月17日(水)～7月28日(日)

児童書展示 「この夏おすすめの児童書」 7月20日(土)～8月29日(木)

一般書展示 「図書館員おすすめの文庫本あつめました。」 8月1日(木)～8月29日(木)

一般書展示 「大人も楽しむ絵本の世界」 8月1日(木)～8月29日(木)

一般書展示
「秋の夜長のお供にミステリーはいかがです
か？」

9月1日(日)～9月29日(日)

児童書展示 「よるのおはなし」 9月1日(日)～9月29日(日)

児童書展示 「あきのほん」 9月1日(日)～9月29日(日)

一般書展示 「本で楽しむおいしい時間」 10月2日(水)～10月30日(水)

児童書展示 「おいしい秋をめしあがれ」 10月2日(水)～10月30日(水)

児童書展示 「ハロウィンを楽しもう」 10月2日(水)～10月30日(水)

一般書展示 「関西ええとこツアー」 11月2日(土)～11月28日(木)

児童書展示 「えほんでおでかけ気分」 11月2日(土)～11月28日(木)

児童書展示 「おみせやさん」 11月2日(土)～11月28日(木)

一般書展示 「実写化された原作小説集めました」 12月4日(水)～12月8日(日)

児童書展示 「メリークリスマス」 12月4日(水)～12月28日(土)

児童書展示 「家族といっしょにすごす冬」 12月4日(水)～12月28日(土)

一般書展示 「あったまろ」 1月4日(土)～1月30日(木)

児童書展示 「雪の絵本」 1月4日(土)～1月30日(木)

児童書展示 「どこかが長－い生き物大集合！」 1月4日(土)～1月30日(木)

一般書展示 「笑いの江戸文化」 2月1日(土)～2月27日(木)

児童書展示 「にゃんでねこづくし」 2月1日(土)～2月27日(木)

児童書展示 「おにはそと　ふくはうち」 2月1日(土)～2月27日(木)

一般書展示 「図書館員が選ぶおすすめの本」 3月1日(土)～3月30日(日)

児童書展示 「なんで？どうして？知りたいいろんなこと」 3月1日(土)～3月30日(日)

児童書展示 「くだもの」 3月1日(土)～3月30日(日)

実　施　日 回数 参加人数

4月23日(火)、4月25日(木)、4月
26日(金)

3回 15人

10月22日(火)、10月24日(木)、
10月25日(金)

3回 12人

7月2日(火)～8月14日(水) - 150人

12月10日(火)～12月26日(木） - 180人

秋のとくべつおはなし会

（２）イベント

移動図書館で本を借りてスタンプを集めよう！

雑誌のふろくガラガラ抽選会

【移動図書館】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし

春のとくべつおはなし会
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実　施　日 回数 参加人数

5月12日(日) 1回 50人

3月9日(日) 1回 43人

（１）事例報告等

東大阪市民ふれあい祭り(ひがしおおさか電子図書館体験会)

東大阪市民文化芸術祭(ひがしおおさか電子図書館体験会)

【電子図書館】

内　容
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９　図書のリサイクル事業

（１）経過

（２）令和6年度図書リサイクル事業の実施状況

（３）令和2年度～令和6年度の実績

年 度 令和2年度 令和3年度

実施日
R2/7/4～5
R3/3/3～5

R4
3/23～25

R5
1/21～22

R4/6/5
R5

1/8～9
2/25～26

R5/7/2
R6

2/14～2/16
R6

3/23～24
R6

7/20～21
R6

5/4～5

R7
1/21～24
1/28～29
2/22～23

実施場所 花園図書館 花園図書館 花園図書館 四条図書館 永和図書館 花園図書館 四条図書館 永和図書館 花園図書館 四条図書館

保育所等 10施設 12施設

冊 678 777

小学校 27校 36校 27校 28校

冊 3,467 2,316 3,462 3,917

公共施設 9施設

冊 471

譲渡先不明 冊 199

市　民

冊 5,205 2,024 2,473 733 3,251 2,637 1,554 4,587

合計(冊) 8,672 2,316 2,024 2,473 733 4,140 3,251 2,637 1,554 9,752

　図書館では、これまで書架整理や書庫メンテナンス等の観点から、貴重本や稀少本などの一部を除き、保存期限
の過ぎた雑誌、利用頻度が減少した資料や汚損破損した資料、また市民から寄贈された図書のうち重複等の理由に
よって図書館所蔵としなかった図書等を、主に廃品として処分をしてきた。しかし、ゴミ減量化を含めた環境問題への
関心、また、学校園との連携や支援の一環として図書の有効活用を図る目的から、平成９年に「東大阪市立図書館
除籍図書等の譲与に関する要綱」を定め、資料のリサイクル（再利用）を行ってきた。最近では「いつ開かれるか」と
いった声も聞かれ、リサイクル事業は好評を得ている。

令和5年度令和4年度 令和6年度

●市民向けリサイクル
　令和6年5月4日(土)  ～ 5日(日) 9：00～16：00 場所：花園図書館 1,554冊(図書のみ)／194人
　令和6年7月20日(土)～21日(日) 9：00～16：00 場所：永和図書館 2,637冊(図書1,747冊、雑誌890冊)／220人
　令和7年2月22日(土)～23日(日) 9：00～16：00 場所：四条図書館 4,587冊(図書3,387冊、雑誌1,200冊)／440人

●児童書リサイクル（学校・園向け）
　令和7年1月21日（火）～24日（金）10:00～12:00、13:00～15:00、15:00～17:00　場所：四条図書館　4,694冊／40校

●児童書リサイクル（公共施設向け）
　令和7年1月28日（火）～29日（水）13:00～14:00、14:00～15:00、15:00～16:00　場所：四条図書館　471冊／9施設
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１０　関係団体及び活動状況　　　　　　　　　　　　(令和7年3月31日現在）

（１）関係団体
　１．家庭文庫

　　（目的）

　　　　　個人またはグループが自宅やその他の場所を開放し、無料で本を貸出したり、

　　　　読み聞かせや手作り遊びなどの活動を通して、近隣の子どもたちを育むことを

      　目的とする。

　　（活動内容）

　　　　　本の貸出、読み聞かせ、おはなし、手作り遊び、クリスマス会など

　　（組織）

　　　　①東大阪子ども文庫連絡会　　※別表「(2)家庭・地域文庫活動状況」参照

　　　　　代表：永田　節子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

  ２． 東大阪市朗読ボランテイア「やまびこ」

　　（目的）

　　　　　録音図書の製作、その他のボランティア活動を通じ、視力障害者の福祉向上に寄与

　　　　し、会員相互の交流を図ることを目的とする。

　　（活動内容）

　　　　①録音図書（DAISY、録音テープ）の製作、テープ図書のデジタル化、朗読技術の研鑚

　　　　②対面朗読

　　　　③視力障害者及び他のボランティアグループとの交流

　　　　④その他の諸活動（｢市政だより｣｢議会だより｣等の録音版製作など）

　　（組織）

　　　　①会長：岩田　幸子

　３．東大阪読書友の会

　　（目的）

　　　　　図書館と協調して、読書活動を通じ、会員相互の親睦を図り、教養の向上につとめる

　　　　ことを目的とする。

　　（活動内容）

　　　　①読書活動の推進

　　　　②会員相互の親睦

　　　　③読書会の開催

　　　　④会報の発行

　　　　⑤図書館との連携

　　　　⑥その他の必要な事業（豊中市との読書交換会など）

　　（組織）

　　　　①会長：松島　邦子
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　４．東大阪おはなしの会ねっこぼっこ

　　（活動内容）

　　　　　市立図書館や図書館分室、府立中央図書館などで、各毎月１回「おはなしのへや」

　　　　などを開催している。又、保育所、小学校などへのおはなし会や、市立図書館で

　　　　大人を対象にしたおはなし会も行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：山本　直子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

　５．コッコ絵本の会

　　（活動内容）

　　　　　毎月１回、会員と一般参加も含め、絵本の楽しさを伝えるための自主勉強会

　　　　を行うほか、永和図書館で毎月１回「えほんはともだち」を開催している。

　　（組織）

　　　　①代表：大森　共子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

　６．紙芝居会 　

　　（活動内容）

　　　　　花園図書館で毎月第１日曜日に、子どもたちを対象に紙芝居や絵本の読み聞かせ

      　を行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：田中　美智子

　７．そらとぶじゅうたん　

　　（活動内容）

　　　　　花園図書館、小学校などで、子どもたちを対象に絵本の読み聞かせを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：巽　美穂

　８．えほんサークルきらりっこ　

　　（活動内容）

　　　　　市立図書館や府立中央図書館、子育て支援施設などで活動。子どもたちを対象に

      　絵本の読み聞かせやわらべ歌、手遊びを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：窪田　貞子
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　９. でんでん太鼓 　

　　（活動内容）

　　　　　花園図書館、府立中央図書館で、子どもたちを対象に絵本の

      　読み聞かせや手遊びを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表： 田　聖子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

１０．ピノキオ絵本で遊ぼう会

　　（活動内容）

　　　　　楠根リージョンセンターももの広場図書コーナー、府立中央図書館で、

　　　　子どもたちを対象に絵本の読み聞かせやわらべ歌、工作等を行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：樋口　恭子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

１１．キュ～たんおはなしの会

　　（活動内容）

　　　　　四条図書館、子育て支援施設などで活動。3･11被災者・被災地と連帯しながら

      　東北の昔話や、絵本・紙芝居・語り等のおはなし会を行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：乙守　京子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

１２．わくわく絵本の会

　　（活動内容）

　　　　　近江堂リージョンセンターはすの広場やつどいの広場つみき、永和図書館、大蓮分室、

　　　　長瀬北小学校などで絵本の読み聞かせや手遊び、わらべ歌等を行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：結城　敦子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

１３．朗読サークルなでしこ

　　（活動内容）

　　　　　朗読と読み聞かせの勉強会を行なうほか、小学校、保育所、府立中央図書館、

　　　　子育て支援施設、高齢者施設などで読み聞かせを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：永田　節子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク
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１４．おむすびころりん

　　（活動内容）

　　　　　四条図書館、石切分室などで、子どもたちを対象に絵本の読み聞かせや

　　　　手遊びを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：森田　久美

１５．ＲＥＩＷＡ絵本クラブ

　　（活動内容）

　　　　　永和図書館、子育て支援施設などで、子どもたちを対象に絵本の読み聞かせや

　　　　手遊びを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：八十川　広子

（敬称略）
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（２）活動状況

令和7年3月31日現在

　　　保　有　冊　数

代 表 者 名

（世話人数）

あしびき 月 4 東石切会館別館

　山本　直子 （４人） 4～5 週間   昭和５３年６月

あすなろ 個人宅（活動休止中）

　石割　珠貴　 　昭和５４年２月

くれよん 個人宅（活動休止中）

　浅田　初美 (2人） 　平成４年４月

さくら公民館 岩田公民分館（活動休止中）

　野口　一枝 　昭和５９年５月

盾津おやこ 月 1 ポッポ保育園内談話室
※ポッポ第２保育園内は休止中

　永田　節子 （２人） 1 ヶ月 　平成１５年１月

ちゅうりっぷ
コヤマスポーツスクール保育
内（活動休止中）

　黒川　範子 （3人） 　昭和５２年１０月

つ　み　き 週 2 つどいの広場つみき内

　古井　順子 （3人） 5 週間 　昭和５２年４月

にこにこ 月 4 放出教会内

　藪野　佐知子 （１6人） 1 週間 　平成１４年２月

ひかりの子 稲田キリスト教会
（活動休止中）

　未定 　昭和４９年１１月

縄手南ひよこ 月 8 縄手南公民分館

　永澤　淳子 （５人） 1 週間 　昭和６１年３月

　計　10文庫 3,851 8,306 12,157 148 1,401 3,400 2.43
（敬称略）

（２）－１.　家庭・地域文庫

文庫　・　団体名
開室日数

貸
出
期
間

登
録
者
数

貸
出
上
限
冊
数

年
間
利
用
者
数

年
間
貸
出
冊
数

一
人
当
貸
出
数

開　設　場　所
開設年月

自
己
保
有

図
書
館
所
蔵

合
計

週
・
月

年
　
間

1,200 2,920 4,120 42 28 10 135 752 5.57

300 889 1,189 12 - 3 60 200 3.33

1,126 1,783 1.58501 2,165 2,666 249 - 3

855 860 1,715 12 60 10 12 20 1.67

68 645 9.49995 1,472 2,467 12 60 10
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（２）－２.　読書友の会

月　日 事 業 名

令和5年度事業報告並びに決算報告承認

「五年後に」　　　 咲沢 くれは著

5月21日 読書会 「母の待つ里」 浅田 次郎著

6月18日 読書会 「グランドシャトー」 高殿 円著

7月16日 読書会 「52ヘルツのクジラたち」 町田 そのこ著

8月 休み

9月17日 読書会 「たそがれ清兵衛」 藤沢 周平著

11月19日 読書会 「たけくらべ」 樋口 一葉著

12月17日 読書会 「市松師匠幕末ろまん黒髪」 坂井 希久子著

「最後のひと葉」 オー・ヘンリー著

2月18日 読書会 「山椒魚」 井伏　鱒二著

3月18日 読書会 「雨八月の銀の雪」 伊与原 新著

　　　　（読書会会場　：　永和図書館）

黒柳 徹子著

次年度テキスト推薦・選定

内　　　　　　　容

令和6年度総会

読書会

4月16日 令和6年度事業計画案並びに事業予算案提出決定

「窓ぎわのトットちゃん」10月15日
豊中との

交歓読書会

1月21日 読書会
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（２）－３. 朗読ボランティア「やまびこ」 

 

【令和６年度「やまびこ」活動報告】 

１． 毎月 1 回定例会（第 1 月曜日）12 回 

２． 録音図書の製作 

３． 「やまびこ便り」493 号～504 号（付録 2 回） 

４． 対面朗読（永和図書館） 36 回 のべ 72 時間 

５． 朗読勉強会（講師招致 10 回） 

６． 自主勉強会 10 回 

７． 公的機関広報誌録音版の製作（市政だより、議会だより、くらしのガイド） 

８． 文藝春秋（他館製作借受）CD のコピー・発送 

９． 図書館協議会 2 回出席 

１０．チャリティーコンサート司会 

１１．PC 録音研修 8 回 

１２．マックスバリュ面談 

１３．養成講座先生送迎 6 回 

１４．河南ブロック代表者会議出席 

 

 

令和 6 年 4 月 イオン黄色いレシートキャンペーン助成金受領 

          12 月 ソロプチミスト大阪－東より物品受領（マイク 1 台） 
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分

対
面

朗
読

（
時

間
）
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１
１

　
広

域
利

用
状

況

（
１

）
本

市
に

お
け

る
相

互
利

用
協

定
市

の
市

民
の

利
用

状
況

【
表

１
】

協
定

市

 図
書

館
一

般
児

童
小

計
一

般
児

童
小

計
一

般
児

童
小

計
一

般
児

童
小

計
一

般
児

童
小

計

利
用

者
数

1
4
8

4
1
5
2

2
2

0
2
2

1,
1
74

1
0
3

1
,2

7
7

2
0

0
2
0

2
0

2

貸
出

件
数

2
,1

2
1

17
2
,1

3
8

1
3
7

0
1
3
7

1
7
,2

36
1
,0

6
1

1
8
,2

9
7

4
0
5

0
4
0
5

6
6

0
6
6

利
用

者
数

1
2
3

2
1
2
5

7
3

1
0

1
15

8
1
2
3

4
2

3
4
5

3
0

3

貸
出

件
数

1
,4

2
7

5
1
,4

3
2

1
3

1
5

2
8

1
,1

86
3
9

1
,2

2
5

8
0
4

5
4

8
5
8

7
2

0
7
2

利
用

者
数

9
5

4
9
9

3
1

4
2
6

1
2
7

6
0

6
1

0
1

貸
出

件
数

1
,5

8
2

55
1
,6

3
7

3
9

1
4
0

2
40

3
2
4
3

7
0

0
7
0

1
0

1

利
用

者
数

0
0

0
0

0
0

1
0

1
1

0
1

0
0

0

貸
出

件
数

6
0

6
0

0
0

2
6

0
2
6

4
5

0
4
5

0
0

0

利
用

者
数

3
9

8
4
7

1
0

1
1
8
8

7
1

2
5
9

1
0

1
0

0
0

貸
出

件
数

8
9
1

1
3
2

1
,0

2
3

6
0

6
3,

4
85

9
3
7

4
,4

2
2

4
4

0
4
4

0
0

0

利
用

者
数

2
0

2
1

0
1

1
3

3
1
6

1
0

1
0

0
0

貸
出

件
数

3
5

0
3
5

2
0

2
3
9
0

6
3
9
6

3
1

0
3
1

0
0

0

利
用

者
数

(人
)

4
0
7

1
8

4
2
5

3
4

4
3
8

1,
5
17

1
8
6

1
,7

0
3

7
1

3
7
4

6
0

6

貸
出

件
数

 (
件

)
6
,0

6
2

2
09

6
,2

7
1

1
9
7

1
6

2
1
3

2
2
,5

63
2
,0

4
6

2
4
,6

0
9

1
,3

9
9

5
4

1
,4

5
3

1
3
9

0
1
3
9

※
「
利

用
者

数
」
は

、
当

該
年

度
内

で
1
回

で
も

利
用

の
あ

っ
た

登
録

者
の

数
。

※
「
児

童
」
は

、
小

学
生

以
下

。

※
「
貸

出
件

数
」
は

、
一

般
書

（
雑

誌
、

A
V

資
料

を
含

む
）
及

び
児

童
書

の
資

料
件

数
。

大
阪

狭
山

市

花
園

図
書

館

四
条

図
書

館

石
切

分
室

大
蓮

分
室

移
動

図
書

館

合
　

計

永
和

図
書

館

八
　

尾
　

市
柏

　
原

　
市

大
　

阪
　

市
大

　
東

　
市
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【
表

２
】

協
定

市

 図
書

館
一

般
児

童
小

計
一

般
児

童
小

計
一

般
児

童
小

計
一

般
児

童
小

計
一

般
児

童
小

計

利
用

者
数

3
0

3
2

0
2

4
0

4
5

0
5

5
0

5

貸
出

件
数

9
9

0
9
9

1
2
8

0
1
2
8

1
3
5

0
1
3
5

9
2

0
9
2

7
7

0
7
7

利
用

者
数

1
0

1
5

0
5

8
3

1
1

3
0

3
4

0
4

貸
出

件
数

2
4

0
2
4

3
0

0
3
0

1
4

8
2
2

1
0

1
2
2

0
2
2

利
用

者
数

0
0

0
0

0
0

3
0

3
1

0
1

1
0

1

貸
出

件
数

0
0

0
9

0
9

3
6

0
3
6

7
0

7
1

0
1

利
用

者
数

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

貸
出

件
数

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

利
用

者
数

0
0

0
0

0
0

2
0

2
0

0
0

1
0

1

貸
出

件
数

0
0

0
0

0
0

9
0

9
1
0

0
1
0

3
7

0
3
7

利
用

者
数

0
0

0
1

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0

貸
出

件
数

0
0

0
2

0
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0

利
用

者
数

(人
)

4
0

4
8

0
8

1
7

3
2
0

9
0

9
1
1

0
1
1

貸
出

件
数

 (
件

)
1
2
3

0
1
2
3

1
6
9

0
1
6
9

1
94

8
2
0
2

1
1
0

0
1
1
0

1
3
7

0
1
3
7

≪
東

大
阪

市
で

の
利

用
状

況
≫

人 件

松
原

市

永
和

図
書

館

合
　

計

河
内

長
野

市
富

田
林

市
羽

曳
野

市
藤

井
寺

市

花
園

図
書

館

四
条

図
書

館

石
切

分
室

大
蓮

分
室

移
動

図
書

館

協
定

１
０

市
総

合
計

利
用

者
数

2
,2

9
8

貸
　

出
　

件
　

数
3
3
,4

2
6
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（
２

）
相

互
利

用
協

定
市

に
お

け
る

東
大

阪
市

民
の

利
用

状
況

八
尾

市
柏

原
市

大
阪

市
大

東
市

大
阪

狭
山

市
河

内
長

野
市

富
田

林
市

羽
曳

野
市

藤
井

寺
市

松
原

市
合

計

有
効

登
録

者
数

62
6

1
4

1
,0

3
1

1
,2

1
6

2
6

23
41

2
14

2,
9
75

貸
出

件
数

2
5,

5
6
9

3
02

3
1
,7

1
1

5
6
,6

3
8

6
8

37
1

4
6

1
59

6
2
25

1
15

,0
95

※
「有

効
登

録
者

数
」
は

、
当

該
年

度
内

で
1
回

で
も

利
用

の
あ

っ
た

登
録

者
の

数
。

東
大

阪
市

で
は

こ
れ

を
「利

用
者

数
」
と

し
て

い
る

。

注
1：

大
阪

市
は

シ
ス

テ
ム

更
新

の
た

め
R

6.
12

.1
6
～

R
7.

1
.1

5
ま

で
臨

時
休

館
あ

り

注
1
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１２　図書館協議会

（１）図書館協議会委員
(令和7年3月31日現在）

種　　　別 人数 所　属　団　体　等

伊藤　千晶 東大阪子どもと本・おはなしネットワーク

北木　忠嗣 東大阪市社会教育委員の会議

田中　康升 東大阪市朗読ボランティア「やまびこ」

根井　加奈美 東大阪市校園長会

三宅　清香 東大阪市立幼稚園・こども園長会

家庭教育の向上に
資する活動を行う者

1 タウファ　統悦 花園近鉄ライナーズ

◎ 木下　みゆき 大阪大谷大学

○ 村木　美紀 同志社女子大学

合　 　計 8

◎：委員長　○：副委員長 種別内氏名50音順（敬称略）

（２）図書館協議会開催状況

 令和6年10月31日(木)

 令和7年2月21日(金)

5

委 　員

学校教育及び
社会教育の関係者

学識経験のある者 2

第1回図書館協議会  案件①：図書館基本構想に係る施策の進捗状況について
 案件②：子ども読書活動推進計画について
 案件③：その他

第2回図書館協議会

 案件①：東大阪市図書館協議会委員の委嘱・任命及び正副委員長の
 　　　　　 選出について
 案件②：東大阪市立図書館の概要について
 案件③：第二次東大阪市立図書館基本構想について
 案件④：第3次東大阪市子ども読書活動推進計画の概要について
 案件⑤：その他　永和図書館見学等

　委員の任期：令和7年2月1日～令和9年1月31日
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１ 東大阪市立図書館条例 【１】 

２ 東大阪市教育委員会事務分掌規則   【３】 

      ３ 東大阪市立図書館条例施行規則   【５】 

      ４ 東大阪市立図書館運営基本方針 【９】 

      ５ 東大阪市立図書館資料収集方針 【１０】 

      ６ 東大阪市立図書館選書基準 【１２】 

      ７ 東大阪市立図書館自動車文庫ステ－ションの設置及び廃止に関する要綱 【１７】 

      ８  書庫運用要領 【１８】 

      ９  廃棄選定基準 【１８】 

      １０ 東大阪市立図書館除籍図書等の譲与に関する要綱   【１９】 

      １１ 東大阪市立図書館会議室等の利用に関する要綱  【２０】 

１２ 図書館に関する基本協定（八尾市・柏原市） 【２１】 

      １３ 三市図書館連絡交流会規約 【２１】 

      １４ 家庭文庫及び地域文庫育成要綱 【２２】 

      １５ 図書館の相互利用に関する協定書（大東市） 【２３】 

      １６ 図書館の相互利用に関する協定書（大阪市）             【２４】 

      １７ 東大阪市立図書館協力貸出要領                   【２５】 

 １８ 東大阪市立図書館と大阪商業大学図書館との相互協力覚書 【２６】 

１９ インターンシップに関する協定書（大阪樟蔭女子大学）  【２７】 

      ２０ 図書館の相互利用に関する協定書  【２８】 

        （松原市、富田林市、河内長野市、羽曳野市、大阪狭山市、藤井寺市） 

      ２１ 東大阪市立永和図書館における障害者利用支援駐車サービス券交付要領 【３１】 

２２ 東大阪市立花園図書館における障害者利用支援駐車サービス券交付要領 【３２】 

           ２３ 東大阪市ブックスタート事業実施要綱                【３３】 

      ２４ 東大阪市立図書館雑誌スポンサー制度実施要綱            【３４】 

２５ 東大阪市立図書館複写サービス取扱要綱                 【３７】 

２６ 東大阪市立図書館資料宅配サービス実施要領               【３８】 

２７ 東大阪市立図書館障害者サービス実施要綱               【３９】 

２８ 東大阪市立図書館視覚障害者用資料の製作及び利用要領        【４０】 

 



○
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
 

昭
和
42
年
２
月
１
日
東
大
阪
市
条
例
第
73
号
 

 （
設
置
）
 

第
１
条
 
社
会
教
育
法
（
昭
和
24
年
法
律
第
20
7号

）
及
び
図
書
館
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
11
8号

）
の
規
定

に
基
づ
き
、
本
市
に
図
書
館
を
設
置
す
る
。
 

（
名
称
及
び
位
置
）
 

第
２
条
 
図
書
館
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

     

２
 
図
書
館
に
分
室
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
業
務
）
 

第
３
条
 
図
書
館
は
、
お
お
む
ね
次
の
業
務
を
行
な
う
。
 

(１
) 

館
内
で
、
図
書
、
記
録
そ
の
他
必
要
な
資
料
（
以
下
「
資
料
」
と
い
う
。
）
を
一
般
公
衆
の
利

用
に
供
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

館
外
で
、
個
人
貸
出
、
団
体
貸
出
、
自
動
車
文
庫
の
巡
回
等
に
よ
り
資
料
を
一
般
公
衆
の
利
用

に
供
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

前
各
号
の
ほ
か
、
図
書
館
奉
仕
を
行
な
う
こ
と
。
 

（
入
館
制
限
）
 

第
４
条
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
管
理
者
（
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
入
館
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
 

(１
) 

公
の
秩
序
又
は
善
良
な
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

(２
) 

建
物
、
資
料
、
設
備
、
器
具
等
を
毀
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

(３
) 

管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
資
料
の
利
用
制
限
）
 

第
５
条
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
管
理
者
は
、
資
料
の
利
用
を
取
り
消
し
、
又

は
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(１
) 

資
料
を
亡
失
し
、
又
は
毀
損
し
、
若
し
く
は
返
却
を
怠
っ
た
と
き
。
 

(２
) 

資
料
を
転
貸
し
、
又
は
そ
の
利
用
の
権
利
を
譲
渡
し
た
と
き
。
 

(３
) 

前
２
号
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
賠
償
）
 

第
６
条
 
利
用
者
が
建
物
、
設
備
又
は
資
料
を
亡
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
原
状
に
回
復
し
、

又
は
そ
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）
 

第
７
条
 
図
書
館
の
管
理
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
24
4条

の
２
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
の
基
準
）
 

第
８
条
 
指
定
管
理
者
は
、
法
令
、
こ
の
条
例
、
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
そ
の
他
教
育
委
員
会
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
従
い
、
図
書
館
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
）
 

第
９
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
図
書
館
の
管
理
の
業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

図
書
館
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

第
３
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

前
２
号
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
業
務
 

（
図
書
館
協
議
会
）
 

第
10
条
 
図
書
館
法
第
14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
図
書
館
に
東
大
阪
市
図
書
館
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
。
）
を
置
く
。
 

２
 
協
議
会
の
委
員
（
以
下
「
委
員
」
と
い
う
。
）
は
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
関
係
者
、
家
庭
教
育

の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
並
び
に
学
識
経
験
の
あ
る
者
か
ら
教
育
委
員
会
が
任
命
す
る
。
 

３
 
委
員
の
定
数
は
、
15
人
以
内
と
す
る
。
 

４
 
委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
 

５
 
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
 

（
委
任
）
 

第
11
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
52
年
10
月
18
日
条
例
第
27
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
59
年
10
月
20
日
条
例
第
26
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

名
称
 

位
置
 

東
大
阪
市
立
花
園
図
書
館
 

東
大
阪
市
吉
田
四
丁
目
 

東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
 

東
大
阪
市
永
和
二
丁
目
 

東
大
阪
市
立
四
条
図
書
館
 

東
大
阪
市
南
四
条
町
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附
 
則
（
平
成
４
年
４
月
１
日
条
例
第
18
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
が
規
則

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
８
年
10
月
23
日
条
例
第
24
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
教
育
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
２
条
に
１
項
を
加
え

る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
24
年
３
月
30
日
条
例
第
４
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
24
年
９
月
21
日
条
例
第
28
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
教
育
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
平
成
25
年
教
育
委
員
会
規
則
第

13
号
で
平
成
24
年
12
月
22
日
か
ら
施
行
）
 

附
 
則
（
平
成
27
年
３
月
31
日
条
例
第
26
号
）
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
改
正
後
の
第
７
条
の
規
定
に
よ
る
図
書
館
の
管
理
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
そ
の
他
の
行
為

は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
東
大
阪
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に

関
す
る
条
例
（
平
成
25
年
東
大
阪
市
条
例
第
21
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

附
 
則
（
平
成
27
年
12
月
25
日
条
例
第
46
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

(１
) 

第
１
条
及
び
第
２
条
の
規
定
 
市
長
が
規
則
で
定
め
る
日
（
平
成
28
年
規
則
第
14
号
で
平
成
28

年
３
月
22
日
か
ら
施
行
）
 

(２
) 

第
３
条
の
規
定
 
教
育
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
日
（
平
成
28
年
教
育
委
員
会
規
則
第
13
号
で

平
成
28
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
）
 

附
 
則
（
平
成
31
年
３
月
29
日
条
例
第
17
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
教
育
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
令
和
２
年
教
委
規
則
第
11
号
で

令
和
２
年
５
月
22
日
か
ら
施
行
）
 

2



 

○
東
大
阪

市
教
育

委
員

会
事

務
分

掌
規

則
 

平
成
５
年
３
月
31
日
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

改
正
 

平
成
５
年
６
月
２
日
教
育
委
員
会
規
則
第
14
号
 

平
成
６
年
４
月
６
日
教
育
委
員
会
規
則
第
５
号
 

平
成
７
年
３
月
30
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

平
成
７
年
５
月
２
日
教
育
委
員
会
規
則
第
８
号
 

平
成
８
年
２
月
29
日
教
育
委
員
会
規
則
第
３
号
 

平
成
８
年
３
月
27
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

平
成
９
年
１
月
24
日
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
 

平
成
９
年
３
月
27
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

平
成
９
年
９
月
19
日
教
育
委
員
会
規
則
第
14
号
 

平
成
９
年
９
月
26
日
教
育
委
員
会
規
則
第
15
号
 

平
成
10
年
３
月
10
日
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
 

平
成
10
年
３
月
26
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

平
成
11
年
３
月
５
日
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
 

平
成
13
年
８
月
２
日
規
則
第
７
号
 

平
成
14
年
10
月
11
日
教
育
委
員
会
規
則
第
16
号
 

平
成
15
年
３
月
28
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

平
成
15
年
７
月
28
日
教
育
委
員
会
規
則
第
15
号
 

平
成
15
年
９
月
18
日
教
育
委
員
会
規
則
第
17
号
 

平
成
16
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
 

平
成
17
年
３
月
24
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

平
成
17
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第
10
号
 

平
成
18
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第
６
号
 

平
成
19
年
３
月
30
日
教
育
委
員
会
規
則
第
８
号
 

平
成
20
年
３
月
27
日
教
育
委
員
会
規
則
第
３
号
 

平
成
20
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第
８
号
 

平
成
21
年
３
月
23
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

平
成
22
年
３
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

平
成
23
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第

10
号
 

平
成
23
年
10
月
21
日
教
育
委
員
会
規
則
第

17
号
 

平
成
25
年
３
月
29
日
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
 

平
成
27
年
３
月
26
日
教
育
委
員
会
規
則
第
５
号
 

平
成
27
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第
９
号
 

平
成
27
年
10
月
21
日
教
育
委
員
会
規
則
第

21
号
 

平
成
28
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第
６
号
 

平
成
29
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

平
成
30
年
３
月
30
日
教
育
委
員
会
規
則
第
９
号
 

平
成
31
年
３
月
22
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

令
和
２
年
３
月
19
日
教
育
委
員
会
規
則
第
３
号
 

令
和
３
年
２
月
１
日
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
 

令
和
３
年
３
月
22
日
教
育
委
員
会
規
則
第
９
号
 

令
和
５
年
３
月
24
日
教
育
委
員
会
規
則
第

11
号
 

令
和
７
年
２
月
27
日
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
 

 

東
大
阪
市
教
育
委
員
会
事
務
分
掌
規
則
（
昭
和
5
8年

東
大
阪
市
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
全
部
を
改
正

す
る
。
 

（
略
）
 

第
１
章
 
事
務
局
 

（
趣
旨
）
 

第
１
条
 
こ
の
規
則
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
3
1年

法
律
第
1
62
号
）
第
1
7

条
第
２
項
及
び
第
33
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
事
務
局
（
以
下
「
事
務
局
」
と
い
う
。
）
及

び
学
校
以
外
の
教
育
機
関
の
内
部
組
織
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
内
部
組
織
）
 

第
２
条
 
事
務
局
に
次
の
部
、
室
及
び
課
を
置
く
。
 

教
育
政
策
室
 

 

施
設
整
備
室
 

 

学
校
教
育
部
 

学
校
教
育
推
進
室
 

人
権
教
育
室
 

学
事
課
 

教
職
員
課
 

学
校
給
食
課
 

高
等
学
校
課
 

社
会
教
育
部
 

社
会
教
育
課
 

青
少
年
教
育
課
 

（
事
務
局
の
事
務
分
掌
）
 

第
３
条
 
事
務
局
の
部
、
室
及
び
課
の
事
務
分
掌
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（
略
）
 

社
会
教
育
部
 

社
会
教
育
課
 

(
１
) 

生
涯
学
習
推
進
計
画
の
推
進
に
係
る
企
画
、
調
査
研
究
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
２
) 

生
涯
学
習
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
３
) 

社
会
教
育
の
総
合
企
画
、
調
整
、
調
査
研
究
及
び
資
料
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
４
) 

社
会
教
育
の
基
本
方
針
及
び
指
導
方
針
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
５
) 

社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
６
) 

社
会
教
育
事
業
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
７
) 

部
に
属
す
る
陳
情
、
要
望
及
び
請
願
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
８
) 

市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
９
) 

図
書
館
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
1
0)
 
他
の
課
の
主
管
に
属
し
な
い
こ
と
。
 

（
略

）
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○
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
施
行
規
則

 
昭
和

42
年
２
月

1
日
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
規
則
第

21
号

 

改
正
 

昭
和
49
年
８
月
27
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

昭
和
52
年
10
月
18
日
教
育
委
員
会
規
則
第
５
号
 

昭
和
54
年
３
月
29
日
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
 

昭
和
54
年
９
月
１
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

昭
和
55
年
８
月
28
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

昭
和
58
年
12
月
26
日
教
育
委
員
会
規
則
第
12
号
 

昭
和
59
年
10
月
28
日
教
育
委
員
会
規
則
第
３
号
 

平
成
元
年
11
月
８
日
教
育
委
員
会
規
則
第
９
号
 

平
成
２
年
11
月
７
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

平
成
４
年
６
月
３
日
教
育
委
員
会
規
則
第
９
号
 

平
成
５
年
４
月
20
日
教
育
委
員
会
規
則
第
11
号
 

平
成
８
年
12
月
４
日
教
育
委
員
会
規
則
第
13
号
 

平
成
13
年
１
月
５
日
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
 

平
成
15
年
３
月
28
日
教
育
委
員
会
規
則
第
６
号
 

平
成
15
年
６
月
19
日
教
育
委
員
会
規
則
第
14
号
 

平
成
16
年
９
月
29
日
教
育
委
員
会
規
則
第
６
号
 

平
成
20
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第
10
号
 

平
成
20
年
７
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
16
号
 

平
成
21
年
３
月
23
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

平
成
22
年
３
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
５
号
 

平
成
22
年
４
月
30
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

平
成
24
年
４
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
３
号
 

平
成
25
年
８
月
22
日
教
育
委
員
会
規
則
第
14
号
 

平
成
26
年
１
月
16
日
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
 

平
成
28
年
３
月
７
日
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
 

平
成
28
年
５
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
14
号
 

令
和
３
年
３
月
22
日
教
育
委
員
会
規
則
第
16
号
 

令
和
３
年
10
月
１
日
教
育
委
員
会
規
則
第
25
号
 

令
和
３
年
11
月
16
日
教
育
委
員
会
規
則
第
29
号
 

令
和
６
年
12
月
26
日
教
育
委
員
会
規
則
第
８
号
 

（
趣
旨
）
 

第
１
条
 
こ
の
規
則
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
（
昭
和
42
年
東
大
阪
市
条
例
第
73
号
。
以
下
「
条
例
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
分
室
）
 

第
２
条
 
東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
（
以
下
「
永
和
図
書
館
」
と
い
う
。
）
及
び
東
大
阪
市
立
四
条
図
書
館
（
以

下
「
四
条
図
書
館
」
と
い
う
。
）
に
分
室
を
設
け
、
名
称
及
び
位
置
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 

名
称

 
位
置

 

東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
大
蓮
分
室
（
以
下
「
大
蓮
分
室
」
と
い
う
。）

 
東
大
阪
市
大
蓮
北
４
丁
目

 

東
大
阪
市
立
四
条
図
書
館
石
切
分
室
（
以
下
「
石
切
分
室
」
と
い
う
。）

 
東
大
阪
市
北
石
切
町

 

 （
開
館
時
間
）
 

第
３
条
 
図
書
館
の
開
館
時
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時

間
と
す
る
。
た
だ
し
、
条
例
第
４
条
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が
特

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
時
間
を
延
長
し
、
又
は
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

(１
) 

東
大
阪
市
立
花
園
図
書
館
（
以
下
「
花
園
図
書
館
」
と
い
う
。
）
、
永
和
図
書
館
及
び
四
条
図
書
館
 

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
 

(２
) 

大
蓮
分
室
及
び
石
切
分
室
 
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
 

（
休
館
日
）
 

第
４
条
 
図
書
館
の
休
館
日
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
日
及
び
図
書
整
理
日
（
図
書
の
整
理
の
た
め
、
年
間
７
日

の
範
囲
内
で
指
定
管
理
者
が
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
定
め
る
日
を
い
う
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
指
定

管
理
者
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
変
更
し
、
又
は
臨
時
に
休

館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

名
称
 

休
館
日
 

花
園
図
書
館
 

火
曜
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23
年
法
律
第
17
8号

）
に
規
定

す
る
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と
い
う
。）

を
除
く
。）

 

四
条
図
書
館
 

月
曜
日
（
休
日
を
除
く
。）

 

大
蓮
分
室
及
び
石
切
分
室
 

指
定
管
理
者
が
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
定
め
る
日
 

 （
個
人
の
館
外
利
用
）
 

第
５
条
 
個
人
が
館
外
で
資
料
を
利
用
す
る
と
き
は
、
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
利
用
カ
ー
ド
は
利
用
申
込
書
に
よ
り
、
本
人
が
申
請
し
た
と
き
に
交
付
す
る
。
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３
 
館
外
で
資
料
を
利
用
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。
 

(１
) 

東
大
阪
市
民
 

(２
) 

東
大
阪
市
内
（
以
下
「
市
内
」
と
い
う
。
）
に
通
勤
又
は
通
学
す
る
者
 

(３
) 

八
尾
市
民
、
柏
原
市
民
、
大
東
市
民
、
大
阪
市
民
、
富
田
林
市
民
、
河
内
長
野
市
民
、
松
原
市
民
、

羽
曳
野
市
民
、
藤
井
寺
市
民
及
び
大
阪
狭
山
市
民
 

(４
) 

指
定
管
理
者
が
適
当
と
認
め
た
者
 

４
 
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

５
 
個
人
が
館
外
で
利
用
で
き
る
資
料
は
10
冊
以
内
と
し
、
利
用
期
間
は
２
週
間
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
指

定
管
理
者
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
冊
数
及
び
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
 
個
人
が
館
外
で
利
用
し
て
い
る
資
料
を
、
利
用
期
間
満
了
後
引
き
続
き
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特

に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
２
週
間
以
内
に
お
い
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
団
体
の
館
外
利
用
）
 

第
６
条
 
市
内
に
所
在
す
る
学
校
、
官
公
署
、
社
会
教
育
関
係
団
体
、
会
社
等
の
団
体
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
団
体
」
と
い
う
。
）
が
、
館
外
で
資
料
を
利
用
す
る
と
き
は
、
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

２
 
利
用
カ
ー
ド
は
利
用
申
込
書
に
よ
り
、
団
体
の
代
表
者
が
申
請
し
た
と
き
に
交
付
す
る
。
 

３
 
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

４
 
団
体
が
館
外
で
利
用
で
き
る
資
料
は
、
10
0冊

以
内
と
し
、
そ
の
利
用
期
間
は
、
２
月
間
と
す
る
。
た
だ
し
、

指
定
管
理
者
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
冊
数
及
び
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
団
体
が
館
外
で
利
用
す
る
資
料
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
団
体
の
代
表
者
が
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
と

す
る
。
 

６
 
指
定
管
理
者
は
、
資
料
の
館
外
利
用
し
て
い
る
団
体
に
対
し
、
そ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

（
家
庭
文
庫
及
び
地
域
文
庫
）
 

第
７
条
 
家
庭
文
庫
及
び
地
域
文
庫
（
以
下
「
文
庫
」
と
い
う
。
）
は
、
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
が
市
内
に
所
在

す
る
自
宅
そ
の
他
の
場
所
で
、
周
辺
の
児
童
又
は
幼
児
に
、
無
償
で
図
書
の
貸
出
や
そ
の
他
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
も
の
を
い
う
。
 

２
 
文
庫
が
館
外
で
資
料
を
利
用
す
る
と
き
は
、
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
利
用
カ
ー
ド
は
利
用
申
込
書
に
よ
り
、
文
庫
の
代
表
者
が
申
請
し
た
と
き
に
交
付
す
る
。
 

４
 
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

５
 
貸
出
冊
数
及
び
期
間
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

６
 
文
庫
が
館
外
で
利
用
す
る
資
料
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
庫
の
代
表
者
が
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
と

す
る
。
 

７
 
指
定
管
理
者
は
、
資
料
の
館
外
利
用
を
し
て
い
る
文
庫
に
対
し
、
そ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
自
動
車
文
庫
）
 

第
８
条
 
自
動
車
文
庫
は
、
市
内
を
自
動
車
に
よ
り
巡
回
し
、
資
料
の
貸
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

２
 
自
動
車
文
庫
の
巡
回
場
所
と
日
時
、
及
び
利
用
で
き
る
資
料
の
冊
数
と
期
間
は
、
指
定
管
理
者
が
教
育
委

員
会
の
承
認
を
得
て
、
定
め
る
。
 

（
予
約
等
）
 

第
９
条
 
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
図
書
館
所
蔵
の
資
料
に
つ
い
て
、
リ
ク
エ
ス
ト
（
予
約
）
カ

ー
ド
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
東
大
阪
市
民
お
よ
び
市
内
に
通
勤
又
は
通
学
す
る
者
は
、
図

書
館
に
所
蔵
し
て
い
な
い
資
料
の
利
用
を
希
望
す
る
申
込
み
を
リ
ク
エ
ス
ト
（
予
約
）
カ
ー
ド
に
よ
り
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
 

（
館
外
利
用
の
制
限
）
 

第
10
条
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
料
は
、
館
外
で
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(１
) 

貴
重
資
料
 

(２
) 

郷
土
資
料
 

(３
) 

各
種
の
辞
書
 

(４
) 

新
聞
及
び
雑
誌
 

(５
) 

前
各
号
の
ほ
か
指
定
管
理
者
が
指
定
す
る
資
料
 

（
利
用
期
間
中
に
お
け
る
資
料
の
返
納
）
 

第
11
条
 
指
定
管
理
者
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
利
用
期
間
中
に
あ
っ
て
も
、
資
料
を
返
却
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
指
定
管
理
者
へ
の
届
出
）
 

第
12
条
 
図
書
館
を
利
用
す
る
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
指
定

管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(１
) 

利
用
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
と
き
。
 

(２
) 

利
用
中
の
資
料
を
亡
失
又
は
毀
損
し
た
と
き
。
 

(３
) 

利
用
申
込
書
の
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。
 

２
 
前
項
第
１
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
利
用
カ
ー
ド
紛
失
届
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
資
料
の
寄
託
）
 

第
13
条
 
図
書
館
は
、
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
す
る
目
的
で
、
資
料
の
寄
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
寄
託
を
受
け
た
資
料
は
、
別
段
の
契
約
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
図
書
館
所
蔵
の
も
の
と
同
じ
取
扱
い
を
す

る
。
 

３
 
寄
託
を
受
け
た
資
料
が
、
火
災
、
盗
難
、
そ
の
他
不
可
抗
力
の
災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場
合
に
お
い

て
は
、
市
は
そ
の
責
を
負
わ
な
い
。
 

（
図
書
館
協
議
会
）
 

第
14
条
 
図
書
館
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
に
委
員
長
、
副
委
員
長
を
置
く
。
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２
 
委
員
長
、
副
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。
 

３
 
委
員
長
は
、
協
議
会
を
代
表
し
、
会
務
を
掌
理
す
る
。
 

４
 
副
委
員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
 

５
 
協
議
会
の
会
議
は
、
委
員
長
が
招
集
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
の
３
分
の
１
以
上
の
請
求
が
あ
る
場
合
は
、

臨
時
に
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
 
協
議
会
の
会
議
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

７
 
協
議
会
の
会
議
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
委
員
長

の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

（
会
議
の
特
例
）
 

第
15
条
 
委
員
長
は
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
協
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
は
、
委
員
に
議
案
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面
を
送
付
し
、

又
は
議
案
の
概
要
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
を
送
信
し
た
上
で
賛
否
そ
の
他
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
に
よ
り
協
議
会
の
会
議
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
条
第
６
項
及
び
第
７
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条

第
６
項
中
「
出
席
し
な
け
れ
ば
、
開
く
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
又
は
次
条
第
１
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録

に
よ
り
意
見
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
成
立
さ
せ
る
」
と
、
同
条
第
７
項
中
「
出
席
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
意

見
を
提
出
し
た
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

（
委
任
）
 

第
16
条
 
こ
の
規
則
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。
 

附
 
則
 

１
 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
条
例
第
10
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
後
最
初
の
協
議
会
の
招
集
及
び
委
員
長
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
お
け
る
協
議
会
の
運
営
は
、
教
育
委
員
会
が
行
う
。
 

 附
 
則
（
昭
和
49
年
８
月
27
日
教
委
規
則
第
７
号
抄
）
 

１
 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
52
年
10
月
18
日
教
委
規
則
第
５
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
54
年
３
月
29
日
教
委
規
則
第
２
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
昭
和
54
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
54
年
９
月
１
日
教
委
規
則
第
７
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 

附
 
則
（
昭
和
55
年
８
月
28
日
教
委
規
則
第
４
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
昭
和
55
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
58
年
12
月
26
日
教
委
規
則
第
12
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
59
年
10
月
28
日
教
委
規
則
第
３
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
昭
和
59
年
10
月
28
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
元
年
11
月
８
日
教
委
規
則
第
９
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
元
年
12
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
２
年
11
月
７
日
教
委
規
則
第
７
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
４
年
６
月
３
日
教
委
規
則
第
９
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
４
年
６
月
10
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

付
 
則
（
平
成
５
年
４
月
20
日
教
委
規
則
第
11
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
５
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
８
年
12
月
４
日
教
委
規
則
第
13
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
９
年
１
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
13
年
１
月
５
日
教
委
規
則
第
１
号
）
 

１
 
こ
の
規
則
は
、
平
成
13
年
１
月
６
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
施
行
規
則
第
５
条
第
１
項
又
は
第
８
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
借
出
券
（
大
蓮
分
室
及
び
石
切
分
室
に
お
い
て
交
付
し
た
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）

又
は
移
動
図
書
館
借
出
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
団
体
は
、
改
正
後
の
東
大
阪
市
立
図
書
館
条

例
施
行
規
則
第
５
条
第
２
項
又
は
第
６
条
第
２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
交
付
を
受
け
た
借
出
券
又
は
移

動
図
書
館
借
出
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

附
 
則
（
平
成
15
年
３
月
28
日
教
委
規
則
第
６
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
15
年
６
月
19
日
教
委
規
則
第
14
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
15
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
16
年
９
月
29
日
教
委
規
則
第
６
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
16
年
10
月
20
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
20
年
３
月
31
日
教
委
規
則
第
10
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
20
年
７
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
16
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
20
年
８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
21
年
３
月
23
日
教
委
規
則
第
７
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
 
則
（
平
成
22
年
３
月
17
日
教
委
規
則
第
５
号
）
 

改
正
 

平
成
22
年
４
月
30
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
22
年
４
月
30
日
教
委
規
則
第
７
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
24
年
４
月
17
日
教
委
規
則
第
３
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
25
年
８
月
22
日
教
委
規
則
第
14
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
25
年
12
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
26
年
１
月
16
日
教
委
規
則
第
１
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
28
年
３
月
７
日
教
委
規
則
第
２
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
28
年
５
月
17
日
教
委
規
則
第
14
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
28
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
令
和
３
年
３
月
22
日
教
委
規
則
第
16
号
）
 

１
 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
14
条
第
２
項
に
規
定
す
る
委
員
長
及
び
副
委
員
長
で
あ
る
者
の

委
員
長
及
び
副
委
員
長
と
し
て
の
任
期
は
、
条
例
第
10
条
第
２
項
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
委
員
と
し
て
の
任
期

の
末
日
ま
で
と
す
る
。
 

附
 
則
（
令
和
３
年
10
月
１
日
教
委
規
則
第
25
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
令
和
３
年
11
月
16
日
教
委
規
則
第
29
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
令
和
６
年
12
月
26
日
教
委
規
則
第
８
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
運
営
基
本
方

針
 

   
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
東
大
阪

市
立
図
書
館
は
、
住
み

や
す
い
社

会
を
つ

く
る
た
め

に
、
さ

ま
ざ
ま

な
情
報
を
収
集
、
提
供
す
る
場

と
し
て
、

 
市
民
と

と
も
に
成
長
し
、
人
々
の

広
く
多
様

な
要
望

に
応
え
る

図
書
館

サ
ー
ビ

ス
を
進
め
る
。

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
そ
の
た

め
に
次
の
こ
と
を
運
営

基
本
方
針

と
す
る

。
 

   
１

 
図
書
館
は
、
市
民
の
知
る
自
由
を
保
障
し
、
資
料
の
貸
出

、
提

供
を
し

ま
す
。

 

   
２

 
図
書
館
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
望

に
応
え
る
た
め
、
幅
広

い
分
野
の

資
料
や
 

情
報
を
収
集
・

整
理
し
、
保
存
し

ま
す
。
 

   
３

 
図
書
館
は
、

市
民
が
豊
か
な
生

活
を
お
く
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま

な
機
会
 

と
場
所

を
提
供
し
ま
す
。
 

   
４

 
図
書
館
は
、
地
域
や
関
係
団
体
、
学
校
園
等
と
幅
広
い
連

携
・
交
流
を

深
め
、

 

開
か
れ
た
図
書

館
活
動
を
進
め
ま

す
。
 

 

 
５
 
図
書
館
は
、
人
権

を
尊
重
し

、
図

書
館
の

利
用
に
関

す
る

秘
密

を
守
り

ま
す
。

 

   
６
 
図
書
館
は
、
市
民
が
身
近

で
、
い

つ
で
も
・

ど
こ
で
も

・
だ
れ
で
も
利
用
 

で
き

る
図
書

館
網
を

市
民
と
と

も
に
創
り
ま

す
。
 

   
７
 
図
書
館
員
は
、
不
断
の
研

修
に
務

め
、
そ
の

自
覚
と
責

任
を
も
っ
て
奉
仕
 

活
動
を
行
い
ま
す
。
 

   
 
 
こ
の
方
針
は
、
平
成
１
７

年
２
月

１
０
日
よ

り
施
行
す

る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
資
料
収
集
方

針
 

  １
 

目
的
 

 
 

こ
の
方
針
は
、「

東
大
阪

市
立
図
書
館
運

営
基
本
方
針
」
に
基
づ
き

、
 

資
料
の
収
集
お
よ
び
選
定
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
指

針
を
定
め

、
図
書
 

館
員
の
共
通
の
理
解
の
も
と
に
、
将

来
に
わ
た
っ
て

よ
り
充
実

し
た
蔵
 

書
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

。
 

 ２
 

基
本
的
な
考
え

方
 

（
１

）
図
書
館
の
任

務
 

 
 

 
東
大
阪
市
立

図
書
館
は
、
基
本

的
人
権
の
ひ
と
つ
と
し

て
知
る
自
 

由
を
も

つ
市
民
に
、
資
料
と
施
設
を
提
供

す
る
こ
と
を
も
っ
と

も
重
 

要
な
任

務
と
す
る
。
 

（
２

）
収
集
す
る
資

料
の
範
囲
 

 
 

 
図
書
館
法
に

基
づ
く
公
立
図
書

館
の
役
割
と
し
て
、
す

べ
て
の
市
 

民
の
「

教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
に
資
す
る

」
た
 

め
に
、

図
書
、
記
録
、
視
聴
覚
資
料
、
電

子
資
料
そ
の
他
必
要

な
資
 

料
お
よ

び
情
報
を
収
集
す
る
。
 

（
３

）
地
域
特
性
に

そ
っ
た
蔵
書
構
成

 

 
 

 
資
料
の
収
集

に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
図
書
館
に
対
す

る
期
待
と
 

要
望
に

沿
っ
た
資
料
提
供
を
前
提
と
し
、

地
域
社
会
の
状
況
や

住
民
 

ニ
ー
ズ

を
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
、
組
織

的
、
系
統
的
に
行
う

。
 

（
４

）
公
開
と
協
力
 

 
 

 
市
民
の
図
書

館
に
対
す
る
関
心

に
応
え
る
た
め
、
こ
の

方
針
は
広
 

く
市
民

に
公
開
し
、
批
判
と
協
力
を
得
る

よ
う
に
努
め
る
。
 

 ３
 

資
料
収
集
の
種

類
 

（
１

）
図
書
 

＜
一
般

書
、
児
童
書
、
絵
本
、
参
考
図
書

、
外
国
語
資
料
な
ど

＞
 

（
２

）
逐
次
刊
行
物
 

＜
新
聞

、
雑
誌
な
ど
＞
 

（
３

）
郷
土
・
行
政

資
料
 

＜
地
方

出
版
物
、
官
公
庁
出
版
物
、
地
域

資
料
な
ど
＞
 

 

  （
４

）
視
聴

覚
資
料
 

＜
ビ
デ

オ
、

Ｃ
Ｄ
な
ど

＞
 

（
５

）
障
害

者
サ
ー

ビ
ス
用
資

料
 

＜
録
音

図
書

、
点
字
図

書
、
大
活
字

本
な

ど
＞
 

（
６

）
電
子

資
料
 

＜
Ｃ
Ｄ

－
Ｒ

Ｏ
Ｍ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
オ
ン

ラ
イ

ン
･
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

な
ど
＞
 

（
７

）
そ
の

他
 

 ４
 

収
集
の

基
本
姿

勢
 

 
 

図
書
館

は
市
民

の
知
る
自

由
を
保
障
す

る
機

関
と
し
て
、
次

の
点

に
 

留
意
し

て
資
料

収
集
を
行
う
。
 

（
１

）
多
様

な
、
対

立
す
る
意

見
の
あ
る
問

題
に

つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ

れ
 

の
観
点

に
立

つ
資
料
を

幅
広
く
収
集

す
る

。
 

（
２

）
著
者

の
思
想

的
・
宗
教

的
・
政
治
的

立
場

に
と
ら
わ
れ
て

、
そ

の
 

著
作
を

排
除

す
る
こ
と

は
し
な
い
。
 

（
３

）
図
書

館
員
の

個
人
的
な

関
心
や
好
み

に
よ

っ
て
恣
意
的
に

選
択

し
 

な
い
。
 

（
４

）
個
人

・
組
織

・
団
体
等

か
ら
の
圧
力

や
干

渉
に
よ
っ
て
収

集
の

自
 

由
を
放

棄
し

た
り
、
紛

糾
を
怖
れ
て

自
己

規
制
を

し
な
い
。
 

（
５

）
寄
贈

資
料
の

受
入
れ
に

あ
た
っ
て
も

こ
の

基
本
姿
勢
は
変

わ
ら

な
 

い
。
 

 
 

こ
の
よ

う
に
収

集
し
た
図

書
館
資
料
が

、
ど

の
よ
う
な
思
想

や
主

張
 

を
持
っ

て
い
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は

図
書

館
お
よ

び
図
書
館
員
が
支
持
 

す
る
こ

と
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
 

 ５
 

組
織
と

責
任
 

 
 

資
料
の

収
集
に

あ
た
っ
て

は
、
図
書
館

員
か

ら
な
る
選
書
会

議
で

、
 

合
議
に

よ
っ
て

選
定
す
る
。
 

 
 

図
書
館

長
は
、

そ
の
判
断

を
尊
重
し
、

資
料

の
収
集
お
よ
び

提
供

に
 

つ
い
て

責
任
を

負
う
。
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６
 

蔵
書
の
更
新
と

除
籍
 

 
 

図
書
館
は
、
常

に
魅
力
的
で
関
心

を
呼
び
起
こ
す
蔵
書
と

す
る
た
め
 

に
、
適
切
な
資
料
の
更
新
お
よ
び
除

籍
を
行
な
う
。

ま
た
、
将

来
に
も
 

利
用
が
見
込
ま
れ
る
資
料
、
他
に
類

書
が
見
当
た
ら

な
い
資
料

な
ど
価
 

値
の
高
い
も
の
は
 
複
製
本
を
作
成

す
る
な
ど
保
存

に
努
め
る

。
 

 
 

除
籍
に
つ
い
て

の
基
準
は
、
別
に

定
め
る
。
 

 ７
 

図
書
館
シ
ス
テ

ム
と
相
互
協
力
 

 
 

図
書
館
資
料
の

収
集
と
提
供
は
、

地
域
館
、
分
室
、
移
動

図
書
館
な
 

ど
の
効
果
的
な
運
用
と
充
実
に
よ
っ

て
実
現
し
、
そ

の
た
め
に

幅
広
い
 

資
料
要
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
各
分

野
に
わ
た
っ
て

収
集
す
る

。
ま
た

、
 

必
要
に
応
じ
て
他
の
サ
ー
ビ
ス
機
関

や
図
書
館
間
の

相
互
協
力

に
よ
っ
 

て
資
料
や
情
報
の
不
足
を
補
う
よ
う

に
努
め
る
。
 

 ８
 

市
民
の
意
見
の

反
映
と
尊
重
 

 
 

図
書
館
は
、
常

に
利
用
者
と
の
対

話
や
資
料
案
内
、
レ
フ

ァ
レ
ン
ス

、
 

予
約
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、

そ
の
要
望
を
把

握
し
、
資

料
収
集
 

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

 
 

ま
た
、
市
民
や

利
用
者
か
ら
の
蔵

書
に
つ
い
て
の
要
望
や

意
見
は
、
 

図
書
館
へ
の
意
思
と
し
て
充
分
に
尊

重
す
る
。
 

 ９
 

そ
の
他
 

 
 

収
集
す
る
資
料

の
選
書
基
準
は
、

別
に
定
め
る
。
 

 
 

こ
の
方
針
は
、

市
民
の
利
用
状
況

、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

進
展
お
よ
 

び
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
必
要
が
生

じ
れ
ば
改
訂
し

、
市
民
の

理
解
を
 

求
め
て
い
く
。
 

 
こ

の
収
集
方
針
は
、
平
成
１
７
年
２

月
１
０
日
か
ら

施
行
す
る

。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
選
書
基
準

 

 

東
大
阪
市
立
図
書
館
資
料

収
集
方

針
に
則

り
、
資
料
選
択
の
際
の

具
体
的
な
 

選
書
基
準

を
、
以

下
の
と

お
り
定
め
る
。
 

 Ⅰ
 
総
則
 

 １
．
す
べ
て
の
分

野
に
わ

た
っ
て

、
入
門
書
、
概
説
書
、
啓
蒙
書

、
実
務

的
な
資
料
か
ら
 

学
術
的
な

専
門
書
ま
で
、
網
羅
的
に
収
集

す
る
。

極
め
て

高
度
な
専
門
書
に
つ
い

て
は
、
 

よ
く
吟
味

し
、
必
要
な
も
の
を
収
集
す
る

。
 

２
．
意
見
の
分
か

れ
る
分

野
に
つ

い
て
は
、
主
要
な
資
料
だ
け
で

な
く
、

多
種
多
様
な
意
 

見
を
反
映

で
き
る

よ
う
に

収
集
す
る
。
 

３
．
新
し
い
事
象

・
技
術

・
流
行

な
ど
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
変

化
・
要

請
を
考
慮
し
な
 

が
ら
収
集

す
る
。
 

 Ⅱ
 
一
般
書
 

 １
．
市
民
の
関
心

が
高
く

利
用
の

多
い
文
芸
書
・
教
養
書
・
実
用

書
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
 

ン
関
係
の

資
料
を

中
心
と

し
、
収
集
す
る
。
 

２
．
市
民
の
日
常

生
活
に

役
立
ち

、
学
習
・
調
査
研
究
に
応
じ
ら

れ
る
よ

う
に
幅
広
く
収
 

集
す
る
。
 

３
．
参
考
資
料
は

、
市
民

生
活
に

関
連
が
深
く
、
日
常
生
活
に
役

立
つ
資

料
及
び
学
習
・
 

調
査
研
究

に
必
要

な
資
料

を
中
心
に
、
改
訂
等
最

新
の
情

報
を
提

供
す
る
よ
う
注
意
し
、
 

各
分
野
に

わ
た
り

体
系
的

に
収
集
す
る
。
 

ま
た
、
利
用
し
や
す
く
ハ

ン
デ
ィ

な
参
考

図
書
に
つ
い
て
は
貸
出

用
と
し
て
も
収
集
 

し
、
年
鑑

・
白
書

類
は
、

継
続
的
に
収
集
す
る
。
 

４
．
外
国
語
資
料

は
、
西

洋
東
洋

を
問
わ
ず
様
々
な
言
語
に
留
意

し
、
利

用
者
の
要
望
・
 

地
域
の
実

態
等
に

即
し
て

収
集
す
る
。
 

（
１
）
各
国
の
言

語
で
記

述
さ
れ

た
教
養
、
趣
味
、
娯
楽
、
文
学

を
中
心

と
す
る
各
分
野
 

か
ら
選
択

し
て
収

集
す
る

。
 

（
２
）
地
域
の
実

態
に
そ

く
し
た

多
文
化
サ
ー
ビ
ス
に
も
応
え
ら

れ
る
よ

う
児
童
書
か
ら
 

 
一
般
書
ま
で
幅

広
く
収

集
す
る

。
ま
た
、
姉
妹
・
友
好
都
市
に

関
す
る

資
料
に
留
意
し
 

て
収
集
す

る
。
 

（
３
）
参
考
調
査

や
ク
イ

ッ
ク
・

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
必
要
な
各
言

語
で
書

か
れ
た
資
料
を
 

収
集
す
る

。
 

（
４
）
外
国
人
向

け
に
書

か
れ
た

、
日
本
を
紹
介
す
る
資
料
を
収

集
す
る

。
 

   ５
．「

日
本
十
進
分
類
法
」
（
別
紙

：「
第
１
次

区
分
表
」）

に
基
づ

く
留
意
点
は
、

以
下
の
 

と
お
り
で
あ
る
。
 

 

＜
０
類
 
総
記
：

図
書
館
、
百
科

辞
典
、
逐
次
刊

行
物
、

ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
＞
 

ａ
．
図
書
館
、
書
誌
学

、
読
書
指

導
、
著
作
権
、
出
版

、
博
物
館

等
に
関

す
る
資

料
は
、
 

幅
広
く
収
集
す
る
。
 

ｂ
．
情
報
科
学
に

関
す
る
資
料
は

、
技
術

の
進
展

に
あ
わ
せ
、
基

本
的
な

技
術
書
・
 

 
概
説
書
を
中
心

と
し
、
必
要
に

応
じ
て

専
門
書

も
収
集
す
る
。
 

 
 
ｃ
．
東
大
阪
市
立
図
書
館
や

近
隣
の

図
書
館

及
び
類

縁
機
関

が
発
行

し
た
も
の
は
、
 

 
 
 
積
極
的
に
収
集
す
る
。
 

 
 
ｄ
．
逐
次
刊
行
物
と
し
て
発

行
さ
れ

た
資
料

で
も
必

要
に
応

じ
て
図

書
と
し
て
収
集
 

 
 
 
保
存
す
る
。
 

 
 
ｅ
．
百
科
事
典
類
は
、
基
本

的
な
参

考
図
書

と
し
て

、
最
新

の
資
料

を
収
集
す
る
。
 

 
 
ｆ
．
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

等
に
つ

い
て
は

、
そ
の

利
用
に

つ
い
て
検
討
し
 

 
 
 
て
い
く
。
 

 

＜
１
類
 
哲
学
：
哲
学
、

心
理
学
、
倫
理

学
、
宗

教
＞
 

ａ
．
哲
学
、
心
理

学
、
倫
理
学
、

宗
教
な

ど
の
各

分
野
に
関
す
る

基
本
的

な
資
料
を
、
 

古
典
か
ら
現
代
ま
で
、
広

く
収
集

す
る
。
 

ｂ
．
他
の
学
問
と

隣
接
す
る
学
際

的
分
野

や
影
響

を
与
え
る
分
野

に
つ
い

て
は
、
入
 

 
門
書
か
ら
概
説

書
・
専
門
書
ま

で
幅
広

く
収
集

す
る
。
 

ｃ
．
各
分
野
の
主

要
な
叢
書
類
や

辞
典
・

事
典
・

図
鑑
類
は
、
幅

広
く
収

集
す
る
。
 

 
 
ｄ
．
異
な
る
意
見
や
対
立
す

る
観
点

の
あ
る

分
野
は

、
偏
ら

な
い
よ

う
に
収
集
す
る

。
 

 

＜
２
類
 
歴
史
：

歴
史
、
伝
記
、

地
理
＞
 

ａ
．
歴
史
、
地
理

な
ど
各
分
野
の

基
本
図

書
を
収

集
す
る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に

書
か
れ
た
読
み

物
や
入

門
書
か

ら
概
説
書
・
専

門
書
ま

で
多
様
な
 

 
レ
ベ
ル
や
観
点

の
資
料
を
収
集

す
る
。
 

ｃ
．
日
本
史
は
、
通
史
・
地
方
史
・
時
代
史
な

ど
を
県

別
・
地
方
別
に
幅
広
く
収

集
し
、
 

近
隣
府
県
の
資
料
も
重
点

的
に
収

集
す
る

。
 

ｄ
．
世
界
史
は
、

通
史
・
各
国
史

・
時
代

史
な
ど

を
幅
広
く
収
集

し
、
特

に
出
版
量
 

の
少
な
い
国
や
地
域
に
留

意
す
る

。
 

ｅ
．
伝
記
は
、
日

本
人
、
外
国
人

と
も
、

年
代
を

問
わ
ず
幅
広
く

収
集
す

る
。
 

ｆ
．
日
本
・
世
界

各
国
の
地
理
・

地
誌
は

、
幅
広

く
収
集
し
、
新

し
い
情

報
を
提
供
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す
る
よ
う
努
め
る

。
 

ｇ
．
旅
行
書
・
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
等

は
、
最

新
の
内
容
を
提
供
す
る

よ
う
努
め
る
。
 

ｈ
．
各
分
野
の
主
要
な
叢

書
類
や

辞
典
・

事
典
・
図
鑑
類
は
、
幅

広
く
収
集
す
る
。
 

 

＜
３
類
 

社
会
科

学
：
政

治
、
法
律
、
経
済
、
社

会
、
教

育
、
国

防
＞
 

ａ
．
政
治
、
法
律
、
経
済

、
統
計

、
社
会

、
教
育
、
風
俗
習
慣
、

国
防
な
ど
各
分
野
 

の
基
本
図
書
を
収

集
す
る

。
 

ｂ
．
一
般
向
け

に
書
か

れ
た
読
み

物
や
入

門
書
か

ら
概
説
書
・
専
門
書
ま
で
収
集
す
る
。
 

ｃ
．
各
分
野
の
理
論
書
は

、
古
典

か
ら
現

代
の
幅
広
く
多
様
な
観

点
の
資
料
を
収
集
 

す
る
。
 

ｄ
．
日
常
生
活
や
実
務
に

必
要
な

実
用
書

は
、
新
し
い
資
料
を
積

極
的
に
収
集
す
る
。
 

ｅ
．
社
会
科
学
は
、
時
代

性
と
密

接
に
関

わ
り
多
様
な
観
点
や
意

見
に
立
つ
資
料
が
 

多
い
の
で
、
古
典

的
主
題

か
ら
今

日
的
主
題
を
扱
っ
た
資

料
も
収

集
す
る
。
 

 
 
ｆ
．
法
律
、

統
計
に

関
係
す

る
資
料
は
、
新
し
い
内
容
を
保

持
し
、

最
新
の
情
報
を
 

提
供
す
る
よ
う
努

め
る
。
 

 
 
ｇ
．
社
会
福

祉
は
、

市
民
の

生
活
に
密
接
に
関
わ
る
分
野
な

の
で
、

幅
広
く
収
集
し

、
 

新
し
い
情
報
を
提

供
す
る

よ
う
努

め
る
。
 

 
 
ｈ
．
教
育
は

、
市
民

の
関
心

の
高
い
分
野
な
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
観

点
の
資
料
を
積
 

極
的
に
収
集
す
る

。
ま
た

、
学
校

教
育
関
係
だ
け
で
な
く

、
今
日

的
な
生
涯
学
習
 

に
役
立
つ
資
料
も

積
極
的

に
収
集

す
る
。
 

ｉ
．
各
分
野
の
主
要
な
叢

書
類
や

辞
典
・

事
典
・
図
鑑
類
は
、
幅

広
く
収
集
す
る
。
 

 

＜
４
類
 

自
然
科
学
：
数
学
、
物

理
、
化

学
、
生

物
学
、
医
学
、
薬
学
＞
 

ａ
．
数
学

、
物
理

、
化
学

、
地
球
科
学
、

生
物
学

、
医
学

な
ど
各
分
野
の
基
本
図
書
 

を
収
集
す

る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に
書
か
れ

た
読
み

物
や
入

門
書
か
ら
概
説
書
・
専

門
書
ま
で
を
主
な
 

収
集
の
範
囲
と
し

、
高
度

の
専
門

書
は
必
要
に
応
じ
て
収

集
す
る

。
 

ｃ
．
自
然
科
学
は
、
専
門

化
細
分

化
す
る

分
野
な
の
で
、
わ
か
り

や
す
く
書
か
れ
た
 

資
料
を
中
心
に
収

集
す
る

。
 

 
 
ｄ
．
自
然
科

学
は
、

そ
の
進

歩
と
変
化
の
激
し
い
分
野
な
の

で
、
最

新
の
情
報
を
常
 

に
提
供
で
き
る
よ

う
、
資

料
の
更

新
を
は
か
る
。
 

ｅ
．
医
学
は
、
日
常
生
活

に
密
着

し
関
心

の
高
い
分
野
な
の
で
、

幅
広
く
収
集
し
、
 

最
新
の
情
報
を
提

供
す
る

よ
う
努

め
る
。
 

ｆ
．
各
分
野
の
主
要
な
叢

書
類
・

辞
典
・

事
典
・
図
鑑
類
は
、
幅

広
く
収
集
す
る
。
 

ｇ
．
天
変
地
異
や
地
震
な

ど
、
市

民
生
活

に
関
わ
り
の
あ
る
東
大

阪
市
や
近
隣
地
域
 

の
資
料
は
、
収
集
す
る
よ

う
努
め

る
。
 

 

＜
５
類
 
技
術
：

工
学
、
建
築
、

工
業
、
家
政
学

＞
 

ａ
．
建
築
、
土
木

、
機
械
、
電
気

工
学
、

工
業
、

家
政
学
な
ど
各

分
野
の

基
本
図
書
 

 
を
収
集
す
る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に

書
か
れ
た
読
み

物
や
入

門
書
か

ら
概
説
書
・
専

門
書
ま

で
を
主
な
 

 
収
集
の
範
囲
と

し
、
高
度
の
専

門
書
は

必
要
に

応
じ
て
収
集
す

る
。
 

ｃ
．
住
宅
・
イ
ン

テ
リ
ア
、
家
政

学
・
生

活
科
学

の
分
野
は
、
日

常
生
活

に
役
立
つ
 

 
資
料
を
積
極
的

に
収
集
す
る
。
 

 
 
ｄ
．
ゴ
ミ
問
題
や
公
害
・
自

然
保
護

な
ど
の

環
境
問

題
や
原

子
力
に

つ
い
て
は
、
特
 

 
 
 
に
市
民
の
関
心
も
高
い
の

で
、
様

々
な
観

点
に
留

意
し
積

極
的
に

収
集
す
る
。
 

 
ｅ
．
通
信
や
情

報
技
術
に
関
す

る
資
料
は
、
特

に
技
術

の
進
展

が
著
し
く
専
門

化
す
 

 
 
る
分
野
な
の

で
、
わ
か
り
や

す
く
書
か
れ
た

資
料
か

ら
専
門

的
な
も
の
ま
で

収
集
 

し
、
最
新
の
情
報
を
提
供

す
る
よ

う
留
意

す
る
。
 

ｆ
．
各
分
野
の
辞

典
・
事
典
・
図

鑑
類
は

、
幅
広

く
収
集
す
る
。
 

ｇ
．『

Ｊ
Ｉ
Ｓ
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』

に
つ
い

て
は
、

地
域
の
要
望
に

応
じ
ら

れ
る
よ
う
、
 

 
特
に
最
新
情
報

の
更
新
に
努
め

る
。
 

 ＜
６
類
 
産
業
：

農
林
水
産
業
、

商
業
、
運
輸
、

通
信
＞
 

ａ
．
農
林
水
産
業

、
商
業
、
運
輸

、
交
通

、
通
信

な
ど
各
分
野
の

基
本
図

書
を
収
集
 

 
す
る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に

書
か
れ
た
読
み

物
や
入

門
書
か

ら
概
説
書
・
専

門
書
ま

で
を
主
な
 

 
収
集
の
範
囲
と

し
、
高
度
の
専

門
書
は

必
要
に

応
じ
て
収
集
す

る
。
 

ｃ
．
産
業
は
、
専

門
化
す
る
分
野

な
の
で

、
新
し

い
動
向
に
留
意

し
、
わ

か
り
や
す
 

 
く
書
か
れ
た
図

書
を
中
心
に
収

集
す
る

。
 

ｄ
．
園
芸
・
ペ
ッ

ト
な
ど
の
分
野

は
、
趣

味
や
実

用
に
役
立
つ
資

料
を
幅

広
く
収
集
 

 
す
る
。
 

 
 
ｅ
．
通
信
分
野
に
つ
い
て
は

、
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
技
術

と
の
関

連
に
、

特
に
留
意
す
る

。
 

ｆ
．
各
分
野
の
辞

典
・
事
典
・
図

鑑
類
は

、
幅
広

く
収
集
す
る
。
 

 

＜
７
類
 
芸
術
：

美
術
、
音
楽
、

演
劇
、
ス
ポ
ー

ツ
、
娯

楽
＞
 

ａ
．
美
術
工
芸
、

音
楽
、
演
劇
、

ス
ポ
ー

ツ
、
諸

芸
、
娯
楽
な
ど

の
各
分

野
の
基
本
 

 
図
書
を
収
集
す

る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に
書
か
れ
た
読
み

物
や
入
門
書
か

ら
概
説

書
・
専

門
書
ま

で
収
集

す
る
。

 

ｃ
．
芸
術
は
、
教

養
・
趣
味
・
娯

楽
に
役

立
ち
、

暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る

資
料
を
中
 

心
に
収
集
し
、
時
事
性
や

 
流
行

に
も
留

意
す
る
。
 

ｄ
．
美
術
、
音
楽

、
演
劇
の
分
野

は
、
西

洋
東
洋

を
問
わ
ず
、
鑑

賞
・
制

作
・
評
論
・
 

研
究
に
役
立
つ
資
料
を
収

集
す
る

。
 

ｅ
．
全
集
・
叢
書

・
写
真
集
・
名

品
集
な

ど
も
収

集
し
、
特
に
各

分
野
で

紹
介
さ
れ
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る
こ
と
の
少
な
い

国
や
地

域
に
留

意
す
る
。
ま
た
、
芸
術

へ
の
理

解
を
深
め
る
資
 

料
は
、
高
価
で
も

収
集
に

努
め
る

。
 

ｆ
．
各
分
野
の
辞
典
・
事

典
・
図

鑑
類
は

、
幅
広
く
収
集
す
る
。
 

ｇ
．
市
内
の
類
縁
機
関
な

ど
の
収

蔵
目
録

、
図
録
な
ど
は
、
機
会

を
と
ら
え
て
収
集
 

す
る
。
 

 
 
ｈ
．
芸
術
は

、
個
人

の
判
断

基
準
の
相
違
が
著
し
い
分
野
な

の
で
、

特
に
恣
意
的
に
 

な
ら
な
い
よ
う
注

意
す
る

。
 

 

＜
８
類
 

言
語
：

言
語
、

言
語
学
＞
 

ａ
．
言
語
に
関
す
る
理
論

や
日
本

語
・
英

語
・
中
国
語
・
ハ
ン
グ

ル
な
ど
の
各
言
語
 

の
基
本
図
書
を
収

集
す
る

。
 

ｂ
．
日
本
語
に
つ

い
て

は
、
国
語
学
・
文
法
・
方
言
・
語
源
な

ど
入

門
書

か
ら
概

説
書

・
 

専
門
書
ま
で
を
収

集
す
る

。
 

 
 
ｃ
．
外
国
人

の
日
本

語
学
習

の
た
め
の
資
料
や
原
語
で
書
か

れ
た
資

料
を
積
極
的
に
 

収
集
す
る
。
 

ｄ
．
世
界
の
言
語
に
つ
い

て
は
、

入
門
書

か
ら
概
説
書
ま
で
を
収

集
し
、
英
語
・
中
 

国
語
・
ハ
ン
グ
ル

な
ど
広

く
学
習

さ
れ
て
い
る
言
語
に
つ

い
て
は

、
入
門
書
か
ら
 

概
説
書
・
専
門
書

ま
で
を

収
集
す

る
。
 

 
 
ｅ
．
出
版
量

の
少
な

い
言
語

に
つ
い
て
は
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
留

意
す
る
。
 

ｆ
．
各
言
語
の
辞
典
は
、

幅
広
く

収
集
す

る
。
 

 

＜
９
類
 

文
学
＞
 

ａ
．
日
本
の
小
説
、
随
筆

、
詩
歌

、
作
品

集
、
評
論
、
研
究
書
な

ど
に
つ
い
て
は
、
 

古
典
か
ら
現
代
文

学
ま
で

幅
広
く

収
集
し
、
理
論
や
評
論

な
ど
は

研
究
動
向
に
も
 

留
意
す
る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に
書
か
れ

た
読
み

物
や
入

門
書
か
ら
概
説
書
・
注

釈
書
・
専
門
書
ま
 

で
収
集
す
る
。
 

ｃ
．
日
本
文
学
は
、
最
も

利
用
の

多
い
分

野
で
あ
り
、
各
ジ
ャ
ン

ル
に
わ
た
っ
て
幅
 

広
く
収
集
す
る
。
 

ｄ
．
外
国
文
学
も
日
本
文

学
に
準

ず
る
。
 

ｅ
．
外
国
文
学
に
つ
い
て

は
、
同

じ
作
品

で
も
翻
訳
の
違
い
に
注

意
し
、
ま
た
、
比
 

較
的
出
版
点
数
の

少
な
く

紹
介
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
国
に

つ
い
て

も
留
意
し
て
収
 

集
す
る
。
 

ｆ
．
文
庫
や
新
書
な
ど
で

し
か
出

版
さ
れ

な
い
作
品
も
多
い
の
で

、
特
に
留
意
す
る
。
 

 
 
ｇ
．
受
賞
作

品
に
つ

い
て
は

、
収
集
す
る
よ
う
努
め
る
。
 

 
 
ｈ
．
作
品
集

・
全
集

・
選
集

な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
す

る
。
 

ｉ
．
児
童
文
学
に
関
す
る

研
究
書

は
、
幅

広
く
収
集
す
る
。
 

ｊ
．
各
分
野
の
辞

典
・
事
典
は
、

幅
広
く

収
集
す

る
。
 

 

Ⅲ
 
児
童
書
 

  
 
子
供
時
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
本

に
出
会

う
こ
と

は
、
感

性
を
磨

き
、
表

現
力
や
創
造
力
 

 
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
現
在
及

び
将
来

に
わ
た

っ
て
生

き
る
力

を
身
に

付
け
て
い
く
上
 

 
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る

。
 

 
こ
の
認
識
の
も

と
に
、
図
書
館

は
す
べ
て
の
子

供
が
適

切
な
時

期
に
、
適
切
な

本
の
 

楽
し
み
と
出
会
え

る
よ
う
な
環
境

を
整
備
す
る
た

め
に
、

子
供
の

意
見
を
尊
重
し

、
次
 

の
よ
う
な
基
準
に

し
た
が
い
、
資

料
の
収
集
に
努

め
る
。
 

 １
．
児
童
書
は
、
概
ね
一
般
資
料

に
準
ず

る
が
、

子
供
の

読
書
要

求
・
学

習
要
求
に
応
じ
 

 
ら
れ
る
よ
う
に
留
意
し
、
幅
広

い
分
野

に
わ
た

り
収
集

す
る
。
 

２
．
原
則
と
し
て
子
供
向
け
と
し

て
出
版

さ
れ
た

資
料
を

収
集
す

る
。
大

人
向
け
の
資
料
 

 
で
あ
っ
て
も
、
子
供
が
関
心
を

持
っ
て

読
む
こ

と
の
で

き
る
も

の
は
収

集
す
る
。
 

３
．
参
考
図
書
は
、
学
習
・
調
査

に
役
立

つ
も
の

を
中
心

と
し
、

網
羅
的

、
体
系
的
に
収
 

 
集
す
る
。
 

４
．
絵
本
は
、
子
供
の
知
的
・
情

緒
的
経

験
を
広

げ
、
想

像
力
を

豊
か
に

養
う
も
の
を
中
 

 
心
に
、
幅
広
く
収
集
す
る
。
 

（
１
）
表
現
が
豊
か
で
子
供
の
想

像
力
・

空
想
力

を
養
う

も
の
で

あ
る
こ

と
 

（
２
）
絵
と
文
が
調
和
し
て
い
る

こ
と
 

（
３
）
知
識
絵
本
は
、
正
確
な
知

識
に
基

づ
き
、

内
容
を

的
確
に

表
現
し

て
い
る
こ
と
 

５
．
外
国
絵
本
・
外
国
文
学
は
、

翻
訳
の

違
い
に

も
注
意

し
幅
広

く
収
集

す
る
。
ま
た
、
 

 
比
較
的
出
版
点
数
が
少
な
く
紹

介
さ
れ

る
こ
と

の
な
い

国
の
も

の
に
も

留
意
す
る
。
 

６
．
昔
話
・
伝
説
・
神
話
は
、
文

学
・
物

語
の
原

点
と
し

て
位
置

付
け
、

各
国
各
地
方
に
 

 
わ
た
っ
て
幅
広
く
収
集
す
る
。
 

７
．
児
童
書
は
、
特
に
図
書
と
の

出
会
い

を
重
視

し
、
利

用
状
況

に
見
合

っ
た
複
本
を
準
 

 
備
す
る
。
 

８
．
図
版
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
な

ど
の
入

っ
た
資

料
は
、

視
覚
的

に
優
れ

、
わ
か
り
や
す
 

 
く
表
現
さ
れ
た
も
の
に
留
意
す

る
。
 

９
．
児
童
書
の
選
択
に
あ
た
っ
て

は
、
興

味
や
流

行
に
留

意
し
な

が
ら
、

子
供
の
意
見
も
 

 
充
分
尊
重
し
、
極
端
な
良
書
主

義
に
な

ら
な
い

よ
う
注

意
す
る

。
 

1
0
．
学
校
と
の
連
携
に
も
留
意
し

、
総
合

的
な
学

習
に
も

対
応
で

き
る
よ

う
に
す
る
。
 

 Ⅳ
 
雑
誌
 

 １
．
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
に
関
す
る

最
新
情

報
が
幅

広
く
得

ら
れ
る

雑
誌
を

幅
広
く
収
集
す
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る
。
 

２
．
環
境
の
変
化

や
時
代

の
要
請

に
留
意
し
な
が
ら
、
市
民
の
多

様
な
要

望
に
応
え
ら
れ
 

る
よ
う
、

幅
広
く

雑
誌
を

収
集
す
る
。
 

３
．
雑
誌
の
分
野

に
よ
っ

て
は
、

各
館
分
担
し
て
収
集
す
る
こ
と

も
考
慮

す
る
。
 

４
．
そ
の
他
逐
次

刊
行
物

・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
類
等
は
、
Ⅱ
項
・
Ⅲ

項
に
準

じ
て
収
集
す
る

。
 

５
．
保
存
期
間
に

従
い
、

欠
落
の

な
い
よ
う
特
に
留
意
す
る
。
 

 Ⅴ
 
新
聞
 

 １
．
新
聞
は
、
全

国
紙
、

地
方
紙

、
業
界
紙
等
の
他
に
、
各
分
野

の
一
般

情
報
を
提
供
す
 

る
も
の
を

収
集
す

る
。
 

２
．
各
館
分
担
し

て
、
縮

刷
版
・

抄
録
版
の
収
集
に
努
め
る
。
 

３
．
東
大
阪
市
及

び
河
内

に
関
す

る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
を
収

集
す
る

こ
と
に
努
め
る

。
 

 Ⅵ
 
郷
土
資
料
・

行
政
資

料
 

 １
．
東
大
阪
市
が

発
行
し

た
資
料

は
、
網
羅
的
に
収
集
す
る
。
ま

た
、
以

下
の
も
の
が
発
 

行
し
た
資

料
も
積

極
的
に

収
集
す
る
。
 

（
１
）
東
大
阪
市

の
外
郭

団
体
の

発
行
し
た
資
料
 

（
２
）
東
大
阪
市

内
在
住

の
個
人

や
民
間
団
体
の
発
行
し
た
資
料
 

（
３
）
大
阪
府
及

び
近
隣

市
町
村

の
発
行
し
た
資
料
 

（
４
）
東
大
阪
市

に
所
在

す
る
国

の
機
関
又
は
近
隣
府
県
が
発
行

し
た
資

料
の
う
ち
必
要
 

な
も
の
 

２
．
東
大
阪
市
に

関
す
る

資
料
は

、
以
下
の
点
に
留
意
し
て
収
集

す
る
。
 

（
１
）
東
大
阪
市

及
び
そ

の
周
辺

地
域
に
関
連
す
る
内
容
が
濃
密

な
資
料

 
 

（
２
）
内
容
の
す

べ
て
又

は
一
部

が
東
大
阪
市
に
関
わ
る
資
料
 

（
３
）
姉
妹
都
市

に
関
す

る
資
料
 

（
４
）
古
書
籍
と

呼
ば
れ

る
限
定

出
版
も
の
な
ど
で
入
手
困
難
で

あ
っ
て

も
需
要
効
率
の
 

よ
い
も
の
 

３
．
東
大
阪
市
出

身
並
び

に
在
住

の
著
者
の
作
品
は
、
積
極
的
に

収
集
す

る
。
 

４
．
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
リ

ー
フ
レ

ッ
ト
、
地
図
、
新
聞
、
葉
書
、

視
聴
覚

資
料
な
ど
の
図
 

書
以
外
の

資
料
も

積
極
的

に
収
集
す
る
。
冊
子
体

に
な
っ

て
い
な

い
資
料
に
つ
い
て
は
、
 

必
要
に
応

じ
て
合

本
や
デ

ジ
タ
ル
資
料
に
加
工
・

編
集
し

て
提
供

す
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

５
．
資
料
の
散
逸

を
防
ぐ

た
め
、

な
る
べ
く
複
本
を
揃
え
る
。
１

部
し
か

な
い
基
本
資
料
 

に
つ
い
て

は
、
複

製
本
な

ど
の
作
成
に
努
め
る
。
 

 Ⅶ
 
視
聴
覚
資
料
 

 １
．
視
聴
覚
資
料
は
、
趣
味
・
娯

楽
・
教

養
又
は

文
化
活

動
に
資

す
る
た

め
、
市
民
の
ニ
 

ー
ズ
を
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て

多
様
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作

品
を
収

集
す
る
。
 

２
．
視
聴
覚
資
料
の
収
集
に
あ
た

っ
て
は

、
評
価

の
定
ま

っ
た
作

品
や
国

内
外
の
各
賞
受
 

賞
作
品
に
も
留
意

す
る
。
 

３
．
音
響
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ

て
は
、

以
下
の

点
に
留

意
す
る

。
 

（
１
）
主
要
な
作
曲
家
、
演
奏
家

、
歌
手

等
の
作

品
 

（
２
）
伝
統
・
古
典
芸
能
に
関
す

る
資
料
 

（
３
）
朗
読
等
、
視
覚
障
害
者
や

高
齢
者

の
鑑
賞

に
配
慮

し
た
資

料
 

（
４
）
民
族
音
楽
、
効
果
音
等
、

類
品
の

少
な
い

資
料
 

４
．
映
像
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ

て
は
、

以
下
の

点
に
留

意
す
る

。
 

（
１
）
社
会
的
、
記
録
的
評
価
の

高
い
資

料
 

（
２
）
聴
覚
障
害
者
等
に
配
慮
し

た
字
幕

付
き
又

は
手
話

付
き
資

料
 

（
３
）
伝
統
・
古
典
芸
能
に
関
す

る
資
料
 

５
．
今
後
の
メ
デ
ィ
ア
開
発
の
進

展
に
あ

わ
せ
、

提
供
・

保
存
に

適
切
な

資
料
を
検
討
し

、
 

必
要
に
応
じ
て
収

集
す
る
。
 

 Ⅷ
 
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
用
資
料
 

 １
．
視
聴
覚
障
害
者
等
の
利
用
に

供
す
る

た
め
に

、
点
字

資
料
、

録
音
資

料
、
大
活
字
本

、
 

さ
わ
る
絵
本
等
を

収
集
す
る
。
 

２
．
点
字
・
録
音
資
料
は
、
既
に

他
機
関

が
所
蔵

し
て
い

る
資
料

に
つ
い

て
は
、
相
互
協
 

 
力
に
よ
り
資
料
提
供
を
す
る
。

  

３
．
他
機
関
が
所
蔵
し
な
い
資
料

に
つ
い

て
は
、

朗
読
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
の

協
力
を
得
て
、
 

作
成
又
は
収
集
す

る
。
録
音
資
料

の
作
成
に
際
し

て
、
著

作
権
の

許
諾
を
必
要
と

す
る
 

場
合
、
特
に
留
意

す
る
 

４
．
点
字
・
録
音
資
料
に
つ
い
て

は
、
特

に
利
便

性
や
資

料
劣
化

に
つ
い

て
留
意
し
、
デ
 

ジ
タ
ル
化
に
努
め

る
。
 

 Ⅸ
 
電
子
資
料
 

 １
．
図
書
の
形
態
で
入
手
で
き
な

い
も
の

や
利
用

上
効
率

的
な
も

の
は
、

デ
ジ
タ
ル
記
憶
 

媒
体
に
よ
っ
て
刊

行
さ
れ
る
資
料

を
収
集
す
る
。
 

２
．
技
術
の
進
展
に
と
も
な
い
進

化
の
激

し
い
分

野
な
の

で
、
で

き
る
だ

け
新
し
い
資
料
 

を
収
集
す
る
よ
う

に
努
め
る
。
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Ⅹ
 
そ
の
他
 

 １
．
地
図
に
関
し

て
は
、

次
の
点

に
留
意
す
る
。
 

（
１
）
近
隣
市
町

村
・
府

県
の
地

図
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
収

集
す
る

。
 

（
２
）
近
畿
地
方

の
２
万

５
０
０

０
分
の
１
地
図
を
収
集
す
る
。
 

（
３
）
東
大
阪
市

関
係
の

地
図
・

古
地
図
を
積
極
的
に
収
集
す
る

。
 

（
４
）
住
宅
地
図

に
つ
い

て
は
、

東
大
阪
市
を
中
心
に
必
要
と
思

わ
れ
る

周
辺
地
域
の
も
 

の
を
収
集
し
、
保
存
す
る

。
 

（
５
）
道
路
地
図

に
つ
い

て
は
、

全
国
地
方
別
に
収
集
す
る
。
 

２
．
学
習
参
考
書

（
学
習

参
考
書

と
は
、
教
科
書
あ
る
い
は
文
部

科
学
省

が
定
め
る
学
習
 

指
導
要
領

に
準
拠

す
る
形

で
編
集
さ
れ
、
専
ら
受

験
対
策

を
第
一

義
と
し
た
図
書
を
い
 

う
。）

及
び
各

種
の
試

験
問
題
集

は
、
原
則
と
し
て
収
集
し
な
い

。
但
し
、
免
許
・
資
格
 

な
ど
の
取

得
の
た

め
の
参

考
書
は
収
集
す
る
。
 

３
．
漫
画
は
、
内

容
等
を

十
分
に

検
討
し
、
収
集
す
る
。
 

４
．
政
府
刊
行
物

は
、
白

書
・
青

書
・
報
告
書
等
主
要
な
も
の
を

幅
広
く

収
集
す
る
。
 

５
．
電
話
帳
は
、

近
畿
圏

域
の
も

の
を
収
集
す
る
。
 

６
．
購
入
の
困
難

な
資
料

は
、
こ

の
方
針
に
基
づ
き
積
極
的
に
寄

贈
依
頼

を
す
る
。
 

７
．
寄
贈
資
料
は

、
こ
の

基
準
に

基
づ
き
収
集
す
る
。
 

８
．
利
用
が
特
に

多
い
資

料
に
つ

い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
複
本

を
購
入

す
る
。
 

 X
I
 
附
則
 

 １
．
こ
の
選
書
基

準
を
、

市
民
に

広
く
公
開
し
、
批
判
と
協
力
を

得
る
。
 

２
．
こ
の
選
書
基

準
は
、

必
要
に

応
じ
て
改
訂
す
る
。
 

３
．
こ
の
選
書
基

準
は
、

平
成
１

７
年
２
月
１
０
日
か
ら
施
行
す

る
。
 

            

 

「
日
本
十
進

分
類
法

」
 
第

１
次

区
分

表
（

類
目
表

）
 

 ０
類
 
総
記
 
 
Ge
n
er
a
l 
W
or
ks
 

 
(図

書
館
、
図
書
、
百
科
辞
典
、
一
般

論
文
集

、
逐
次

刊
行
物
、
団
体

、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、

叢
書
) 

 １
類
 
哲
学
 
 
Ph
i
lo
s
op
h
y 

 
(哲

学
、
心
理
学
、

倫
理
学
、
宗
教
) 

 ２
類
 
歴
史
 
 
Hi
s
to
r
y 

 
(歴

史
、
伝
記
、
地

理
) 

 ３
類
 
社
会
科
学
 
 S
o
ci
a
l 
Sc
i
e
nc
e
s 

 
(政

治
、
法
律
、
経

済
、
統
計
、
社
会

、
教
育

、
風
俗
習
慣
、

国
防

) 

 ４
類
 
自
然
科
学
 
 N
a
tu
r
al
 S
c
i
en
c
es
 

 
(数

学
、
理
学
、
医

学
) 

 ５
類
 
技
術
 
 
Te
c
hn
o
lo
g
y 

 
(工

学
、
工
業
、
家

政
学

) 

 ６
類
 
産
業
 
 
In
d
us
t
ry
 

 
(農

林
水
産
業
、
商

業
、
運
輸
、
通
信

) 
 

 ７
類
 
芸
術
 
 
Th
e
 a
r
ts
 

 
(美

術
、
音
楽
、
演

劇
、
ス
ポ
ー
ツ
、

諸
芸
、

娯
楽

) 

 ８
類
 
言
語
 
 
La
n
gu
a
ge
 

 ９
類
 
文
学
 
 
Li
t
er
a
tu
r
e 

 Ｅ
 
絵
本
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東
大
阪
市
立
図
書
館
自
動
車
文
庫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

 
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
要
綱

 
 
（
主
 
 
旨
）

 
第
１
条
 
こ
の
要
綱
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

42
年

2
月

1
日
東
大
阪
市
教

育
委
員
会
規
則
第
２

1
号
）
第

8
条
の
規
定
に
基
づ
く
自
動
車
文
庫
の
図
書
貸
出
等
の
た
め
の
駐
車

場
所
（
以
下
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）

の
設
置
及
び
廃
止
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

 
  
（
設
置
対
象
地
域
）

 
第
２
条
 
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
事
情
、
人
口
密
度
、
利
用
効
果
、
地
理
的
条

 
件
、
道
路
事
情
等
を
考
慮
し
、
原
則
と
し
て
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

 
 
（
１
）
図
書
館
施
設
及
び
既
設
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
奉
仕
範
囲
と
重
複
し
な
い
こ
と
。

 
 
（
２
）
図
書
館
車
の
進
入
が
容
易
で
、
か
つ
、
周
辺
の
道
路
事
情
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

 
 
（
３
）
図
書
館
車
の
一
定
時
間
の
駐
車
が
容
易
で
、
利
用
者
が
安
全
に
利
用
で
き
、
か
つ
、
効
果
的
 
 
 

に
業
務
が
行
な
え
る
場
所
で
あ
る
こ
と
｡  

 
（
４
）
道
路
交
通
法
に
規
定
す
る
駐
車
禁
止
場
所
で
な
い
こ
と
。

 
 
（
５
）
公
有
地
に
お
い
て
は
、
所
轄
官
公
署
の
許
可
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

 
 
（
６
）
私
有
地
に
お
い
て
は
、
そ
の
所
有
者
の
長
期
使
用
に
関
す
る
承
諾
が
得
ら
れ
、
か
つ
、
関
係

住
民
等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

 
 
（
７
）
一
定
数
以
上
の
利
用
が
あ
り
、
継
続
的
に
貸
出
等
の
利
用
効
果
が
期
待
で
き
る
地
域
で
あ
る

こ
と
。

 
 ２
．
前
項
の
条
件
を
満
た
す
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
動
車
文
庫
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
と
き
は
設
置
を

し
な
い
。

 
 
（
奉
仕
対
象
地
域
）

 
第
３
条
 

1
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
奉
仕
対
象
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
半
径

30
0 ｍ

以
内
と
す
る
。

 
   

    
（
廃
 
止
）

 
第

4
条
 
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、次

に
各
号
一
に
該
当
し
た
と
き
は
、こ

れ
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
（
１
）
図
書
館
施
設
が
設
置
さ
れ
、
当
該
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
第

2
条
に
規
定
さ
れ
た
奉
仕
対
象
範
囲

に
ふ
く
ま
れ
た
と
き
。

 
  
（
２
）
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駐
車
場
所
の
使
用
が
不
可
能
、
ま
た
は
困
難
に
な
り
、
そ
れ
に
か
か
る
駐
車

場
所
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
。

 
  
（
３
）
継
続
的
に
貸
出
等
の
利
用
効
果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
。

 
  
（
４
）
そ
の
他
利
用
上
ま
た
は
安
全
面
、
運
営
上
か
ら
廃
止
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
。

 
 
（
専
 
決
）

 
第
５
条
 
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
及
び
廃
止
は
永
和
図
書
館
長
が
定
め
る
。

 
  
（
委
 
任
）

 
第
６
条
 
そ
の
他
こ
の
要
綱
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
永
和
図
書
館
長
が
定
め
る
。

 
 付
 
則

 
 
 
 
こ
の
要
綱
は
、
平
成
 

7
年
 

2
月
 

1
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
  
 
 
こ
の
要
綱
は
、
平
成
 

9
年
 

1
月
２
６
日
か
ら
施
行
す
る
。
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書
 庫

 運
 用

 要
 領

 

東
大
阪
市
立
図
書
館
 

 １
．
目
的
 

こ
の
「
書
庫
運
用
要
領
」
は
、
資
料
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
、
書
庫
を
効
果
的
に
運
用
し
、
市

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 ２
．
運
用
の
原
則
 

１
）
書
庫
は
、
開
架
書
架
の
延
長
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
 

２
）
図
書
館
全
体
の
書
庫
と
し
て
常
に
効
果
的
な
運
用
を
は
か
る
。
 

３
）
書
庫
の
収
容
能
力
を
考
え
、
「
廃
棄
選
定
基
準
」
に
則
り
選
別
し
た
上
保
管
す
る
。
 

４
）
移
管
さ
れ
た
資
料
は
、
書
庫
管
轄
館
の
管
理
と
す
る
。
 

 ３
．
運
用
要
領
 

１
）
＜
整
理
保
管
＞
 

 
 
 
利
用
者
か
ら
の
要
求
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
状
態
で
整
理
保
管
す
る
。
 

２
）
＜
目
録
の
整
備
＞
 

 
 
 
花
園
館
へ
の
移
管
資
料
は
、
目
録
カ
ー
ド
を
添
付
し
て
搬
入
し
、
順
次
書
誌
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

入
力
（
MA
RC

化
）
す
る
。
 

永
和
館
へ
の
移
管
資
料
は
、
カ
ー
ド
目
録
を
装
備
し
書
庫
に
配
架
す
る
。
 

３
）
＜
移
管
資
料
の
装
備
＞
 

 
 
 
移
管
資
料
は
、
利
用
に
向
け
速
や
か
に
装
備
を
す
る
。
 

４
）
＜
１
タ
イ
ト
ル
１
冊
の
保
管
＞
 

 
 
 
書
庫
入
れ
資
料
は
、
１
タ
イ
ト
ル
１
冊
の
保
管
を
原
則
と
す
る
。
但
し
、
郷
土
関
係
資
料
や
 
 
 

児
童
書
等
、
必
要
に
応
じ
て
複
本
を
保
管
す
る
。
 

５
）
＜
書
庫
内
資
料
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＞
 

 
 
 
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
は
か
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
書
庫
内
資
料
を
取
捨
選
択
し
、

廃
棄
を
行
う
。
 

 ４
．
手
続
き
 

１
）
＜
移
管
の
手
続
き
＞
 

 
 
 
資
料
の
移
管
に
は
、
起
案
等
必
要
な
手
続
き
を
行
い
所
管
変
え
を
す
る
。
 

２
）
＜
蔵
書
統
計
＞
 

 
 
 
搬
出
入
館
で
は
、
諸
統
計
数
値
等
の
変
更
を
行
う
。
 

 

附
則
 
こ
の
要
領
は
、
平
成
６
年
１
１
月
１
５
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

廃
 棄

 選
 定

 基
 準

 

 

東
大
阪
市
立
図
書
館
 

 １
．
目
的
 

こ
の
「
廃
棄
選
定
基
準
」
は
、
新
鮮
で
魅
力
あ
る
資
料
を
維
持
す
る
た
め
に
、
適
切
な
保
存
管
理
を

行
い
、
利
用
提
供
が
円
滑
に
行
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 ２
．
選
定
基
準
 

（
１
）
次
に
定
め
る
項
目
に
該
当
す
る
資
料
は
、
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

①
 
著
し
く
汚
損
・
破
損
し
、
修
繕
不
可
能
な
も
の
 

②
 
内
容
が
逐
次
改
訂
さ
れ
、
利
用
価
値
を
失
っ
た
も
の
 

③
 
利
用
頻
度
の
少
な
い
も
の
で
、
重
複
が
あ
る
も
の
 

④
 
災
害
・
盗
難
等
の
理
由
で
、
亡
失
し
た
も
の
 

⑤
 
借
用
者
の
連
絡
先
不
明
等
で
、
返
却
の
見
込
み
の
な
い
も
の
 

⑥
 
不
明
確
認
後
、
一
定
期
間
を
過
ぎ
て
も
発
見
さ
れ
な
い
も
の
 

 （
２
）
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
場
合
に
は
引
き
続
き
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。
 

①
 
絶
版
等
の
理
由
に
よ
り
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
特
に
保
存
の
必
要
が
あ
る
も
の
 

②
 
他
に
類
す
る
資
料
が
な
く
、
特
に
保
存
の
必
要
が
あ
る
も
の
 

③
 
館
長
が
特
に
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
 

 ３
．
手
続
き
 

（
１
）
除
籍
・
廃
棄
の
決
定
は
、
所
轄
図
書
館
長
の
決
裁
に
よ
る
。
 

（
２
）
こ
の
「
廃
棄
選
定
基
準
」
を
摘
要
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
充
分
な
検
討
と
慎
重
な
配
慮
が
必
要
 

 
 
 
で
あ
る
。
 

  
 
附
則
 
こ
の
「
基
準
」
は
、
平
成
６
年
１
１
月
１
５
日
よ
り
施
行
す
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
除
籍
図
書
等
の
譲
与
に
関
す
る
要
綱

 
 

 
（
趣
旨
）

 
第
１
条
 

こ
の
要
綱
は
、
東
大
阪
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
及
び
無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

4
2

年
 

 
条
例
第

3
4

号
）
第

6
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
（
以
下
「
図
書
館
」
と
い
う
。
）
に
お

 
 
い
て
除
籍
さ
れ
た
図
書
・
雑
誌
等
（
以
下
「
除
籍
図
書
等
」
と
い
う
。
）
の
再
活
用
を
図
り
、
も
っ
て
市
民

 
の
読
書
活
動
に
資
す
る
と
と
も
に
、
資
源
の
保
護
及
び
再
利
用
を
目
的
と
し
て
、
除
籍
図
書
等
の
譲
与
に
つ

 
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

 
（
譲
与
対
象
者
等
）

 
第
２
条
 

除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

 
（
１
）
 
東
大
阪
市
の
区
域
内
に
存
す
る
公
共
施
設
及
び
公
共
団
体

 
（
２
）

  
本
市
の
区
域
内
に
そ
の
活
動
の
本
拠
を
置
き
、
公
共
の
福
祉
向
上
や
教
育
文
化
の
向
上
を
目
的
に
し
、

 
本
市
の
区
域
内
を
専
ら
そ
の
活
動
の
範
囲
と
す
る
団
体

 
（
３
）
 
東
大
阪
市
民

 
（
４
）
 
前
各
号
に
か
か
げ
る
も
の
の
ほ
か
館
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き

 
（
譲
与
の
冊
数
）

 
第
３
条
 

譲
与
す
る
除
籍
図
書
等
の
冊
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

 
（
１
）
 
前
条
第

1
号
に
定
め
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 

  
無
制
限

 
（
２
）
 
前
条
第

2
号
に
定
め
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
0

0
冊

以
下

 
（
３
）
 
前
条
第

3
号
に
定
め
る
も
の

  
 
 
 

  
 

  
 

1
0

冊
以

下
 

（
４
）
 
前
条
第

4
号
に
定
め
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
館
長
が
定
め
る

 
（
譲
与
の
申
込
み
）

 
第
４
条
 

除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
除
籍
図
書
等
譲
与
申
込
書

 
 
兼
受
領
書
（
別
記
様
式
）
を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
（
順
守
義
務
）

 
第
５
条
 

除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
た
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（
１
）
 
譲
与
を
受
け
た
除
籍
図
書
等
を
売
却
す
る
等
営
利
目
的
に
利
用
し
な
い
こ
と
。

 
（
２
）
 
除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
た
第

2
条
第

(1
)号

又
は
第

(2
)号

に
掲
げ
る
団
体
等
は
、
当
該
除
籍
図
書
等

 
を
図
書
館
と
同
種
の
用
途
以
外
に
供
し
な
い
こ
と
。

 
（
３
）

 除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
た
市
民
は
、
当
該
除
籍
図
書
等
を
個
人
の
読
書
以
外
の
目
的
に
使
用
し
な

 
い
こ
と
。

 
 
（
譲
与
の
取
消
し
等
）

 
第
６
条
 

除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
た
も
の
が
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
順
守
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
譲

 
与
を
取
り
消
し
、
又
は
譲
与
し
た
除
籍
図
書
等
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
（
委
任
）

 
第
７
条
 

こ
の
要
綱
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
図
書
館
長
が
定
め
る
。

 
  
附
則
 
こ
の
要
綱
は
、
平
成

9
年

6
月

20
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
  

   （
別
記
様
式
）

 
東

 大
 阪

 市
 立

 図
 書

 館
 除

 籍
 図

 書
 等

 譲
 与

 申
 込

 書
 兼

 受
 領

 書
 年

 
 
月
 
 
日

 
 （
あ
て
先
）
東
 
大
 
阪
 
市
 
長
 

 
 

申
込
者

  
住

所
又

は
所

在
地
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
団

  
 
体
 

  
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
  

  
氏
名
又
は
代
表
者
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
 
 
 
 
（
電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 次

 の
 と

 お
 り

 除
 籍

 図
 書

 等
 を

 譲
 与

 し
 て

 く
 だ

 さ
 い

 ま
 す

 よ
 う

 お
 願

 い
 し

 ま
 す

 。
 

 

記
 

１
 
図
書
の
種
別
、
書
名
及
び
冊
数

 

種
 
別

 
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
名

 
冊
 
数

 

図
 
書

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
他

 
 

雑
 
誌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
他

 
 

 
 
 
 
 
 
合

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計

 
 

２
 
次
に
掲
げ
る
事
項
を
順
守
す
る
こ
と
を
誓
約
し
、
も
し
順
守
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
請
求
が
あ
れ
ば
当
該

 

 
図
書
を
返
還
し
ま
す
。

 

（
１
）
 
譲
与
を
受
け
た
図
書
を
売
却
す
る
等
、
営
利
目
的
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

 

（
２
）
 
団
体
等
は
、
譲
与
を
受
け
た
除
籍
図
書
等
を
図
書
館
と
同
種
の
用
途
以
外
に
供
し
な
い
こ
と
。

 

（
３
）
 
市
民
は
、
譲
与
を
受
け
た
除
籍
図
書
等
を
個
人
の
読
書
以
外
の
目
的
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

上
  
記

  
図

  
書

  
受

  
領

  
し

  
ま

  
し

  
た

  
｡ 

 
 
年
 
 
月
 
 
日

 氏
名
又
は
代
表
者
氏
名
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東
大
阪
市
立
図
書
館
会
議
室
等
の
利
用
に
関
す
る
要
綱

 
19

98
年

4
月

30
日
 
制
定

 
 （趣

旨
） 

第
１
条

 
こ

の
要

綱
は

、
「東

大
阪

市
立

図
書

館
条

例
」（

以
下

「条
例

」と
い

う
。

）及
び

「東
大

阪
市

立
図

書

館
条

例
施

行
規

則
（以

下
「規

則
」と

い
う
。

）に
基

づ
き

、
会

議
室

、
視

聴
覚

室
､集

会
室

等
（以

下
「会

議

室
等

」と
い

う
。

）の
利

用
に

つ
い

て
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
｡ 

 （利
用

の
対

象
及

び
目

的
） 

第
２
条

 
会

議
室

等
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

者
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
も

の
と

し
､利

用
の

目
的

は
、

東
大

阪
市

の
図

書
館

事
業

の
振

興
に

係
わ

る
地

域
・文

化
活

動
、

研
究

会
等

と
す

る
。

 

（１
） 

「規
則

」第
５
条

３
項

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
グ

ル
ー

プ
及

び
団

体
 

（２
） 

「規
則

」第
６
条

及
び

第
７
条

に
規

定
す

る
グ

ル
ー

プ
及

び
団

体
 

（３
） 

東
大

阪
市

の
社

会
教

育
、

文
化

等
に

関
係

す
る

グ
ル

ー
プ

及
び

団
体

 

（４
） 

そ
の

他
館

長
が

適
当

と
認

め
た

グ
ル

ー
プ

及
び

団
体

 

 （利
用

で
き

る
日

及
び

時
間

） 

第
３
条

 
会

議
室

等
を

利
用

で
き

る
日

及
び

時
間

は
、

館
長

が
特

に
必

要
と

認
め

る
と

き
を

除
き

、
原

則
と

し

て
、

利
用

許
可

を
受

け
た

図
書

館
の

開
館

日
及

び
開

館
時

間
と

す
る

。
 

 （利
用

の
手

続
及

び
予

約
） 

第
４
条

 
会

議
室

等
を

利
用

し
よ

う
と

す
る

者
は

、
「会

議
室

等
利

用
申

込
書

」（
以

下
、

「申
込

書
」と

い
う

。
 

様
式

第
１
号

）を
提

出
し

、
館

長
の

許
可

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
．

会
議

室
等

を
利

用
し

よ
う
と

す
る

者
は

、
電

話
又

は
来

館
等

に
よ

り
、

利
用

し
た

い
日

の
２
ヶ

月
前

か
ら

前

日
ま

で
に

、
利

用
の

予
約

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 （利
用

の
制

限
） 

第
５
条

 
館

長
が

、
次

の
各

号
に

該
当

す
る

と
認

め
た

と
き

は
、

利
用

を
許

可
し

な
い

。
 

（１
） 

商
品

販
売

等
の

営
利

を
目

的
と

す
る

と
き

 

（２
） 

宗
教

活
動

を
目

的
と

す
る

と
き

 

（３
） 

政
治

活
動

を
目

的
と

す
る

と
き

 

（４
） 

風
紀

を
害

し
、

秩
序

を
乱

す
お

そ
れ

の
あ

る
と

き
 

（５
） 

そ
の

他
管

理
運

営
上

、
特

に
支

障
の

あ
る

と
き

 

 

    （利
用

の
取

消
等

） 

第
６
条

 
館

長
は

、
次

の
各

号
に

該
当

す
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

利
用

の
停

止
又

は
利

用
の

許
 

 
 

 可
を

取
消

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

（１
）利

用
す

る
者

が
、

こ
の

要
綱

に
違

反
し

た
と

き
 

（２
）利

用
の

目
的

が
、

承
認

の
時

と
異

な
っ

た
と

き
 

（３
）災

害
そ

の
他

の
事

故
等

に
よ

り
、

会
議

室
等

の
利

用
が

不
可

能
な

と
き

 

（４
）館

長
が

、
図

書
館

運
営

上
、

特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め

た
と

き
 

 （利
用

者
の

遵
守

事
項

） 

第
７
条

 
会

議
室

等
の

利
用

者
は

、
次

の
事

項
を

守
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（１
）「

条
例

」及
び

「規
則

」に
従

う
こ

と
 

（２
）利

用
許

可
の

な
い

設
備

を
使

用
し

な
い

こ
と

 

（３
）利

用
後

の
整

理
、

整
頓

及
び

原
状

回
復

を
行

う
こ

と
 

（４
）そ

の
他

館
長

の
指

示
に

従
う
こ

と
 

  
 

 
附

則
 

こ
の

要
綱

は
、

平
成

１
０
年

５
月

６
日

か
ら

施
行

す
る

。
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図
書
館
に
関
す
る
基
本
協
定

 
 

東
大

阪
市

（
以

下
「

甲
」

と
い
う

。
）
、

八
尾

市
（

以
下

「
乙
」

と
い

う
。
）

及
び
柏
原

市
（
以

下
「

丙
」

と
い

う
。
）
は

、
中
河

内
地

域
広

域
行
政

圏
に

お
け

る
図

書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充

実
を
図
る

た
め
､甲

､乙
､及

び
丙
の
図
書
館
に
関
し
て
次

の
と
お

り
協
定

す
る
。

 
  

（
相
互

協
力
）

 
第

1
条
 
甲
、
乙
及

び
丙
の

図
書
館
は
、
連
絡
を

密
に
し

、
相
互

に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

 
  

（
相
互

利
用
）

 
第

2
条
 
甲
、
乙

及
び
丙
の
市
民
は
、
甲
、
乙
、
丙
の
い

ず
れ
の

図
書
館
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
の

利
用
に
関
す
る
規
則
に

基
づ
き

利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 
  

（
そ
の

他
の
事

項
）

 
第

3
条
 
こ
の
協
定

は
、
基
本
的
事
項
に
関
す
る

協
定
で

あ
り
、
目
的

達
成
の
た
め
必
要
な
そ
の

他
の
事
項

は
、
別
に
甲
、
乙
及
び

丙
が
協

議
し
て

定
め
る
。

 
  

（
効
力

の
発
生

）
 

第
4
条
 
こ
の
協
定

は
、
昭

和
５
８
年
４
月
１
日

か
ら
効

力
が
生

ず
る
。

 
 

こ
の
協
定

を
証
す

る
た
め

、
本
書
３
通
を
作
成
し

甲
、
乙

、
丙
記

名
押
印
の
う
え

 
各

１
通
保

有
す
る
。

 
 

昭
和

58
年

2
月

24
日

 
 

甲
 
東
大

阪
市
稲
葉

1
丁
目

1
番

1
号

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
東
大

阪
市
代

表
者
 

 
 
東
大
阪
市
長
 
 
 
印

 
 

乙
 
八
尾

市
本
町

1
丁
目

1
番

1
号

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
八
尾

市
代
表

者
 
 

 
 
八
尾
市
長
 
 
 
 
印

 
 

丙
 
柏
原

市
安
堂
町

1
番
５
５
号

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
柏
原

市
代
表

者
 
 

 
 
柏
原
市
長
 
 
 
 
印

 
    

三
市
図
書
館
連
絡
交
流
会
規
約

 
 
（
目
 
的
）

 
第

1
条
 
本
会
は
、
東
大
阪
市
、
八
尾

市
、
柏

原
市
の
図
書
館
に
関
す

る
基
本

協
定
（
昭
和

58
年

2
月

24
日
策
定
）
第
１
条
（
相
互
協

力
）
に

基
づ
き

、
３
市

図
書
館

間
で
の

情
報
交
換
や

職
員
 
交
流
を
通

じ
て
相
互
の
図

書
館
運
営
の
発

展
を
図

り
、
中
河
内
地

域
で
の

図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
寄

与
し
て
ゆ
く
も

の
と
す
る
。

 
 
（
会
の
名
称
）

 
第

2
条
 
本
会
の
名

称
は

、「
三

市
図
書
館
連
絡

交
流
会

」
と
す

る
。

 
 
（
会
 
員
）

 
第

3
条
 
東
大
阪
市

、
八
尾

市
、
柏
原
市
に
お
け

る
市
立

図
書
館

の
関
係

職
員
と

す
る
。

 
 
（
幹
 
事
）

 
第

4
条
 
各
図
書
館

に
１
名

な
い
し
２
名
の
幹
事

職
員
を

置
く
。

 
 
幹
事
職
員
は
主
と
し
て
自
館
で

の
連
絡

交
流
会

の
開
催

を
企
画

調
整
し

主
催
す
る
。

 
 
（
代
表
幹
事
）

 
第

5
条
 
事
業
開
催

市
の
当

該
図
書
館
長
を
代
表

幹
事
と

す
る
。

 
 
（
定
期
連
絡
交
流
会
）

 
第

6
条
 
定
期
連
絡

交
流
会

は
、
年
１
回
各
市
図

書
館
持

ち
回
り

で
開
催

す
る
。

 
 
開
催
は
、
東
大
阪
市
、
八
尾
市

、
柏
原

市
の
順

番
と
す

る
。

 
 
開
催
時
期
は
原
則
と
し
て
１
１

月
初
旬

頃
と
す

る
。

 
 
（
そ
の
他
の
事
業
）

 
第

7
条
 
各
市

図
書
館
は

定
期

会
に
か
か

わ
ら

ず
随
時
各

種
事

業
を

自
由
に

企
画
し

て
主

催
す

る
こ
と
が
で
き
る

。
 

（
規
約
の
改
正
）

 
第

8
条
 
規
約
の
改

廃
は
、

幹
事
職
員
の
話
し
合

い
に
よ

り
行
う

も
の
と

す
る
。

 
  
 
こ
の
規
約
は
平
成
８
年
４
月

１
日
か

ら
実
施

す
る
。

 
  
 
 
 
三
市
代
表
図
書
館
長
名

 
 
東

大
阪
市

 
 
 

 
図
書
館
長
名

 
 
 

 
印

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
八

尾
市
 

 
 
 
 
図
書
館
長
名

 
 
 

 
印

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
柏
原
市
 
 

 
 
 

図
書
館

長
名
 

 
 
 

印
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家
庭
文
庫
及
び
地
域
文
庫
育
成
要
綱

 

 
（
目
的
）
 

第
1
条
 
こ
の
要
綱
は
、
東
大
阪
市
内
に
所
在
す
る
家
庭
文
庫
及
び

地
域
文
庫
（
以
下

「
文
庫
」
と
い
う
。
）
の
育
成
と
文
庫
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
東
大
阪
市
立
図
書

館
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第

7
条
の
規
定
に
基
づ
き
図
書
館
資

料
の
貸
出
に
あ
た
っ
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
 

 

（
利
用
者
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
）
 

第
2
条
 
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は

5
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
活

動
状
況
報
告
書
に

よ
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
文
庫
の
一
般
貸
出
）
 

第
3
条
 
文
庫
が
館
外
で
利
用
で
き
る
資
料
は
、
１
０
０
冊
以
内
と

し
、
そ
の
利
用
期

間
は
、
２
月
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
冊
数
及
び
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
文
庫
の
特
別
貸
出
）
 

第
４
条
 
第
１
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
特
別
貸
出
申
請
に
よ

り
、
次
の
基
準
に

該
当
す
る
文
庫
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
文
庫
が
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
資
料
の
特
別

貸
出
を
行
い
、
そ
の
利
用
期
間
は
、
１
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
活
動
状
況
報
告
書

に
よ
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）文

庫
活
動
と
し
て
継
続
性
が
あ
る
こ
と
（
１
年
以
上
活
動
実
績
が
あ
る
こ
と
）。
 

（
２
）
月
１
回
は
開
室
す
る
こ
と
。
な
お
、
月
２
回
以
上
の
開
室
日
に
努
め
る
こ
と
。
 

（
３
）
概
ね
１
０
人
以
上
の
登
録
者
が
あ
る
こ
と
。
 

（
４
）
前
年
度
に
新
た
に
特
別
貸
出
を
し
た
図
書
数
以
上
の
貸
出
実
績
が
あ
る
こ
と
。 

２
 
前
項
の
基
準
に
満
た
な
い
文
庫
に
対
し
て
、
館
長
は
文
庫
活
動

の
継
続
性
が
顕
著

で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
特
別
貸
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

  

    

（
活
動
状
況
の
報
告
）
 

第
５
条
 
文
庫
は
活
動
状
況
を
年

１
回

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。
 

 

（
文
庫
の
廃
止
）
 

第
６
条
 
文
庫
を
廃
止
し
た
と
き

は
、

速
や

か
に

館
長

に
届

出
、
利
用
カ
ー
ド
及
び
貸

出
資
料
を
返
却
す
る
も
の

と
す

る
。
 

  附
則
 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
１
６
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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図
書
館
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
書

 
【
大
東
市
】

 

  
大
東
市
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。）

及
び
東
大
阪
市
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。）

は
、
図
書
館
相

互
利
用
に
関
し
て
次
の
と
お
り
協
定
を
締
結
す
る
。

 
 （
目
的
）

 
第
１
条
 
こ
の
協
定
は
、
甲
、
乙
相
互
の
図
書
館
利
用
を
促
進
し
、
市
民
の
生
涯
学
習
機
会
を
更

に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
 （
相
互
利
用
）

 
第
２
条
 
市
民
は
、
甲
、
乙
の
図
書
館
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
利
用
に
関
す
る
条
例
･規

則
等

の
定
め
に
よ
り
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 （
相
互
協
力
）

 
第
３
条
 
甲
、
乙
は
、
連
絡
を
密
に
し
、
相
互
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 （
図
書
館
の
整
備
）

 
第
４
条
 
甲
、
乙
は
、
更
に
適
正
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
に

お
い
て
図
書
館
の
整
備
に
努
め
る
。

 
 （
そ
の
他
）

 
第
５
条
 
こ
の
協
定
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
甲
、
乙
が
別
途
協
議
し

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 
      

   （
協
定
期
間
）

 
第
６
条
 
こ
の
協
定
の
有
効
期
間
は
、
協
定
締
結
か
ら
当
該
会
計
年
度
の
３
月
３
１
日
ま
で
と
す

る
。
た
だ
し
、
甲
、
乙
に
異
議
が
な
い
と
き
は
、
協
定
を
自
動
的
に
更
新
す
る
。

 
  
附
則
 
こ
の
協
定
は
平
成
２
０
年
８
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。

 
 
こ
の
協
定
の
証
と
し
て
、
本
書
２
通
を
作
成
し
、
甲
、
乙
記
名
押
印
の
う
え
各
１
通
を
保
有
す

る
。

 
 

平
成
２
０
年
７
月
１
６
日

 
  

甲
 
大
東
市
曙
町
４
番
６
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
東
市
教
育
委
員
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
育
長
 
 
中
口
 
馨

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
乙
 
東
大
阪
市
荒
本
北
５
０
番
地
の
４

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

教
育

長
職

務
代

理
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
育
次
長
 
伊
藤

 賴
保
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図
書
館
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協

定
書

 
【
大
阪
市
】

 

 

大
阪

市
（

以
下

「
甲

」
と

い
う

。
）

及
び

東
大

阪
市

（
以

下
「

乙
」

と
い

う
。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関
し

て
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （
目

的
）

 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、
甲

乙
相

互
の

図
書

館
利

用
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

相
互

の
住

民
の

生
涯

学
習

の
場

を
拡

大
し

、
も

っ
て

教
育

の
向

上
と

文
化

の
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

 （
相

互
利

用
）

 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、
そ

の
市

が
設

置
す

る
図

書
館

の
資

料
を

他
方

の
住

民
の

館
外

利
用

に
供

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 （
規

程
の

適
用

）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、

教
育

委
員

会
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

扱
い

は
、

利
用

す
る

図
書

館
を

設
置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 （
有

効
期

間
）

 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
2
1
年

４
月

１
日

か
ら

平
成

2
2

年
３

月
3
1
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
3
0
日

前
ま

で
に

甲

及
び

乙
の

い
ず

れ
か

ら
も

申
し

入
れ

が
な

い
場

合
は

、
こ

の
協

定
は

同
一

の
条

件
で

更
に

１
年

間
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

   

（
補

則
）

 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、
必

要
に

応
じ

て
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
記

名
押

印
の

う
え

、
各

自
１

通
を

保
有

す
る

。
 

  

平
成

2
1
年

3
月

2
6
日

 

  

甲
 

大
阪

市
北

区
中

之
島

１
丁

目
３

番
2

0
号

 

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

教
育

長
 

 
永

井
 

哲
郎

 

 

乙
 

東
大

阪
市

荒
本

北
１

丁
目

１
番

１
号

 

東
大
阪
市

教
育
委

員
会
教

育
長
職
務
代
理

者
 

教
育

次
長

 
伊

藤
 

賴
保
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東

大
阪

市
立

図
書

館
協

力
貸

出
要

領
 

 （目
的

）
 

１
 

こ
の

要
領

は
、

「
図

書
館

法
」
第

3
条

第
4

号
の

相
互

貸
借

（
以

下
、

「
協

力
貸

出
」
と

い
う

。
）
の

規
定

に
基

づ
き

、
東

大
阪

市
立

図
書

館
と

他
の

図
書

館
間

の
資

料
の

協
力

貸
出

を
円

滑
に

行

う
た

め
の

必
要

な
事

項
を

定
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 
 （貸

出
資

料
の

範
囲

）
 

２
 

貸
出

資
料

の
範

囲
は

、
東

大
阪

市
立

図
書

館
（
以

下
、

「
本

市
」
と

い
う

。
）に

お
い

て
個

人
貸

出

可
能

な
資

料
と

す
る

。
但

し
、

「
東

大
阪

市
立

図
書

館
条

例
施

行
規

則
」第

１
０

条
に

基
づ

き
、

原

則
と

し
て

次
の

資
料

は
除

く
。

 
（
１

）
持

出
禁

止
資

料
及

び
指

定
書

 
（
２

）
発

売
後

６
ヶ

月
以

内
の

資
料

 
 

  
 

但
し

、
直

接
来

館
し

て
資

料
の

借
受

け
を

す
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

そ
の

限
り

で
な

い
。

 
（
３

）
発

売
後

３
ヶ

月
以

内
の

雑
誌

 
（
４

）
郵

送
等

に
適

さ
な

い
消

耗
の

著
し

い
資

料
や

破
損

し
や

す
い

資
料

等
 

（
５

）
そ

の
他

特
に

館
長

が
指

定
す

る
資

料
 

 （協
力

貸
出

の
登

録
）

 
３

 
協

力
貸

出
を

受
け

よ
う

と
す

る
図

書
館

（以
下

、
「
借

受
館

」
と

い
う

。
）は

、
別

紙
様

式
に

よ
り

文

書
・
Ｆ

Ａ
Ｘ

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
等

で
協

力
貸

出
の

登
録

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 （貸
出

冊
数

）
 

４
 

貸
出

冊
数

は
、

１
館

に
つ

き
２

０
冊

以
内

と
す

る
。

 
 （貸

出
期

間
）

 
５

 
貸

出
期

間
は

、
貸

出
し

た
日

か
ら

原
則

と
し

て
１

ヶ
月

以
内

と
す

る
。

ま
た

、
貸

出
期

間
の

延
長

は
、

返
却

予
定

日
か

ら
１

４
日

間
と

す
る

。
 

 ６
 

音
訳

等
に

使
用

す
る

た
め

に
貸

出
す

る
場

合
の

期
間

に
つ

い
て

は
、

借
受

館
と

本
市

図
書

館

と
の

協
議

に
よ

り
取

り
決

め
る

も
の

と
す

る
。

 
 （協

力
貸

出
資

料
の

申
込

）
 

７
 

資
料

の
貸

出
を

受
け

よ
う

と
す

る
借

受
館

は
、

あ
ら

か
じ

め
文

書
・
Ｆ

Ａ
Ｘ

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
等

で

申
し

込
む

も
の

と
す

る
。

 
  

  ８
 

貸
出

を
希

望
す

る
資

料
が

貸
出

さ
れ

て
い

る
と

き
は

、
予

約
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 （
予

約
の

順
位

）
 

９
 

貸
出

を
希

望
さ

れ
た

資
料

に
つ

い
て

、
本

市
の

利
用

者
か

ら
の

予
約

が
あ

っ
た

と
き

は
、

本
市

利
用

者
を

優
先

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 （
貸

出
・
返

却
方

法
及

び
経

費
）

 
１

０
 

直
接

来
館

に
よ

り
貸

出
及

び
返

却
す

る
と

き
は

、
借

受
館

職
員

と
本

市
図

書
館

職
員

と
の

手

渡
し

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

 １
１

 
送

付
に

よ
る

と
き

は
、

次
の

方
法

と
す

る
。

 
（１

）
往

路
は

、
原

則
と

し
て

着
払

い
郵

便
あ

る
い

は
宅

配
便

と
す

る
。

  
（２

）
復

路
は

、
特

に
指

定
し

な
い

が
、

本
市

よ
り

返
送

方
法

に
指

定
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の

指
示

に
従

う
も

の
と

す
る

。
 

（３
）
資

料
の

貸
出

・
返

却
に

要
す

る
費

用
は

、
借

受
館

の
負

担
と

す
る

。
 

 （
借

受
資

料
の

利
用

）
 

１
２

 
貸

出
資

料
の

複
写

に
つ

い
て

は
、

あ
ら

か
じ

め
貸

出
館

か
ら

指
示

の
あ

る
場

合
を

除
い

て
、

「
図

書
館

間
協

力
に

お
け

る
現

物
貸

借
で

借
り

受
け

た
図

書
の

複
製

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」

（平
成

１
８

年
１

月
１

日
）
に

従
が

う
も

の
と

す
る

。
 

 （
賠

償
）

 
１

３
 

借
受

館
が

貸
出

資
料

を
紛

失
・汚

損
・破

損
し

た
と

き
は

、
「
東

大
阪

市
図

書
館

条
例

」第
６

条

の
規

定
に

よ
り

弁
償

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 （
補

則
）

 
１

４
 

こ
の

要
領

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
調

整
が

必
要

な
と

き
は

、
そ

れ
ぞ

れ
に

協
議

し
て

適
切

な
処

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る

。
 

 附
則

 
こ

の
要

領
は

、
２

０
０

７
年

１
０

月
１

６
日

か
ら

施
行

す
る

。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
と
大
阪
商
業
大
学
図
書
館
と
の
相
互
協
力
覚
書

 
  

東
大
阪
市
立
図
書
館
(
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
)
と
大
阪
商
業
大
学
図
書
館
(以

下
「
乙
」
と

い
う
。
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び
図
書
館
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
る
た
め
、
甲
及
び
乙
の
相
互
協
力
関
係
を
築
き
、
こ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
覚
書
を
締
結
す
る
。
 

 １
 
甲
及
び
乙
は
、
次
の
各
号
に
揚
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
可
能
な
範
囲
で
相
互
協
力
す
る

も
の
と
す
る
。
 

(
１
)
図
書
館
資
料
の
現
物
貸
借
に
関
す
る
事
項
 

(
２
)
図
書
館
資
料
の
文
献
複
写
に
関
す
る
事
項
 

(
３
)
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(
４
)
そ
の
他
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
項
 

 ２
 
前
項
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
甲
及
び
乙
の
利
用
規
定
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。
 

 ３
 
第
１
項
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
甲
・
乙
協
議
の
上
、
別
に
定
め
る
も
の
と

す
る
。
 

 ４
 
こ
の
覚
書
に
定
め
る
事
項
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
甲
・
乙
協
 

議
の
上
、
解
決
す
る
も
の
と
す
る
。
 

    

  ５
 
こ
の
覚
書
の
有
効
期
間
は
、

平
成

１
９

年
４
月
１
日
か

ら
１
ヵ
年
と
す
る
。

た
だ
し
、

有
効
期
間
満
了
の
２
ヶ
月
前
ま

で
に
、
甲
ま
た

は
乙
の
い
ず
れ
か
ら
も
何
ら
の
申
し
出
が

な
い
と
き
は
、
有
効
期
間
満
了

日
の
翌
日
か
ら

さ
ら
に
１
年
間
同
一
条
件
で
更
新
す
る
も

の
と
し
、
以
後
も
同
様
と

す
る

。
 

  
こ
の
覚
書
が
成
立
し
た
こ
と
を

証
す

る
た

め
本
書
２
通
作

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
記

名
・
押
印

の
上
、
各
１
通
を
保
有
す
る
。
 

 

平
成
１
９
年
３
月
３
１
日

 

 

（
甲
）
東
大
阪

市
教

育
委

員
会

教
育
長
職
務
代
理
者

 

教
育
次
長

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

印
 

（
乙
）
学
校
法

人
谷

岡
学

園
 

大
阪
商
業
大
学
図
書
館
長

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
印

 

 

26



イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
関

す
る

協
定

書
 

 

東
大

阪
市

教
育

委
員

会
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

）
と

大
阪

樟
蔭

女
子

大
学

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

）
は

、
乙

の
学

生

の
甲

が
所

轄
す

る
市

立
図

書
館

へ
の

受
入

れ
に

つ
い

て
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

（
平

成
２

１
年

８
月

２
５

日
付

け
同

協
定

書
の

一
部

改
定

）
 

  
（
受

入
れ

） 

第
１

条
 

甲
が

所
轄

す
る

市
立

図
書

館
の

指
定

管
理

者
（
以

下
「
指

定
管

理
者

」
と

い
う

）
は

、
次

条
の

規
定

に

よ
り

乙
が

選
抜

し
た

学
生

を
受

入
れ

、
当

該
学

生
に

対
し

、
指

定
管

理
者

の
業

務
の

一
部

に
つ

い
て

イ
ン

タ

ー
ン

シ
ッ

プ
体

験
実

習
を

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

基
づ

き
甲

が
受

け
入

れ
る

人
数

は
、

指
定

管
理

者
と

乙
で

協
議

し
て

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  
（
派

遣
学

生
の

選
抜

） 

第
２

条
 

乙
は

、
成

績
、

面
接

等
を

経
て

、
乙

の
全

学
部

、
学

科
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
派

遣
希

望
者

の

う
ち

か
ら

甲
に

受
入

れ
を

依
頼

す
る

者
を

選
抜

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

乙
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

り
甲

に
受

入
れ

を
依

頼
す

る
乙

の
学

生
（
以

下
「
派

遣
学

生
」
と

い
う

）
を

選
抜

し

た
と

 

 
き

は
、

文
書

で
指

定
管

理
者

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

  
（
派

遣
期

間
等

） 

第
３

条
 

派
遣

学
生

を
受

け
入

れ
る

期
間

（
以

下
「
派

遣
期

間
」
と

い
う
）
は

、
指

定
管

理
者

と
乙

で
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

派
遣

期
間

の
ほ

か
、

甲
に

お
け

る
体

験
実

習
の

内
容

、
体

験
実

習
時

間
、

服
務

、
配

置
部

署
等

は
、

指
定

管
理

者
と

乙
で

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

  
（
受

入
れ

条
件

） 

第
４

条
 

甲
及

び
指

定
管

理
者

は
、

派
遣

学
生

に
対

し
賃

金
、

給
与

そ
の

他
名

目
の

如
何

を
問

わ
ず

金
銭

を

支
給

し
な

い
。

 

２
 

乙
は

、
派

遣
期

間
中

に
お

い
て

、
派

遣
学

生
が

起
こ

し
た

事
故

等
に

係
る

甲
及

び
第

三
者

が
受

け
た

損
害

な
ら

び
に

事
故

等
に

よ
り

派
遣

学
生

が
受

け
た

災
害

に
つ

い
て

一
切

の
責

任
を

負
う

も
の

と
し

、
甲

及
び

指

定
管

理
者

は
、

そ
れ

ら
の

事
故

等
に

つ
い

て
責

任
を

負
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

 

３
 

乙
は

、
前

項
の

事
故

等
に

備
え

、
派

遣
学

生
に

つ
い

て
乙

の
責

任
に

お
い

て
傷

害
保

険
、

賠
償

責
任

保

険
等

に
加

入
さ

 
せ

る
。

 

４
 

本
協

定
に

お
い

て
、

乙
の

学
生

の
派

遣
期

間
中

に
活

動
す

る
過

程
で

、
商

品
開

発
及

び
販

売
促

進
等

に

関
わ

る
情

報
収

集
 

し
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

全
て

甲
に

帰
属

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  
（
責

任
者

の
選

抜
） 

第
５

条
 

指
定

管
理

者
及

び
乙

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く

派
遣

学
生

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
体

験
実

習
に

際
し

、

そ
れ

ぞ
れ

責
任

者
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 

（
評

価
の

報
告

） 

第
６

条
 

指
定

管
理

者
及

び
乙

は
、

前
条

の
責

任
者

の
ほ

か
、

派
遣

学
生

の
指

導
及

び
助

言
に

当
た

る
実

習

担
当

者
を

選
任

す
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

指
定

管
理

者
は

、
派

遣
期

間
の

終
了

後
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

制
度

に
つ

い
て

の
意

見
、

要
望

等
を

と
り

ま

と
め

、
乙

に
報

告
す

る
こ

と
と

す
る

。
 

  
（
守

秘
義

務
）
 

第
７

条
 

乙
及

び
派

遣
学

生
は

、
派

遣
期

間
中

に
知

り
得

た
甲

及
び

指
定

管
理

者
の

機
密

情
報

（
個

人
情

報

を
含

む
）
を

他
に

漏
ら

し
て

は
な

ら
な

い
。

派
遣

期
間

終
了

後
に

お
い

て
も

、
ま

た
同

様
と

す
る

。
 

２
 

甲
及

び
指

定
管

理
者

は
、

知
り

得
た

派
遣

学
生

の
個

人
情

報
を

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

受
け

入
れ

に
伴

う
以

外
の

目
的

に
使

用
し

て
は

な
ら

な
い

。
 

  
（
受

入
れ

の
取

り
止

め
） 

第
８

条
 

甲
及

び
指

定
管

理
者

は
、

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
き

は
、

派
遣

学
生

の
受

入
れ

を

取
り

止
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 
①

 
災

害
そ

の
他

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

り
、

甲
及

び
指

定
管

理
者

が
派

遣
学

生
の

受
入

れ
を

継
続

す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
認

め
た

と
き

。
 

 
②

 
乙

又
は

派
遣

学
生

が
こ

の
協

定
に

規
定

す
る

条
項

に
違

反
し

た
と

き
。

 

  
（
疑

義
の

解
決

） 

第
９

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
る

事
項

に
疑

義
が

生
じ

た
場

合
又

は
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
で

必
要

が

あ
る

場
合

は
、

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
協

定
期

間
お

よ
び

更
新

） 

第
１

０
条

 
本

協
定

の
期

間
は

、
協

定
締

結
日

か
ら

令
和

８
年

３
月

３
１

日
ま

で
と

す
る

。
 

２
 

前
項

の
期

間
が

満
了

す
る

日
の

２
か

月
前

か
ら

１
か

月
前

の
間

に
、

甲
又

は
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
、

協
定

の

更
新

を
し

な
い

旨
の

申
入

れ
が

行
わ

れ
な

か
っ

た
場

合
、

本
協

定
は

従
前

と
同

一
の

条
件

で
、

さ
ら

に
１

年

間
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

降
も

同
様

と
す

る
。

 

 こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

、
乙

記
名

押
印

の
上

、
各

自
１

通
を

保
有

す
る

。
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(和

暦
) 

  
令
和
７
年
 
 
７
月
 
２
２
日
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甲
 
 
東
大
阪
市
荒
本
北
一
丁
目

1
番

1
号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
育
次
長
 
 
 
 
永
吉
 
勝
則
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
乙
 
 
大
阪
府
東
大
阪
市
菱
屋
西
四
丁
目
２
番
２
６
号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学
 
長
 
 
 
 
 
竹
村
 
一
夫
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図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
松

原
市

】  

 

東
大

阪
市

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
及

び
松

原
市

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関
し

て
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （目
的

）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（相
互

利
用

）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（規
程

の
適

用
）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（有
効

期
間

）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（補
則

）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

 
印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
松

原
市

教
育

委
員

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

高
阪

 
俊

造
 

 
 

 
印

 

図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
富

田
林

市
】 

 

東
大

阪
市

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）及

び
富

田
林

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関

し
て

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

 （
目

的
）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（
相

互
利

用
）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（
規

程
の

適
用

）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
有

効
期

間
）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（
補

則
）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

 
印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
富

田
林

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

堂
山

 
博

也
 

 
 

 
印
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図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
河

内
長

野
市

】 

 

河
内

長
野

市
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
及

び
東

大
阪

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関
し

て
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （目
的

）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（相
互

利
用

）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（規
程

の
適

用
）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（有
効

期
間

）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（補
則

）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
河

内
長

野
市

教
育

委
員

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

和
田

 
栄

 
 

 
 

印
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

印
 

図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
羽

曳
野

市
】 

 

羽
曳

野
市

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）及

び
東

大
阪

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関

し
て

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

 （
目

的
）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（
相

互
利

用
）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（
規

程
の

適
用

）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
有

効
期

間
）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（
補

則
）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
羽

曳
野

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

藤
田

 
博

誠
 

 
印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

印
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図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
大

阪
狭

山
市

】 

 

大
阪

狭
山

市
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
及

び
東

大
阪

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関
し

て
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （目
的

）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（相
互

利
用

）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（規
程

の
適

用
）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（有
効

期
間

）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（補
則

）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
大

阪
狭

山
市

教
育

委
員

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

小
林

 
光

明
 

 
 

印
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

 
印

 

図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
藤

井
寺

市
】 

 

藤
井

寺
市

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）及

び
東

大
阪

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関

し
て

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

 （
目

的
）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（
相

互
利

用
）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（
規

程
の

適
用

）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
有

効
期

間
）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（
補

則
）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
藤

井
寺

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

竹
林

 
弘

美
 

 
 

印
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

 
印
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東
大

阪
市

立
永

和
図

書
館

に
お

け
る

障
害

者
利

用
支

援
駐

車
サ

ー
ビ

ス
券

交
付

要
領

 

 （
目
的
）

 

第
１
条
 
こ
の
要
領
は
、
永
和
図
書
館
を
利
用
す
る
障
害
者
の
利
用
を
支
援
す
る
た
め
、
東

大
阪
商
工
会
議
所
会
館
の
駐
車
場
（
以
下
「
会
館
駐
車
場
」
と
い
う
。
）
の
駐
車
サ
ー
ビ
ス

券
を
交
付
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
対
象
者
）

 

第
２
条
 
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
の
交
付
対
象
者
は
、
永
和
図
書
館
を
利
用
す
る
た
め
、
自
動
車

で
来
館
し
、
会
館
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
障
害
者
と
す
る
。

 

 （
駐
車
場
利
用
支
援
時
間
）

 

第
３
条
 
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
は
一
日
２
時
間
以
内
を
限
度
と
し
、
滞
在
時
間
に
応
じ
て
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
方
法
）

 

第
４
条
 
来
館
者
は
、
退
館
時
に
永
和
図
書
館
の
受
付
窓
口
に
会
館
駐
車
場
の
駐
車
券
及
び

障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
を
提
示

し
、
自
動
車
で
の
来
館
の
旨
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

 

２
 
受
付
担
当
者
は
、
駐
車
券
及
び
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
を
確
認
し
、
当
該
駐
車
券
に
押
印
し
、
備
え
付
け
の
交
付
台
帳

（
別
表
１
）
に
、
交
付
日
時
、
氏
名
、
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
枚
数
を
記
入
し
て
、
一
日

２
時
間
を
限
度
に
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付
す
る
。

 

     

  （
事
故
責
任
等
）

 

第
５
条
 
会
館
駐
車
場
の
利
用
中

に
生

じ
た

盗
難

、
事

故
等

に
つ
い
て
は
、
図
書
館
は
そ
の

責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と

す
る

。
ま
た
、
そ
の
他
会
館
駐
車
場
の
利
用
に
あ
た

っ
て
は
、

駐
車
場
管
理
規
定
に
従
う

も
の

と
す
る
。

 

 （
細
則
）

 

第
６
条
 
こ
の
要
領
に
定
め
る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
な

事
項

は
、
別
に
定
め
る
。

 

  
附
則
 
こ
の
要
領
は
、
平
成
２
５
年
１
２
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
。

 

 附
則
 
こ
の
要
領
は
、
令
和
２
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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東
大

阪
市
立
花
園
図

書
館
に
お
け
る
障

害
者
利
用
支
援
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
要
領
 

 （
目
的
）

 

第
1
条
 
こ
の
要
領
は
、
花
園
図
書
館
を
利
用
す
る
障
害
者
の
利
用
を
支
援
す
る
た
め
、
花

園
図
書
館
東
隣
駐
車
場
（
以
下
「
東
隣
駐
車
場
」
と
い
う
。）

の
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付

す
る
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
対
象
者
）

 

第
２
条
 
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
の
交
付
対
象
者
は
、
花
園
図
書
館
を
利
用
す
る
た
め
、
自
動
車

で
来
館
し
、
東
隣
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
障
害
者
と
す
る
。

 

 （
駐
車
場
利
用
支
援
時
間
）

 

第
３
条
 
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
は
一
日
２
時
間
以
内
を
限
度
と
し
、
滞
在
時
間
に
応
じ
て
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
方
法
）

 

第
４
条
 
来
館
者
は
、
退
館
時
に
花
園
図
書
館
の
受
付
窓
口
に
東
隣
駐
車
場
の
駐
車
券
及
び

障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
を
提
示

し
、
自
動
車
で
の
来
館
の
旨
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

 

２
 
受
付
担
当
者
は
、
駐
車
券
及
び
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
を
確
認
し
、
当
該
駐
車
券
に
押
印
し
、
備
え
付
け
の
交
付
台
帳

（
別
表
１
）
に
交
付
日
時
、
氏
名
、
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
枚
数
を
記
入
し
て
、
一
日
２

時
間
を
限
度
に
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付
す
る
。

 

     

  （
事
故
責
任
等
）

 

第
５
条
 
東
隣
駐
車
場
の
利
用
中

に
生

じ
た

盗
難

、
事

故
等

に
つ
い
て
は
、
図
書
館
は
そ
の

責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と

す
る

。
ま
た
、
そ
の
他
東
隣
駐
車
場
の
利
用
に
あ
た

っ
て
は
、

事
業
者
の
駐
車
場
管
理
規

定
に

従
う
も
の
と
す
る
。

 

 （
細
則
）

 

第
６
条
 
こ
の
要
領
に
定
め
る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
な

事
項

は
、
別
に
定
め
る
。

 

  
附
 
則

 

こ
の
要
領
は
、
平
成
２
８
年
３
月

２
６

日
か

ら
施

行
す

る
。
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東
大
阪
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
実
施
要
綱

 

（
目
的
）

 

第
１
条
 
こ
の
要
綱
は
、
親
子
が
絵
本
を
介
し
お
互
い
の
肌
の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

共
有
し
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
「
親
と
子
の
本
の
時
間
」
を
応
援
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
（
以
下
「
事
業
」

と
い
う
。）

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

 

（
対
象
者
）

 

第
２
条
 
こ
の
事
業
は
、
東
大
阪
市
が
実
施
す
る
４
か
月
児
健
康
診
査
を
受
診
す
る
乳
児
及
び
そ
の
保
護
者
に

対
し
て
実
施
す
る
。

 

（
実
施
場
所
）

 

第
３
条
 
こ
の
事
業
は
、
４
か
月
児
健
康
診
査
を
行
う
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
確
保
す
る
部
屋
に
お
い
て
実
施
す

る
。

 

（
実
施
体
制
）

 

第
４
条
 
こ
の
事
業
は
、東

大
阪
市
立
図
書
館
条
例
第

7
条
の
規
定
に
よ
り
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
（
以

下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。）
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
。）
、

母
子
保
健
課
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
社
会
教
育
部
社
会
教
育
課
（
以
下
「
社
会
教
育
課
」
と
い
う
。）

と
の

連
携
の
も
と
で
推
進
す
る
。

 

２
 
こ
の
事
業
の
事
務
局
は
、
指
定
管
理
者
に
置
く
。

 

（
事
業
内
容
）

 

第
５
条
 
こ
の
事
業
は
、
４
か
月
児
健
康
診
査
の
事
業
の
終
了
後
、
乳
児
及
び
保
護
者
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
読
み
聞
か
せ
を
行
う
と
共
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
手
渡
す
こ
と
に
よ
り
実
施
す
る
。

 

（
事
業
分
担
）

 

第
６
条
 
指
定
管
理
者
の
事
業
に
お
け
る
事
業
分
担
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(1
)  

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
の
絵
本
等
の
選
定
、
調
達
及
び
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
送
に
関
す
る
こ
と
。 

(2
)  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

 

(3
) 

４
か
月
児
健
康
診
査
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
派
遣
、
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

 

(4
)  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
金
の
支
払
い
に
関
す
る
こ
と
。

 

(5
) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入
に
関
す
る
こ
と
。

 

(6
)  

そ
の
他
事
業
の
統
括
に
関
す
る
こ
と
。

 

２
 
母
子
保
健
課
及
び
各
保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
お
け
る
事
業
分
担
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(1
) 

４
か
月
児
健
康
診
査
事
業
に
お
い
て
本
事
業
の
案
内
を
行
う
こ
と
。

 

(2
)  

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
の
事
業
の
実
施
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
。

 

(3
)  

４
か
月
児
健
康
診
査
未
受
診
者
へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
。

 

(4
) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
研
修
の
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

 

 

   ３
 
社
会
教
育
課
の
事
業
に
お
け
る
事
業
分
担
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(1
)  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

 

(2
) 

指
定
管
理
者
と
母
子
保
健
課
及
び
各
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
協
議
）

 

第
７
条
 
事
業
に
関
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
意
見
等
の
集
約
は
指
定
管
理
者
で
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
意
見
等
の
集
約
は
母
子
保
健
課
で
行
い
、
双
方
協
議
の
う
え
で
調
整
す
る
。
た
だ
し
、
軽
微
な
事
項
に

つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

（
細
目
）

 

第
８
条
 
こ
の
事
業
の
実
施
に
関
す
る
細
目
は
、
別
に
定
め
る
。

 

附
 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
２
５
年
８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

附
 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

附
 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

附
 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
令
和
５
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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東
大
阪
市

立
図

書
館
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー
制
度
実
施
要

綱
 

 （
目
的
）

 
第

１
条

 
こ
の
要

綱
は
、
民

間
企

業
等
と
協

働
し
、
雑

誌
を

広
告
媒
体

と
す
る
こ
と
で

、
地
域
経
済

の
活
性

化
に
も
寄

与
し
つ
つ

、
東

大
阪
市
立

図
書
館
の

雑
誌

購
入
の
新

た
な
財
源
を
確

保
す
る
こ
と

を
目
的
と

す
る
。

 
 （

定
義
）

 
第

２
条

 
こ
の
要

綱
に
お
い

て
、

次
の
各
号

に
掲
げ
る

用
語

の
意
義
は

、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る

。
 

(1
) 
東
大
阪
市
立
図
書
館

：
東
大

阪
市
立

永
和
図
書
館
、
花
園
図

書
館
及

び
四
条

図
書
館
を
い
う

。
 

(2
) 
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
：

雑
誌
の

購
入
代

金
を
負
担
す
る
民
間
企

業
等
を

い
う
。

 
(3

) 
提
供
雑
誌
：
雑
誌
ス

ポ
ン
サ

ー
が
購

入
代
金
を
負
担
し
て
図

書
館
蔵

書
と
す

る
雑
誌
を
い
う

。
 

(4
) 
名
称
広
告
：
雑
誌
ス

ポ
ン
サ

ー
の
名

称
の
掲
出
を
い
う
。

 
(5

) 
内
容

広
告

：
雑
誌

ス
ポ

ン
サ

ー
が

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

、
商

品
及

び
活

動
内

容
等
の
掲

出
を
い

う
。

 
(6

) 
指
定
管
理
者
：
東
大

阪
市
立

図
書
館

の
指
定
管
理
者
を
い
う

。
 

 （
広
告
の

対
象
範
囲
等
及
び
広
告
掲
載
の

基
準
）

 
第

３
条
 

広
告
の
対
象
範
囲
等
は
、
東
大

阪
市
有

料
広
告
掲
載
要
綱
第
４
条
の
規

定
を
準
用
す
る
。

 
２

 
広
告

掲
載
の
基
準
は
、
東
大
阪
市
有

料
広
告

掲
載
基
準
第
５
条
の
規
定
を
準

用
す
る
。

 
 （

雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
の
対
象
）

 
第

４
条

 
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー

の
対

象
は
、
企

業
、
個
人

事
業

者
、
公
共

的
団
体
又
は
こ

れ
に
類
す
る

者
と
し
、

個
人
は
対
象
外
と
す
る
。

 
２

 
前

項
の
規
定

に
関
わ
ら

ず
次

の
各
号
に

該
当
す
る

と
き

は
、
雑
誌

ス
ポ
ン
サ
ー
の

対
象
外
と
す

る
。

 
(1

) 
役
員

等
（

役
員
又

は
そ

の
支

店
も

し
く

は
営

業
所

（
常

時
業

務
の

契
約

を
締

結
す
る
事

務
所
を

い
う
。）

を
代

表
す
る

も
の
を
い

う
。）

又
は

経
営
に

事
実
上
参

加
し

て
い

る
者

が
、
暴
力
団
員
に
よ

る
不
当

な
行
為
の

防
止
等
に

関
す

る
法
律
（

平
成
三
年

法
律

第
七
十
七

号
）
第
二
条
第

六
号
に
規
定

す
る
暴
力

団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と

い
う
。）

で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
。

 
(2

) 
暴
力

団
（

暴
力
団

員
に

よ
る

不
当

な
行

為
の

防
止

等
に

関
す

る
法

律
第

二
条

第
二
号
に

規
定
す

る
暴
力
団

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
暴
力
団

員
が
、
経

営
に
実

質
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き

。
 

   (3
) 
役
員
等
又
は
経
営

に
事
実
上

参
加

し
て

い
る
者

が
、

自
己

、
自

社
も

し
く
は

第
三
者

の
不

正
の

利
益
を
図
る
目
的
又
は

第
三

者
に

損
害

を
加

え
る

目
的

を
も

っ
て

、
暴
力
団
又
は

暴
力

団
員

を
利
用

す
る
な
ど
し
た
と
認
め
ら

れ
る
と

き
。

 
(4

) 
役
員
等
又
は
経
営

に
事
実
上

参
加

し
て

い
る
者

が
、

暴
力

団
又

は
暴

力
団
員

に
対
し

て
資

金
等

を
供
給
し
、
又
は
便
宜

を
供

与
す

る
な

ど
直

接
的

あ
る

い
は

積
極

的
に
暴
力
団
の

維
持

、
運

営
に
協

力
し
、
も
し
く
は
関
与
し

て
い
る

と
認
め
ら
れ
る

と
き
。

 
(5

) 
役
員
等
又
は
経
営

に
事
実
上

参
加

し
て

い
る
者

が
暴

力
団

又
は

暴
力

団
員
と

社
会
的

に
非

難
さ

れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て

い
る
と

認
め
ら
れ
る
と

き
。

 
３
 
前
項
に
よ
り
契
約

を
解

除
し

た
場

合
に

お
い

て
、

指
定

管
理

者
に
損
害
が
生

じ
た

と
き

は
、
雑

誌
ス
ポ
ン
サ
ー
に
そ
の
賠

償
を
請

求
す
る
こ
と
が

で
き
る

。
 

 （
広
告
の
内
容
）

 
第
５
条
 
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー

は
、

提
供

雑
誌

の
最

新
号

に
次

の
各

号
に
掲
げ
る
広

告
を

行
う

こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
。

 
(1

)雑
誌
カ
バ
ー
表
面

へ
の
名
称
広
告

 
(2

) 雑
誌
カ
バ
ー
裏
面

へ
の
内
容
広
告

 
(3

) 配
架
台
へ
の
名
称

広
告

 
２
 
前
項
各
号
の
広
告

の
表

示
物

は
、

雑
誌

ス
ポ

ン
サ

ー
が

必
要

な
枚
数
又
は
デ

ー
タ

を
作

成
し
、

指
定
管
理
者
に
提
供
す
る

も
の
と

す
る
。

 
３
 
名
称
広
告
及
び
内
容

広
告
の

余
白
部
分
に
は

、「
こ
の
広

告
は

図
書
館

雑
誌
ス

ポ
ン
サ

ー
制
度
に

よ
る
も
の
で
、
本
誌
購
入

経
費
に

充
て
ら
れ
て
い

ま
す

。」
と
表

示
す
る

も
の
と
す
る
。

 
 （

広
告
の
規
格
等
）

 
第
６
条
 
広
告
の
大
き
さ

及
び
表

示
位
置
は
、
下

表
の
と

お
り
と

す
る
。

 
 

 
大
き
さ
 

表
示
位
置
 

名
称
広
告
 

縦
３
ｃ
ｍ
×
横

1
0ｃ

ｍ
以
内
 

雑
誌
カ
バ
ー
表
面
の
底
辺
よ
り
４
ｃ
ｍ
空
け
た
中
央
 

内
容
広
告
 

Ａ
４
サ
イ
ズ
以
下
 

雑
誌
カ
バ
ー
裏
面
内
 

 ２
 
提
供
雑
誌
の
配
架
位

置
は
、

指
定
管
理
者
が

決
定
す

る
。
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（
雑
誌
の

選
定
）

 
第

７
条
 

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
指
定
管
理

者
が
作

成
し
た
「
雑

誌
リ
ス

ト
」

 の
中
か
ら
希
望
す
る

雑
誌
を
選

定
す
る
も
の
と
す
る
。

 
（

申
出
方

法
）

 
第

８
条

 
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー

に
な

る
こ
と
を

希
望
す
る

者
は

、
東
大
阪

市
立
図
書
館
雑

誌
ス
ポ
ン
サ

ー
制
度

申
出
書
（

様
式
第
１

）
に

必
要
事
項

を
記
入
し

、
次

の
各
号
に

掲
げ
る
書
類
を

添
え
て
指
定

管
理
者
へ

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

 
  

(1
) 
第

６
条
第

１
項
に
規
定
す
る
広
告
の
案

 
(2

) 
会
社
概
要
等
（
業
種

等
が
分

か
る
も

の
）

 
(3

) 
役
員
名
簿

 
(4

) 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
の

内
容
を

示
す
も

の
。

 
２

 
申

出
書
は
、

東
大
阪
市

立
永

和
図
書
館

に
持
参
又

は
郵

送
の
方
法

に
よ
り
提
出
す

る
も
の
と
す

る
。

 
３

 
同
じ

雑
誌
に
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
の
申

出
が
複

数
あ
っ
た
場
合
は
、
先
着
順
と

す
る
。

 
 （

雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
の
審
査
及
び
覚
書
の

締
結
）

 
第

９
条
 

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
及
び
内
容
広

告
の
審

査
は
、
指
定
管
理
者
が
行
う
。

 
２

 
指
定

管
理
者
は
、
審
査
結
果
に
つ
い

て
教
育

委
員
会
の
承
諾
を
得
る
も
の
と

す
る
。

 
３

 
指

定
管
理
者

は
、
雑
誌

ス
ポ

ン
サ
ー
承

諾
（
不
承

諾
）

決
定
通
知

書
（
様
式
第
２

）
を
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー

の
申
出
者
に
通
知
す
る
。

 
４

 
前

項
の
雑
誌

ス
ポ
ン
サ

ー
承

諾
決
定
が

あ
っ
た
と

き
は

、
指
定
管

理
者
と
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
に

お
い
て
覚

書
（
様
式
第
３
）
を
締
結
す
る

。
 

 （
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
承
諾
決
定
の
取
消
し

）
 

第
10

条
 
指
定
管

理
者
は

、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

が
次
の

各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
認
め
ら

れ
る
場
合

は
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
承
諾
決

定
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
(1

) 
東
大

阪
市

立
図
書

館
雑

誌
ス

ポ
ン

サ
ー

制
度

申
出

書
へ

の
虚

偽
の

記
載

、
そ

の
他
不
正

な
手
段

に
よ
り
雑

誌
ス
ポ
ン
サ
ー
の
決
定
を
受
け

た
場
合

。
 

(2
) 
第
４
条
第
２
項
各
号

に
該
当

す
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
。

 
２

 
前

項
の
規
定

に
よ
り
、

広
告

の
掲
載
の

承
諾
を
取

消
し

た
場
合
に

お
い
て
、
提
供

雑
誌
は
返
還

し
な
い
も

の
と
す
る
。

 
 （

雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
の
責
務
）

 
第

11
条

 
雑
誌

ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
内
容

広
告
に

関
す
る
一
切
の
責
任
を

負
う
も
の
と
す
る
。

 
 

（
提
供
雑
誌
、
広
告
内
容

等
の
変

更
）

 
第

12
条
 
雑
誌
ス
ポ
ン
サ

ー
は
、
提
供
雑

誌
・
内
容
広

告
等
を

変
更
し

よ
う
と

す
る
場
合
は
、
提
供

雑
誌
等
の
変
更
申
出
書

( 様
式
第
４

) を
指
定
管
理
者

に
速
や
か

に
提
出
す
る
も

の
と
す

る
。

 
（
広
告
の
掲
載
期
間
）

 
第

13
条
 
広
告
の
掲
載
期

間
は

、
４
月
１
日
か

ら
翌
年

３
月

31
日

ま
で
の
期

間
と
す
る
。

 
２
 
前
項
の
期
間
の
途
中

で
覚
書

を
締
結
し
た
場

合
は

、
そ
の
締

結
の
日

か
ら
当

該
年
度

の
３
月

31
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

 
３
 
広
告
の
掲
載
期
間

は
、

掲
載

期
間

満
了

の
２

ヶ
月

前
ま

で
に

、
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー

か
ら

解
約
の

申
出
が
な
い
場
合
は
、

掲
載

期
間

を
１

年
間

更
新

す
る

も
の

と
し

、
そ
の
後
も
同

様
に

更
新

す
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
更

新
期
間

の
上
限
は
指
定

管
理
者

の
指
定

管
理
期

間
と
す

る
。

 
４
 
現
指
定
管
理
者
の

指
定

管
理

期
間

満
了

後
も

引
き

続
き

雑
誌

ス
ポ
ン
サ
ー
を

継
続

す
る

場
合
は
、

指
定
管
理
者
と
新
た
に
覚

書
を
締

結
す
る
も
の
と

す
る
。

 
  （

雑
誌
の
提
供
の
中
止
）

 
第

14
条
 

雑
誌
ス
ポ
ン
サ

ー
は

、
雑
誌

の
提
供
を
中
止

し
よ
う

と
す
る

と
き
は

、
中
止

し
よ
う
と

す
る
日
の
２
ヶ
月
前
ま

で
に

、
解

約
申

出
書

（
様

式
第

５
）

を
指

定
管
理
者
に
提

出
す

る
も

の
と
す

る
。

 
 （

雑
誌
の
購
入
代
金
の
支

払
い
）

 
第

15
条
 

雑
誌
ス
ポ
ン
サ

ー
は

、
提
供

雑
誌
の
購
入
に

あ
た
っ

て
は
指

定
管
理

者
が
指

定
す
る
納

入
業
者
か
ら
購
入
し
、

購
入

代
金

に
つ

い
て

は
納

入
業

者
か

ら
の

請
求
に
基
づ
い

て
、

直
接

支
払
う

も
の
と
す
る
。

 
２
 
提
供
雑
誌
の
購
入
代

金
の
支

払
い
方
法
は
、

納
入
業

者
が
指

定
す
る

方
法
と

す
る
。

 
３
 
提
供
雑
誌
の
購
入

代
金

の
支

払
い

に
際

し
、

振
込

み
手

数
料

等
が
発
生
す
る

と
き

は
、

雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
の
負
担
と
す
る

。
 

 （
雑
誌
の
所
有
権
）

 
第

16
条
 
提
供
雑
誌
の
所

有
権

は
、
東
大
阪
市

に
帰
属

す
る
。

 
 （

警
察
署
長
か
ら
の
意
見

聴
取
）

 
第

17
条
 

東
大
阪
市
教
育

委
員

会
は
、

必
要
が
あ
る
と

認
め
る

と
き
に

、
雑
誌

ス
ポ
ン

サ
ー
が
第

４
条
第
２
項
の
各
号
に
該

当
す
る

者
で
な
い
か
、

警
察
署

長
に
照

会
す
る

こ
と
が

で
き
る
。
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附
則

 
１

 
こ
の

要
綱
は
、
平
成

28
年

8
月

1
日
か
ら
施
行

す
る
。

 
２

 
こ

の
要
綱
の

施
行
の
際

現
に

東
大
阪
市

立
図
書
館

雑
誌

ス
ポ
ン
サ

ー
制
度
実
施
要

綱
を
廃
止
す

る
要
綱
（

平
成

28
年

8
月

1
日

施
行
）

に
よ
る

廃
止
前
の
東
大
阪
市
立

図
書
館
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

制
度
実
施

要
綱
（
平
成

27
年

4
月

1
日
施

行
。
以

下
「

旧
要
綱

」
と
い
う
。）

の
規
定
に
よ
る

ス
ポ

ン
サ
ー

の
決
定
を

受
け
て
い

る
者

は
、
こ
の

要
綱
の
規

定
に

よ
る
ス
ポ

ン
サ
ー
の
決
定

を
受
け
て
い

る
も
の

と
み
な
す

。
こ
の
場

合
に

お
い
て
、

旧
要
綱
の

規
定

に
基
づ
い

て
締
結
さ
れ
た

覚
書
は
、
こ

の
要
綱
の

規
定
に
基
づ
い
て
締
結
さ
れ
た

覚
書
と

み
な
す
。

 
３

 
こ

の
要
綱
の

施
行
の
際

現
に

旧
要
綱
の

規
定
に
基

づ
い

て
掲
載
さ

れ
て
い
る
広
告

は
、
こ
の
要

綱
の
規
定

に
基
づ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

広
告
と

み
な
す
。

 
附

則
 

 
 
こ
の

要
綱
は
、
平
成

29
年

7
月

1
日
か
ら
施
行

す
る
。

 
附

則
 

 
 
こ
の

要
綱
は
、
令
和

2
年

3
月

1
日
か

ら
施
行
す
る
。

 
附

則
 

 
 
こ
の

要
綱
は
、
令
和

3
年

4
月

1
日
か

ら
施
行
す
る
。

 
附

則
 

１
 
こ
の

要
綱
は
、
令
和

3
年

7
月

 1
日
か

ら
施
行

す
る
。

 
２

 
様
式

第
1
号
中
「
 
印
 
」

及
び
様

式
第

2
号
中
「
 

 
 
」
を
削

る
。

 
附

則
 

 
 
こ
の

要
綱
は
、
令
和

6
年

4
月

1
日
か

ら
施
行
す
る
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東
大
阪
市
立
図
書
館
複
写
サ
ー
ビ
ス
取
扱
要
綱
 

 第
１
項
 
趣
旨
 

東
大
阪
市
立
図
書
館
に
お
い
て
利
用
者
に
対
し
て
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
 

 第
２
項
 
複
写
機
 

複
写
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
あ
た
っ
て
、
使
用
で
き
る
複
写
機
器
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。
 

(1
)  
花
園
図
書
館
 

①
 
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
 

②
 
２
階
事
務
室
の
カ
ラ
ー
複
写
機
 

(2
) 
永
和
図
書
館
 

①
 
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
 

②
 
事
務
室
内
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
 

③
 
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
プ
リ
ン
タ
ー
 

(3
) 
永
和
図
書
館
大
蓮
分
室
（
以
下
「
大
蓮
分
室
」
と
い
う
。
）
 

カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
 

(4
) 
四
条
図
書
館
 

閲
覧
室
内
の
複
写
機
 

 第
３
項
 
複
写
で
き
る
資
料
等
 

東
大
阪
市
立
図
書
館
所
蔵
の
資
料
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
送
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

送
信
を
受
け
た
 

資
料
及
び
東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
に
導
入
し
て
い
る
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
 

 第
４
項
 
複
写
機
お
よ
び
プ
リ
ン
タ
ー
使
用
方
法
 

花
園
図
書
館
①
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
、
永
和
図
書
館
①
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写

機
、
大
蓮
分
室
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
及
び
四
条
図
書
館
閲
覧
室
内
の
複
写
機
は
、
利
用

者
自
身
が
操
作
す
る
。
 

花
園
図
書
館
②
２
階
事
務
所
の
カ
ラ
ー
複
写
機
、
永
和
図
書
館
の
②
事
務
室
内
の
プ
リ
ン
タ

ー
及
び
③
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
プ
リ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
図
書
館
員
が

操
作
す
る
。
 

 

   な
お
、
永
和
図
書
館
に
お
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
送
信
さ
れ
た
資
料
を
複
写
す
る
場
合
は
②
事
務
室
内
の
プ
リ
ン
タ
ー
、
ま
た
、
商
用
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
記
事
を
複
写
す
る
場
合
は
③
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
プ
リ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用

す
る
。
 

第
５
項
 
複
写
機
使
用
料
金
 

複
写
機
お
よ
び
印
刷
機
使
用
料
金
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

白
黒
複
写
 1
 枚

に
つ
き
 １

０
円
 

カ
ラ
ー
複
写
 1
 枚

に
つ
き
 １

５
０
円
 

（
花
園
図
書
館
②
２
階
事
務
室
の
カ
ラ
ー
複
写
機
）
 

 
 
 
 
 
カ
ラ
ー
複
写
 
１
枚
に
つ
き
 
５
０
円
 

（
永
和
図
書
館
②
事
務
室
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
）
 

第
６
項
 
受
領
料
金
の
納
入
 

受
領
料
金
は
適
切
に
管
理
し
、
指
定
管
理
者
の
収
入
口
座
に
入
金
す
る
。
 

指
定
管
理
者
は
、
複
写
料
金
の
収
入
に
つ
い
て
、
自
主
事
業
収
入
と
し
て
年
度
ご
と
に
市
に

報
告
す
る
。
 

第
７
項
 
著
作
権
法
の
遵
守
 

利
用
者
へ
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
著
作
権
法
等
を
遵
守
す
る
。
 

(1
) 
文
献
複
写
の
た
め
に
利
用
者
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
管
理
責
任

者
並
び
に
そ
の
運
用
補
助
者
を
館
毎
に
定
め
る
。
 

(2
)  
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
管
理
責
任
者
は
司
書
又
は
そ
れ
に
準
じ
た
者
と
す
る
。
 

(3
) 
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
稼
動
時
間
を
定
め
て
複
写
機
か
ら
見
え
る
場
所
に
提
示
す
る
。
 

(4
) 
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
管
理
責
任
者
又
は
運
用
補
助
者
は
、
管
理
す
る
複
写
機
に
よ
る

文
献
複
写
の
状
況
を
随
時
監
督
で
き
る
場
所
で
執
務
す
る
。
 

(5
)  
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
稼
動
記
録
を
残
す
。
 

第
８
項
 
複
写
サ
ー
ビ
ス
運
用
手
順
等
 

 
 
 
本
要
綱
に
基
づ
く
具
体
的
な
運
用
手
順
等
は
、
図
書
館
又
は
分
室
毎
に
定
め
る
。
 

 附
則
 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
２
９
年
４
月
２
７
日
よ
り
施
行
す
る
。
 

附
則
 

こ
の
要
綱
は
、
令
和
２
年
７
月
１
日
よ
り
施
行
す
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
資
料
宅
配
サ
ー
ビ
ス
実
施
要
領
 

 １
 
趣
旨
 

 
こ
の
要
領
は
、
身
体
障
が
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
東
大
阪
市
立
図
書
館
（
以
下
「
図
書
館
」
と
い
う
。
）

の
利
用
が
困
難
な
市
民
に
対
し
て
、
資
料
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。
 

 ２
 
対
象
者
 

 
東
大
阪
市
在
住
者
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
本
人
及
び
家
族
が
（
独
居
の
方
、
ま
た
は
同

居
の
家
族
が
介
護
な
ど
の
理
由
で
家
を
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
）
来
館
に
よ
る
図
書

館
を
利
用
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。
 

 

(1
)  
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
２
８
３
号
）
第
１
５
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
 

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
 

ア
 
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
２
５
年
厚
労
省
令
第
１
５
号
）
別
表
第
５
号
の
身
体
障
害

者
障
害
程
度
等
級
表
（
以
下
「
等
級
表
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
肢
体
不
自
由
１
級
か
ら
２
級
ま

で
に
該
当
す
る
者
 

イ
 
等
級
表
に
定
め
る
心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
又
は
ぼ
う
こ
う
若
し
く
は
直
腸
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
若
し
く
は
肝
臓
の
機
能
の
障
害
の
１
級
か
ら
２
級
ま
で
に
該
当
す
る

者
 

(2
)  
図
書
館
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
者
 

 ３
 
利
用
申
請
 

 
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
「
東
大
阪
市
立
図
書
館
宅
配
サ
ー
ビ
ス
申
込
書
（
別
記
様

式
）
」
に
よ
り
図
書
館
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

た
だ
し
、
身
体
の
障
が
い
に
よ
り
申
込
書
へ
の
記
入
が
困
難
な
場
合
は
、
図
書
館
職
員
へ
の
口
頭
で
の
申
請

に
よ
り
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 
図
書
館
長
は
、
前
項
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
図
書
館
の
定
め
に
従
い
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
可
否
を

決
定
し
、
当
該
申
請
者
へ
通
知
す
る
。
 

   

   ４
 
貸
出
要
件
 

 
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
貸
出
要
件
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
)  
貸
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
所
蔵
の
図
書
（
禁
帯
出
資
料
除
く
）
及
び

雑
誌
（
最
新
号
除
く
）
、
Ｃ
Ｄ
と
す
る
。
 

(2
) 
貸
出
冊
数
 

貸
出
冊
数
は
２
０
点
（
う
ち
Ｃ
Ｄ
は
４
点
）
ま
で
 

(3
) 
貸
出
期
間
 

貸
出
期
限
は
１
ヵ
月
以
内
 

 ５
 
サ
ー
ビ
ス
の
停
止
 

図
書
館
長
は
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
前
2項

に
定
め
る
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
偽
り
そ

の
他
不
正
行
為
に
よ
っ
て
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に

当
該
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 ６
 
そ
の
他
 

こ
の
要
領
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。
 

  
 
附
則
 

 
 
こ
の
要
領
は
平
成
３
０
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
実
施
要
綱
 

 （
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
要
綱
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
（
昭
和
４
２
年
東
大
阪
市
条
例
第
７
３
号
）
及
び
東
大

阪
市
立
図
書
館
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
４
２
年
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
規
則
第
２
１
号
。
以
下
「
規
則
」
と

い
う
。
）
に
基
づ
き
、
障
害
等
に
よ
り
図
書
館
の
利
用
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
市
民
生
活
に
必
要
な
情
報

を
得
る
と
と
も
に
、
生
活
の
自
立
と
社
会
参
加
並
び
に
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
市
立
図
書
館
の
利

用
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 （
対
象
者
）
 

第
２
条
 
こ
の
要
綱
に
定
め
る
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
規
則
第
５
条
第
１
項

に
よ
る
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
障
害
等
の
理
由
に
よ
り
図
書
館
の
利
用
が
困
難
で
あ
る

と
館
長
が
認
め
た
者
と
す
る
。
 

 （
利
用
登
録
）
 

第
３
条
 
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
者
は
、
本
人
又
は
代
理
人
が
東
大
阪
市
立
図
書
館
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
利
用
登
録
申
請
書
（
様
式
第
１
）
に
よ
り
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
申
請
に
つ
い
て
、
止
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
本
人
の
承
諾

の
う
え
、
図
書
館
職
員
が
代
筆
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
館
長
は
、
前
項
の
利
用
登
録
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
障
害
者
手
帳
等
に
よ
り
前
条
に
定
め
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
を
行
う
。
 

 （
サ
ー
ビ
ス
内
容
）
 

第
４
条
 
前
条
に
お
い
て
利
用
者
登
録
を
行
っ
た
者
（
以
下
、
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
以

下
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

１
 
対
面
朗
読
 

２
 
録
音
資
料
の
利
用
 

３
 
点
字
資
料
の
利
用
 

４
 
教
育
委
員
会
が
認
め
た
指
定
管
理
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
対
象
と
し
た
自
主
事
業
 

５
 
そ
の
他
、
図
書
館
の
利
用
に
際
し
て
館
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
 

  

   （
登
録
内
容
の
変
更
）
 

第
５
条
 
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
利
用
登
録
申
請
時
よ
り
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
館
長
へ
そ
の
旨

を
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
登
録
の
取
り
消
し
及
び
貸
出
の
停
止
）
 

第
６
条
 
館
長
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
利
用
登
録
を
取
り
消

し
、
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

一
 
利
用
登
録
申
請
書
に
虚
偽
の
申
請
を
し
た
と
き
 

二
 
借
受
資
料
を
転
借
し
た
と
き
 

三
 
再
度
の
督
促
を
受
け
て
も
、
な
お
借
受
資
料
を
返
却
し
な
い
と
き
 

四
 
著
作
権
を
侵
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
 

五
 
借
受
資
料
に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
 

六
 
そ
の
他
、
こ
の
要
綱
及
び
館
長
の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
 

 （
守
秘
義
務
）
 

第
７
条
 
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
者
は
、
こ
の
要
綱
に
定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
知
り
得
た

個
人
情
報
を
み
だ
り
に
他
人
に
漏
ら
し
、
又
は
不
当
な
目
的
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

 （
そ
の
他
）
 

第
８
条
 
こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

  附
則
 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
３
１
年
３
月
２
６
日
か
ら
施
行
す
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
製
作
及
び
利
用
要
領
 

 （
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
要
領
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
実
施
要
綱
（
以
下
、
「
要
綱
」
と
い
う
。
）

に
基
づ
き
、
市
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
、
又
は
、
相
互
貸
借
に
よ
る
資
料
で
、
著
作
権
法
（
昭
和
４
５

年
法
律
第
４
８
号
）
第
３
７
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
等
及
び
著
作
権
者
に

視
覚
障
害
者
等
の
利
用
を
目
的
に
許
諾
を
得
て
製
作
さ
れ
た
も
の
（
以
下
、
「
視
覚
障
害
者
用
資
料
」
と
い

う
。
）
の
製
作
と
利
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
 

 （
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
利
用
対
象
者
）
 

第
２
条
 
市
立
図
書
館
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
利
用
対
象
者
は
、
要
綱
第
２
条
に
基
づ
き
、
障
害

等
の
理
由
に
よ
り
図
書
館
の
利
用
が
困
難
で
あ
る
と
館
長
が
認
め
た
者
の
う
ち
、
視
覚
障
害
等
の
理
由
に
よ

り
墨
字
に
よ
る
読
書
が
困
難
で
あ
る
と
館
長
が
認
め
る
者
と
す
る
。
 

 （
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
製
作
）
 

第
３
条
 
要
綱
第
３
条
第
１
項
に
定
め
る
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
登
録
を
行
っ
た
者
（
以
下
、
「
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
」
と
い
う
。
）
で
、
前
条
に
よ
る
利
用
対
象
者
は
、
市
立
図
書
館
に
対
し
て
必
要
と
す
る
視
覚

障
害
者
用
資
料
の
利
用
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
市
立
図
書
館
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
著
作
権
法
に
基
づ
き
、
障
害
者
等
の
利
用
を

目
的
と
す
る
資
料
を
製
作
し
、
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
市
立
図
書
館
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
全
国
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
会
が
運
営
す
る
視
覚

障
害
者
情
報
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
音
声
デ
ー
タ
、
点
字
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
、

視
覚
障
害
者
用
資
料
を
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
製
作
は
、
前
項
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
協
力
者
等
に
依
頼
し
、
又
は
、
図
書
館

間
の
相
互
貸
借
に
よ
り
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
前
項
の
方
法
に
よ
り
視
覚
障
害
者
用
資
料
を
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
提
供
で
き
な
い
場
合
は
、
図
書
館
は

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
関
係
機
関
を
案
内
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 （
所
蔵
登
録
）
 

第
４
条
 
市
立
図
書
館
は
、
所
蔵
す
る
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
登
録
を
行
っ
た
の
ち
、
近
畿
視
覚
障
害
者
情

報
サ
ー
ビ
ス
研
究
協
議
会
等
へ
タ
イ
ト
ル
等
の
必
要
な
情
報
を
登
録
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

   （
館
外
利
用
）
 

第
５
条
 
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
貸
出
及
び
返
却
は
、
来
館
又
は
特
定
録
音
物
等
郵
便
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

２
 
「
図
書
館
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
貸
出
は
、
市
立
図
書
館

で
所
定
の
手
続
き
を
し
た
の
ち
に
貸
出
す
る
。
 

３
 
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
館
外
へ
の
貸
出
冊
数
は
、
１
０
冊
以
内
、
貸
出
期
間
は
４
週
間
以
内
と
す
る
。

但
し
、
指
定
管
理
者
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
冊
数
及
び
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

ま
た
、
指
定
管
理
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
館
外
で
利
用
し
て
い
る
資
料
を
利
用
期
間
満
了
後
引
き
続
き

利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
２
週
間
以
内
に
お
い
て
こ
れ
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

 （
館
内
利
用
）
 

第
６
条
 
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
館
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
閲
覧
の
た
め
に
必
要
な
設
備
・
機
器
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 （
図
書
館
の
協
力
貸
出
）
 

第
７
条
 
市
立
図
書
館
は
、
他
の
公
立
図
書
館
等
か
ら
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
「
東
大
阪
市
立
図
書
館
協
力
貸

出
要
領
」
に
基
づ
く
範
囲
で
、
所
蔵
し
て
い
る
視
覚
障
害
者
用
資
料
を
貸
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 （
そ
の
他
）
 

第
８
条
 
こ
の
要
領
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
製
作
及
び
利
用
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

  附
則
 

こ
の
要
領
は
、
平
成
３
１
年
３
月
２
６
日
か
ら
施
行
す
る
。
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